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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















イラスト：四季童子、安達洋介、いろは楓、植田亮、佐々木あかね、


鈴羅木かりん、猫猫　猫、hu-ko、円花子、村正みかど（武礼堂）
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はじめに






　みなさんこんにちは、鈴吹太郎すずふき・たろうです。

　本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッド』のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』の第三番目のリプレイシリーズ〝ブレイク〟の第四巻かんです。

　他の巻でも書いていますが、わたしは普段、ファー・イースト・アミューズメント・リサーチ（以下、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]）の代表取とり締しまり役やく社長という仕事をしています。Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]は、『アリアンロッド』をデザインした会社です。わたしも社長業をしつつ、ＴＲＰＧの制せい作さくに関わっており、やはり多た忙ぼうで息をつく暇ひまもありません。

　そして『アリアンロッド・サガ』シリーズは好こう評ひようで、実じつ際さいに多くの著ちよ者しやによって複ふく数すうのシリーズやサプリメントが展てん開かいしています。簡かん単たんに説明しましょう。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ　菊きく池ちたけし

　通つう称しよう、無印。著ちよ者しやは『アリアンロッド』のゲームデザイナーできくたけこと、菊池たけし。

　フェリタニア王国の女王ピアニィ、第一の騎き士しアル・イーズデイルらを主人公とした『アリアンロッド・サガ』の本ほん筋すじとなるシリーズです。最新の六巻は、本書と同時刊かん行こうです。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス　久保田悠羅くぼた・ゆうら

　通称、サガＡ。著者は、『アリアンロッド』のシステム・デザイナー久保田悠羅。

　スタートは『ブレイク』の開始時期をさかのぼること五年前だったのですが、とうとう『無印』と『ブレイク』の時代に追いつき、最新の五巻をもって一足お先に完結しました。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク　鈴吹太郎

　通称、サガＢ。著者はＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の社長でもある、わたしこと鈴吹太郎。

　今回の四巻では、グラスウェルズ分ぶん裂れつ後の展開を描えがいていくことになります。




▼アリアンロッド・サガ・コンチェルト　佐さ々さ木きあかね

　通称、サガＣ。こちらはリプレイではなく、『電でん撃げき G's Festival! COMIC』（アスキー・メディアワークス刊かん）で連れん載さい中のコミックで、著者は佐々木あかねです。現げん在ざい、一巻が発売中。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ　田中信二たなか・しんじ

　通称、サガＤ。著者は〝かわたな〟こと、田中信二。

　無印で描けなかった隙すき間まを埋うめていくシリーズとして急きゆう遽きよ誕たん生じようしました。名は体を表わすかのごとく、その制せい作さく進行は常つねにデスマーチです。来月（二〇一一年四月）第四巻が発売。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード　緑谷明澄りよくや・あきすみ

　通称、サガＥ。『コンチェルト』の舞ぶ台たいとなっている、シェルドニアン学園の学園生活をテーマとしたリプレイです。ＰＣは全員学生、素す直なおになれないツンデレお嬢じようさまユファとその仲間たちの学園生活を綴つづります。著者は、このリプレイでデビューした緑谷明澄です。




▼アリアンロッド・サガ ファンブック

　通称、サガＦ。正式タイトルは『アリアンロッド・サガ ファンブック　Fellowship of Stone』。リプレイとシナリオの掲載されたＢ５判の書籍＋ボイスドラマが収録されたＣＤ、で構こう成せいされていて、コンセプトは「読んで、聴きいて、楽しむ本」。なお、本書の発売元は富ふ士じ見み書しよ房ぼうではなく、エンターブレインなのでお気をつけください。




▼アリアンロッド・サガ　矢野俊策やの・しゆんさく

　これはリプレイではありません。『サガ・リプレイ』のＰＣ、放ほう浪ろうの剣けん士しアルの冒ぼう険けんを描えがく小説です。一巻～三巻『ロンサム・ヒーロー』が発売中です。著者は、デザイナーより『アリアンロッド』のルールにくわしいんじゃないか、といわれる矢野俊策です。




▼アリアンロッド・サガ　アルディオン大陸ガイド　菊池たけし／Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]

　これは文庫ではありません。Ｂ５判の書籍で、ＴＲＰＧ『アリアンロッド』のサプリメントです。舞台となるアルディオン大陸のくわしい情報や、大陸特有の種族、クラス、モンスターなどの追加データが掲載されています。




▼アリアンロッド・サガ　トラベルガイド　～ベネット見聞録～　菊池たけし／Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]

　アリアンロッド・サガの舞台アルディオン大陸の情報がよく分かる文庫サイズのワールドガイドです。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズに登場する三下狼おおかみ娘むすめベネットの視し点てんで描かれます。シナリオが二本掲載されています。




▼アリアンロッド・サガ　タクティクスガイド　菊池たけし／Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]

　ＴＲＰＧ『アリアンロッド』のサプリメントで、Ｂ５判の書籍。大規模戦闘のルールやガイダンスの他、ＰＣに特別な設せつ定ていや能のう力りよくを与あたえるレジェンドデータ、最新の国こく際さい情じよう勢せいと人物の状じよう況きようなどのワールド解かい説せつが掲載されています。




　本ほん編ぺんに移うつる前に少し注意することがあります。本書は同時刊行される『無印』六巻より少し前の時じ系けい列れつを扱あつかっています。『無印』六巻がある方は、先に本書をお読みください。











前回までのあらすじ






　戦せん乱らんの大陸アルディオン。

　その覇は権けんを狙ねらう東の強国、白はく竜りゆう王おう国こくグラスウェルズにて、国こく政せいを取り仕切る重臣ゴーダ伯はくにより、表おもて沙ざ汰たにできぬ任にん務むを遂すい行こうするための特とく殊しゆ部隊が存そん在ざいした。

　その名は、〝ファントムレイダーズ〟。

　弟のために陰かげの世界に生きる少女ナーシアを中心に、良家の騎き士しアンソン、謎なぞ多き過か去こを持つエルダナーンの魔ま術じゆつ師しカテナ、愛を信じるネヴァーフの戦士ゼパの四人が集まった。

　彼かれらは、不ふ可か能のうと思える過か酷こくな作戦を次々と遂行していく。

　国こつ境きよう方面の要よう塞さいの奪だつ取しゆ、隣りん国ごくメルトランド王家の象しよう徴ちようたる聖せいなる樹きの伐ばつ採さい、秘ひ密みつ兵へい器き開発の妨ぼう害がい工作、国王暗殺計画の阻そ止しなど……。

　そんな任にん務むの中で、ナーシアの出生―――メルトランド王国の次期女王としての資し格かくを持つことが判はん明めいする。

　出生の秘ひ密みつを知りつつも、弟ロッシュのために任務を続けるナーシア。

　だが、ナーシアが自分の姉であることを、ロッシュは知らなかった。

　そんなナーシアに、ゴーダ伯はフェリタニア女王ピアニィの暗殺を命じる。

　ピアニィこそグラスウェルズ王国のフィリップ国王暗殺計画の黒くろ幕まくであり、アルディオン大陸に混こん乱らんをもたらそうとする秘密結社バルムンクの首しゆ領りようである、と。

　ファントムレイダーズは、ピアニィたちと一戦を交える。

　激はげしい攻こう防ぼうのすえにこの戦いに敗北したものの、ナーシアたちはピアニィがバルムンクではないことを知り、お互たがいに理り解かいを深めることとなった。

　ナーシアは、ピアニィと行動を共にし、ゴーダ伯にロッシュの解かい放ほうを願う。

　しかし、ロッシュはバルムンクのベイオネットに憑ひよう依いされ、その魂たましいを捕とらわれてしまう。

　その後、失しつ脚きやくしたゴーダ伯に代わってブランドル女伯が就しゆう任にん。ファントムレイダーズの指し揮き権けんも彼かの女じよに移うつる。ブランドル女伯は、王位継けい承しよう権けん第一位であり、反目するエダム公アンリの調ちよう査さを命じる。しかし、ブランドル女伯の正体は、バルムンク始祖の四人Four Deadly Swordsのひとり、〝報復者フラガラッハ〟のアザゼルであった。彼女は、アンリをそそのかし、グラスウェルズ王国内でクーデターを引き起こす。そしてそれは国を揺ゆるがす内戦に発はつ展てんした。

　その裏うらで、ゴーダ伯は、バルムンクがグラスウェルズ王国建国当初から関かん与よし、その目的がフィリップ暗殺にあることを独どく自じに突つき止とめ、ナーシアたちにその事実を告げる。そして、アンソンを王国軍ぐん師しとするようにとの言葉を残し、ゴーダ伯は息絶たえてしまう。

　真実を知ったファントムレイダーズの活かつ躍やくにより、フィリップ王暗殺はかろうじて防ふせがれたものの、グラスウェルズの戦乱はさらなる拡ひろがりを見せようとしていた。





























ＰＲＥＰＬＡＹ






『ブレイク』三巻が発売されてからしばらく経けい過かした頃。

　ところは東京秋葉原にあるＴＲＰＧ製せい作さく会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の事じ務む所しよ。

　その日も忙いそがしく働く社員たちと一いつ緒しよに、わたしも打ち合わせをしたり原げん稿こうのチェックに追われたりしていた。

　予定では二〇一一年の初夏のあたりに最終巻を出せば『ブレイク』シリーズも終しゆう了りよう。

　忙しいながらも多少余よ裕ゆうのある日々を過すごしていたそのとき。

　新たなる事じ態たいが発生したのだった。




「社長！　投とう稿こうが貯まってます」

　と言ったのはかわいそうな田中、略りやくして〝かわたな〟こと田中信二。

「投稿？」

　と答えたのがこの本の著者、わたしこと鈴吹太郎である。

　鈴吹の問いにかわたなは説明をはじめた。




かわたな：実は無印三巻で『ブレイク』のＰＣが無印に登場してから、『ブレイク』向けの投稿が増えていまして……。

鈴吹：いいことじゃないか！　とても嬉しいな!!

かわたな：ところが、『ブレイク』三巻でグラスウェルズがふたつに割れ、無印に話を引き継いだわけですよ！（くわっ）

鈴吹：そうだけど、それと投稿とどういう関係が？

かわたな：投稿されたＮＰＣたちはですね、みんなグラスウェルズでＰＣたちを助けたり、あるいはＰＣたちの敵に回ったりするやつなわけですよ。

鈴吹：それの何が……あ！

かわたな：お気づきですか？　無印五巻がああいう展開になったので、せっかく送ってもらった投稿が……。

鈴吹：た、確たしかにそれはまずいな……。




　いったい何が起こっていて、何がまずいのか、順番に説明していこう。

『ブレイク』三巻の発売時点において、その二ヶ月後に発売される予定の『無印』五巻はすでに収しゆう録ろくがすんでいた。

　まあそれ自体は問題ない　問題なのは……。

かわたな：『無印』五巻で、グラスウェルズそっちのけでレイウォールへ攻め込んで……。

鈴吹：そっちのけじゃないぞ。あれは「囲魏救趙ぎをかこんでちょうをすくう」といって、立りつ派ぱな策さく略りやくだ。

かわたな：その策略のせいで、グラスウェルズはスルーされてしまったわけじゃないですか。




　ここで隣となりのページにある地図を見ていただきたい。
















　前巻でフィリップ王についたＰＣのアンソンたちはフェリタニア・メルトランド連合王国に援えん軍ぐん要よう請せいを行なった。

　それを受じゆ諾だくした連合王国軍は、軍の主力がグラスウェルズに遠えん征せいしているレイウォールに攻め込み、王都を陥かん落らくさせたのであった。




鈴吹：無印の次の巻は……。

かわたな：三月発売予定です。ただ、兄妹対決が待っているでしょうから……。




　兄妹対決というのは、無印シリーズの主役に当たるＰＣ、ピアニィ女王とその兄ベルフト王子による天下分け目の対決のことだ。
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　ちなみに、『ブレイク』三巻が発売された時点ではまだ収録はなされておらず、菊池たけしが無印五巻を書き終えたころに収録を行なうことになっていた。




鈴吹：このままじゃ、おそらくグラスウェルズは戦争の舞台にならないな。

かわたな：そうなんですよ！　このままいくと、せっかくの投稿が宙ちゆうに浮ういてしまいます。

鈴吹：あと一巻でシリーズ終しゆう了りようの予定だし……。

かわたな：読者キャラクターが登場する余よ地ちは、どうです？

鈴吹：……『ブレイク』シリーズでは、あんまり戦争を扱うつもりじゃなかったんだよね。ほら、秘密部隊だし……。

かわたな：それじゃ、アンリの反乱軍はこの後どうなるんですか？

鈴吹：考えてないよ。だって、無印で戦争の決着がついちゃうから、イベント的に処理してしまおうかと思っていた。援軍要請をだしたんだからさ、まさかグラスウェルズ方面がスルーされるとは思って無かったよ（笑）。

かわたな：それ、提案したの自分じゃないですか！（爆笑）

鈴吹：ちがうよ！　言い出したのはベネットだって!!

かわたな：ナヴァールだって賛成してるじゃないですか！

鈴吹：だから、あれは策略で……。それに、レイウォール方面へ進軍するシナリオも用意するように菊池さんにアドバイスしたのはおまえだろっ!!

かわたな：お、俺のせいじゃないですよー。

鈴吹：そうだな、まったくその通りだ。まぁ正直に言うと、『無印』の展開はおもしろかったので、プレイヤーとしてはとても満足している（笑）。

かわたな：だから、グラスウェルズ方面の戦乱の解決はどうするんです？

鈴吹：次の巻の冒頭に、「かくして、反乱軍は降伏した」と一行ですませる……。

かわたな：せっかく送ってくれた投稿は？

鈴吹：…………。




　そうなのである。

　投稿が採用されないのも問題だし、気にかけていただいた『ブレイク』シリーズのグラスウェルズ方面のエピソードが描かれずに終わってしまうのは、肩すかしもいい話である。




鈴吹：そうだ！　そのキャラは『デスマーチ』で……。

かわたな：『デスマーチ』三巻もすでに収録は終わっているじゃないですか。

鈴吹：そうだった。ほ、他にエピソードを吸きゆう収しゆうできそうなシリーズはないか？

かわたな：（肩かたをすくめながら、黙だまって首を横に振ふる）

鈴吹：そうだよな……。『エチュード』や『アクロス』に振るわけにもいかないし。他のシリーズに振るのは、無理か。

かわたな：無理だと思います。

鈴吹：かといって、せっかくいただいた投稿を無下には扱いたくない。

かわたな：そういうことです。

鈴吹：ということは……。

かわたな：はい。おそらく方法はひとつしかないと思います。

鈴吹：そう思うか。

かわたな：はい。実はその方法は死ぬほど嫌いやなのですが。

鈴吹：……そうだな。

かわたな：しかし、背せに腹はらはかえられません。

鈴吹：わかった。それじゃ、今から電話するから。




　こうして、わたしこと鈴吹太郎は電話の受話器を取った。富ふ士じ見み書しよ房ぼうのドラゴンブック編へん集しゆう部ぶに電話をするためである。

　読者キャラクターが登場する余よ地ちがないなら、その場所を作るしかない。

　こうして、それまでの予定を変へん更こうして、『ブレイク』の新しん刊かん、つまり本書の企き画かくが動くことになったのである。







◆Preplay 01◆強力な助っ人




　とまあ、前ぜん述じゆつのような理由で予定になかった本を一冊さつ書き下ろすことになった。

　スケジュール的にはきついものがあるが、愛着のあるキャラクターや設せつ定ていを活かせる機会が増ふえたのは嬉うれしい話である。

　なにより、富士見書房の編集さんに読者のみなさんから投稿されたお便りやメールの打ち出しを見せたところふたつ返事で企き画かくを通してもらえたのも嬉うれしかった。

　そんなわけで張はり切きってシナリオを考え。

　菊池たけしをはじめとする他の『アリアンロッド・サガ』シリーズのＧＭたちと打ち合わせを重ね。

　さらにわがままを言ってスペシャルゲストをお呼よびするなど工夫を凝こらし。

　データを作っては直すという作業を繰くり返かえしているそのうちに。

　あっという間に時間は過すぎ去さり、リプレイの収しゆう録ろく日びを迎むかえたのである。

　それは『ブレイク』三巻発売から一ヶ月余あまりが過ぎた頃の話であった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　それでは、今回の収録に参加してもらったメンバーを、ここで紹しよう介かいしておこう。




▼小暮英麻こぐれ・えま

　実じつ力りよく派はの声せい優ゆう。代表的な出しゆつ演えん作さくは『ナイトウィザード　The ANIMATION』（アンゼロット、緋室灯ひむろ・あかり）、ＯＶＡ『ToHeart2』（まーりゃん先せん輩ぱい）など。ＴＡＢプロダクション所しよ属ぞく。

『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』のカミュラ、『アルシャードガイア・リプレイ神薙なぐ御み剣つるぎ』の神戸屋るんなど、他作品のリプレイでも活かつ躍やくしていただいている。

　本書では、クールな暗殺者、ナーシア・アガルタを演えんじる。




▼菊池たけし

〝きくたけ〟という愛あい称しようでお馴な染じみ、『アリアンロッド』『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』シリーズを作ったゲーム・デザイナーであり、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の専せん務む取とり締しまり役やく副社長。『アリアンロッド・サガ』企画の言い出しっぺ。

　本書では、グラスウェルズに仕える気のいい王国軍ぐん師し、アンソン・マンソンを演じる。




▼久保田悠羅

『アリアンロッド』のシステム・デザイナー、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]所属。リプレイでは『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』シリーズや『ナイトウィザード　The 2nd Edition　リプレイ　モノクロームの境きよう界かい』の著者として、精せい力りよく的てきに活動を続けている。

　理知的かつ冷静沈ちん着ちやく、『アリアンロッド』のデータを熟じゆく知ちした、頼たよりになる男である。

　本書では、かつて〝黄金の狼おおかみ〟という名の傭よう兵へい団だんを率ひきいていたエルダナーン、カテナ・アウレアを演じる。




▼長田崇おさだ・たかし

『神曲奏そう界かいポリフォニカＲＰＧ』のゲーム・デザイナー、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]所属。社内ではグラフィックデザインからスケジュール管理までをこなすオールラウンドプレイヤー。

　寡か黙もくで真ま面じ目めな性せい格かくであるが、胸むねに秘ひめたＴＲＰＧに対する愛は、花よりも可か憐れんで、海よりも神しん秘ぴ的てきだ。

　本書では、愛をテーマに生きる老ネヴァーフ、ゼパ・フリンジコルトを演じる。




▼鈴吹太郎

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]代表取締役。『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズを世に送り出したデザイナー。さらにＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]デザインのＴＲＰＧのほとんどのプロデュースを手がける。

　ＧＭ担たん当とうにして本書の著者、つまりわたしのことである。




ＧＭ：それでは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第七話の収録を開始したいと思います。

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：と、いうわけでみなさんお集まりいただきありがとうございます。

小暮：なんか急にリプレイを録ることになったみたいで。

ＧＭ：そうなんですよ。急なスケジュールですみません。

小暮：それ以外にもなんかいつもと違ちがうことをするつもりじゃないんですか？

ＧＭ：分かりますか。

小暮：そりゃ分かりますよー（笑）。普ふ段だんはいない人が参加しているじゃないですか。




　そう、今日は〝五人目〟のプレイヤーがいるのだ。




ＧＭ：それはそうですね（笑）。それではスペシャルゲストの方、自じ己こ紹しよう介かいをどうぞ。

[image: 吉]村よしむら：『アクロス』シリーズでエルザ・ブルックス役をやりました、[image: 吉]村と申します！　よろしくお願いします！




▼[image: 吉]村清子よしむら・きよこ

　ＴＶアニメ『ナイトウィザード The ANIMATION』『伝説の勇者の伝説』などに参加している脚きやく本ほん家か。そのほか、ＣＤドラマ、小説などでも活躍中。二〇一一年秋、オンエア開始予定のテレビアニメシリーズ、『ラストエグザイル～銀ぎん翼よくのファム～』にシリーズ構こう成せいとして参加する予定。

『アリアンロッド・サガ』では、久保田悠羅が執しつ筆ぴつする『アクロス』シリーズに参加。ＴＲＰＧを初めてプレイしたとは思えない機転を利きかせ、パーティのブレインとなっていた。

　担当するキャラクターは、エルザ・ブルックスである。




一同：よろしくお願いします！

小暮：……でも、どうして今回[image: 吉]村さんが参加するんですか？

ＧＭ：先日、悠羅さんが担当していた『アクロス』シリーズの最終話を収録しましてね。

久保田：その結果、カテナの昔の部下である、〝黄金の狼〟のメンバーたちがどうなったかが確かく定ていしたんです。

ＧＭ：安心してゲストとして呼よべることになりましたので、特別に参加していただくことにしました。

長田：そうか。エルザ、無事生いき延のびたんですね。

[image: 吉]村：はい、何とか生き残りました！

きくたけ：死にそうな思いはしたけどな。おもに俺おれとか！　俺とか!!（笑）




エルザ・ブルックス

　エルザ・ブルックスは、『アクロス』シリーズに登場したＰＣである。

　彼かの女じよは〝黄金の狼〟という傭よう兵へい団だんに所属し、歴史の裏うらでバルムンクと戦ってきた。その傭兵団の初代の隊長が、『ブレイク』シリーズのＰＣであるカテナ・アウレアなのである。

　カテナのプレイヤー久保田悠羅は、『アクロス』シリーズのＧＭである。『アクロス』シリーズでは、グラスウェルズにやってくる前のカテナがＮＰＣとして登場する。また、カテナはゲスト出しゆつ演えんした『無印』四巻では、ＮＰＣとして登場したエルザに助けられている。

　しかし、カテナとエルザがＰＣ同どう士しで顔を合わせるのは初めてなのだ。




ＧＭ：今回、エルザには、他のみなさんと同じレベルに成長してもらいました。

[image: 吉]村：はい！　レベルが上がって、さらに火力もアップしましたよ～。

きくたけ：そりゃ頼たのもしい。

ＧＭ：詳しよう細さいなデータの話はキャラクターの成長報ほう告こくのところでお聞きしましょう。ではまず、今回予告からです。




●今回予告とハンドアウト

ＧＭ：今回予告とハンドアウトの配はい布ふを行ないます。




[image: ]




　帝てい紀き八一三年九月。エダム公アンリのクーデター軍と、フィリップ王を支し持じする王国軍により、白はく竜りゆう王おう国こくグラスウェルズは真っぷたつに割われた。

　かつてない規き模ぼの内戦である。

　さらに、戦火は大陸全土に広がっていく。

　アンリがもうひとつの大国、レイウォールの軍を引き入れ、それに対たい抗こうすべくフィリップ派はもフェリタニア・メルトランド連合王国に援えん軍ぐんを要求したからである。

　後に竜りゆう輝き石せき戦争と呼よばれる大戦争の過か程ていで引ひき裂さかれるグラスウェルズ。

　この危き機きから王国を救えるのはファントムレイダーズしかいないだろう。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第七話「グレートレベリオン」

　……すべては、竜輝石の導みちびきの下に。




長田：グレートレベリオン。

[image: 吉]村：大だい反はん乱らん、という意味ですか？

ＧＭ：アメリカの南北戦争や、イギリスの清教徒革かく命めいが、グレートレベリオンと呼ばれることもあるみたいですね。

きくたけ：南北戦争か……。なるほど、グラスウェルズの戦争はそんな感じだな。

久保田：地理的には我われ々われが南軍に当たりますね。

きくたけ：……なんか今自分で負けフラグを立てた気がするよ（笑）。

ＧＭ：なお、この戦いはアルディオン大陸の歴史上前例のない戦いくさとなります。

小暮：前例がない？　どういうことです？

ＧＭ：まず、グラスウェルズが内ない乱らんでふたつに分ぶん裂れつしましたよね？　そこへ、レイウォールが介かい入にゆう。そのレイウォールへフェリタニア・メルトランド連合王国が攻せめ入いります。さらに極ごく秘ひ裏りに南方のゴルフォード王国も動いているという情勢なのです。

久保田：現げん存ぞんする王おう威いの竜輝石を持つ六王国のうち、エストネルを除のぞく五王国が抗こう争そうする……前例のない規模の大戦争ということですね。

ＧＭ：戦せん乱らんの大陸アルディオンと言いましても、これほど多くの国が同時に戦争状じよう態たいに突とつ入にゆうしたのは、歴史上未いまだかつてないことです。

きくたけ：これはもう世界大戦と言っていいかもしれんね。

小暮：なるほどー。

ＧＭ：後世の歴史家が〝竜輝石戦争〟と呼ぶことになる、この大陸全土を巻まき込こんだ大戦争の決着がどうつくのかは、みなさんの肩かたに掛かかっているのです（笑）。

一同：おおっ！

小暮：ピアニィたちは？

ＧＭ：もちろん無印シリーズのＰＣたちも重要な役目を果たすわけです。っていうか、無印シリーズの六巻で解かい決けつしてもらう予定だったんですよ。でも、こんな大きなイベントだから、『ブレイク』の人たちにも活躍してもらおうと……。

きくたけ：急きゆう遽きよ、一巻多く出しゆつ版ぱんすることになったんだよ。『ブレイク』四巻と『無印』六巻は同時発売の予定です。

久保田：完結した『アクロス』シリーズのＰＣにも参加してほしいということで……。

[image: 吉]村：私が呼ばれたわけですね。

ＧＭ：はい、そういうわけです。

小暮：なんか、大がかりですね（笑）。

きくたけ：まぁ、最初からこういうことをやりたくてはじめたシリーズだからなぁ。

ＧＭ：ちょっとやりすぎてしまったような気もしますが（笑）、まぁ、今日は、大陸の命運をかけてがんばってください。
















ＧＭ：それでは、ハンドアウトを配ります。今回はちょっと変へん則そく的てきに、ファントムレイダーズの四人用のハンドアウトと、エルザ用の二種類になります。

一同：はーい。




▼ファントムレイダーズ用ハンドアウト

コネクション：白竜王国グラスウェルズ　　　関係：忠ちゆう誠せい

　白竜王国グラスウェルズは、未み曾ぞ有うの危き機きに陥おちいっている。

　アンリ率ひきいるクーデター軍は、フィリップ率いる国王軍の二倍。さらに、クーデター軍の援軍であるレイウォール軍は、白竜王国内にすでに上陸していた。

　フェリタニア・メルトランド連合王国軍からの援えん助じよを受けるものの、戦せん況きようは決して明るくはない。

　この危機から王国を救えるのは、キミたちだけだ。




ＧＭ：このハンドアウトの対象となるのは、ナーシア、カテナ、ゼパ、アンソンの四名です。

きくたけ（以下、アンソン）：つまりエルザは対象にならないってことですか？

ＧＭ：はい。エルザは別方面からの合流となるので、別のハンドアウトを用意しました。

久保田（以下、カテナ）：なるほど、了りよう解かいです。

アンソン：コネクションの対象は「グラスウェルズ王国」か！

ＧＭ：はい。いままで誰か個人に対する感情を動機とするケースが多かったのですが、今回は王国そのものです。

カテナ：大規模戦闘ルールを仕様して戦争を扱うシナリオなら、確かにそのほうがいいかな（笑）。

小暮（以下、ナーシア）：関係は忠誠でないと駄だ目め？

ＧＭ：いいえ。関係は忠誠でなくても結けつ構こうです。

ナーシア：あんまり、国に忠誠を尽つくしているって、感じじゃないんですよねぇ……。

ＧＭ：そうですね。ただ、今回は王国の命運をかけた戦争が主題ですので、まぁ、グラスウェルズ王国のことも少しは考えていただきたいということで（笑）。

ナーシア：それはいいんですよ（笑）。前回、ゴーダ伯はくに「後はまかせろっ！」って言っちゃったし。




[image: ]




アンソン：そうだったな。

[image: 吉]村（以下、エルザ）：いいシーンでしたね。

ＧＭ：おお、読んでいただいているのですね。光栄です。

エルザ：はい。ゴーダ伯、かっこいいですよねぇ。好きだったんだけどなぁ……。

長田（以下、ゼパ）：……ゴーダ伯（涙なみだ）。

ＧＭ：ゴーダ伯は、ファントムレイダーズのみなさんに王国の未来を託たくしたのです。心残りはないと思いますよ。

カテナ：じゃ関係は「遺い志し」にしたら？　遺志を継ぐという意味で。

ナーシア：ああ、それがいいです！

ＧＭ：結けつ構こうです。ナーシアのお父さんの遺志を継つぐということにもなりますからね。

ナーシア：マクリル・アガルタでしたっけ？

ＧＭ：はい、グラスウェルズの騎き士しでした。詳くわしい経けい緯いはまだ分かりませんが、王国のために戦って死んだらしいですから。

ナーシア：はい。じゃ、両方の意味で「遺志」にします。

ゼパ：ワシも変えていいかのぉ？

ＧＭ：どうぞ。グラスウェルズ王国への感情は、立場によってそれぞれ違うでしょうから、みなさんの気持ちに合うように変更してください。

ゼパ：キラーン☆　じゃ、「愛」にするのじゃ（一同爆ばく笑しよう）。

アンソン：まぁ、愛国心っていえばおかしくはないけどね（笑）。

カテナ：わたしも変えたいな、いまさら忠誠はなぁ……。

アンソン：なんだよ！　グラスウェルズに忠誠を尽つくしているのは僕ぼくだけなのか!?

ＧＭ：どうぞ、どうぞ（笑）。まぁ、そんなことだろうと思ってましたから。

カテナ：じゃあ……「くされ縁えん」で（一同爆笑）。

ＧＭ：まぁ、成り行きで抜ぬけられなくなっちゃった感は否いなめないですからねぇ（笑）。

エルザ：連帯感があるんだか、ないんだか（一同爆笑）。

ＧＭ：いやいや、ファントムレイダーズは実は仲がいいんですよ、本当ですって（笑）。

アンソン：よーしがんばって、フィリップ王と共に戦うぞ！

ゼパ：愛のためにがんばるのじゃ（笑）。




▼エルザ用ハンドアウト

コネクション：カテナ・アウレア　　　関係：心配

　フェリタニア・メルトランド連合王国の首都、ノルウィッチはピアニィ軍の勝利に沸わいていた。

　その中で、ユンガーからもたらされたひとつの情じよう報ほう。しかし、ノーデンスであるユンガーはこの事じ件けんに介かい入にゆうできないと言う。

　かつての隊長、カテナ・アウレアがグラスウェルズでピンチに陥おちいっている。

　彼女には、キミの助けが必要なのだ。




ＧＭ：こちらは、エルザ用のハンドアウトです。

エルザ：わたしはユンガーさんから情報を得ることで、動くことになるんですね。

ナーシア：ユンガー……って誰だっけ？

一同：そのリアクションはひどい！

ナーシア：冗じよう談だんです。矢薙さんが『アクロス』でやっていたＰＣですよね。




ユンガー

　かつて傭兵団〝黄金の狼〟でカテナの部下だったエルダナーン。エルザと共にバルムンクと戦ってきた。

　現げん在ざいはエストネル王国の密みつ使し（ノーデンス）として活動している。




[image: ]




カテナ：現在のユンガーなら、どんな情報を握にぎっていてもおかしくないですからね（笑）。

ＧＭ：そのユンガーから教えられて、カテナを助けにグラスウェルズにやってくるところからお話は始まります。

エルザ：ユンガーさんなら情じよう報ほう源げんとして信用できますし。がんばりますよ！

ナーシア：どんな情報なんだろう？

ＧＭ：えっと、実は前回のセッションの終了時点から、『無印』五巻がはさまって、その後から今回のセッションは始まるので、そこをつなげていただこうと思いまして。

エルザ：え、そうなの？

アンソン：実は、エルザは『無印』五巻に登場しているんです、ＮＰＣとして。

エルザ：なるほどー。

ＧＭ：そこもオープニングで順番に説明していきますので。その前に、ＰＣのデータを確かく認にんしておきましょう。




●ＰＣのレベルアップ

ＧＭ：では、ＰＣの成長報ほう告こくをお願いします。




▼ナーシア・アガルタの場合

ナーシア：ナーシア・アガルタです。レベルが19になりました。スキルは、《デスゲイル》が２レベルから３レベルへ、《アクセルヒット》が４レベルから５レベルへ上がりました。

カテナ：《デスゲイル》の使用回数が３回、《アクセルヒット》でダメージが＋５になったわけだな。

ＧＭ：装そう備びの変へん更こうは？

ナーシア：特にありません。

カテナ：ここでナーシアの装備を変えても、あまりいいことがない。通つう常じよう時じの攻こう撃げき力りよくは上がるが、クリティカル時のボーナスがなくなってしまう（笑）。

アンソン：クリティカルのボーナスがかなり大きいからなぁ……。

ＧＭ：そのために、命中の判定のダイスもけっこう増やせるようにしていますしね。

ナーシア：それから、【感知】の能のう力りよく値ちとフェイトが１点上がりました。以上です。
















▼カテナ・アウレアの場合

カテナ：カテナ・アウレアです。レベルは同じく19になりました。

ＧＭ：特に大きな変へん更こう点てんはありませんか？

カテナ：いえ。セットアッププロセスにやれることがないのに気づいて、セージに転てん職しよくしました（笑）。

アンソン：セージに転職して、セットアッププロセスに何をするつもり？

カテナ：エネミー識しき別べつ（笑）。《エンサイクロペディア》が自動取しゆ得とくスキルだから。

ＧＭ：では、今回の成長では、セージのスキルを取得？

カテナ：いえ、ソーサラーから取得しました。《アンプリフィケイション》を２レベルから３レベルへ上じよう昇しようさせて、《ニゲイト》を新しん規き取得しただけです。

ＧＭ：《アンプリフィケイション》はダメージ上昇、《ニゲイト》はクリティカル打ち消しスキルですね。

カテナ：ここぞの一撃を敵がクリティカルで回避したときのために（笑）。

アンソン：あれ、イヤなんだよなっ！（なにかＧＭの時のことを思い出したらしい）

ＧＭ：ははは……（なにかプレイヤーの時のことを思い出したらしい）。

カテナ：はい。それから、【敏びん捷しよう】【感知】の能力値と、フェイトが１点上昇しました。
















▼ゼパ・フリンジコルトの場合

ゼパ：ゼパ・フリンジコルトなのじゃ。スキルは《ウェポンエキスパート：斧おの》と《ウィップスラップ》を新規取得したのじゃ♪

ＧＭ：装備は？　ゼパも変更はなし？

ゼパ：ワシは、アイテムガイドにひとつしか載ってない武器を使用しておるのじゃ……。

カテナ：買い替えられるようなアイテムが、そもそも存在しない（笑）。

アンソン：でも、スキルで攻撃力はずいぶん上がってるでしょ。

ＧＭ：ゼパのダメージが一気に上昇しましたね。

ゼパ：うむ、この成長で、ダメージが合計で２Ｄ＋３点上昇なのじゃ。

カテナ：しかも、《スネイクビート》で回避にペナルティをつけたり、範囲攻撃や二回攻撃したりもできるので、アタッカーとしてもかなり有能（笑）。

ＧＭ：なるほど。ファントムレイダーズのメンバーは、装備が変わっていないにも関わらず、着実に強くなっていってるなぁ。

ゼパ：【筋きん力りよく】の能力値と、フェイトが１点上昇。以上なのじゃ。
















▼アンソン・マンソンの場合

アンソン：アンソン・マンソンです。《フェイタルアーツ》を２レベルから３レベルへ上げて、《シャインストライク》を新規取得しました。

カテナ：《フェイタルアーツ》が３レベルというと、１シーンに１回、《プロテクション》などの効こう果かが＋30だね。

ＧＭ：《シャインストライク》は、武器攻こう撃げきのダメージ＋【精せい神しん】。アンソンだとダメージ＋19点？

アンソン：はい。だんだん、防ぼう御ぎよキャラから攻撃キャラへと変わってきた気がします。

ＧＭ：アンソンも装備変更はなし？

アンソン：うん。本当はハンマーを交換するイベントを今回もやりたかったんだけど……。

カテナ：神竜棍は性能がいいからねぇ。

ＧＭ：きっとマンソン家の伝家の宝刀は神竜棍なんですよ。そろそろアンソンは、代々のマンソン家の当主の中でも、飛び抜けた出世をしていることになりますから（笑）。

ゼパ：おお、じゃこれからは自分で新しい道を開いていくのじゃ！

アンソン：あと、【器き用よう】の能力値が１点、フェイトが２点上昇しました。
















▼エルザ・ブルックスの場合

ＧＭ：では、最後。エルザの番ですが……ゲストですので、どんなキャラなのかという、根本的な説明からお願いします（笑）。

エルザ：はい。エルザ・ブルックスです。二三歳さい女じよ性せい、メルトランド出身です。実家は商人なんですが、小さい時から魔ま法ほうの英才教育を受けて、魔ま法ほう使つかいになりました。その後、傭兵団に入ったり……。

カテナ：エストネルの学校で先生をしたり……。

アンソン：アヴェルシアの貴き族ぞくラドフォード伯のところで家庭教師をしたり……。
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ナーシア：すごい経けい歴れき（笑）。

ＧＭ：でも、魂たましいは商人なんですよね（笑）。

エルザ：そんな感じです（笑）。実家のブルックス商会は、アルディオン大陸を経けい済ざいで支し配はいしようという大いなる野望を持っていて……。

カテナ：大陸を経済的に支配……（笑）。

アンソン：バルムンクかよっ！

ＧＭ：バルムンクよりたちが悪いですよ（笑）。

エルザ：そんなことないですよ！　ちゃんとクリーンなお取とり引ひきにつとめていますから（一同爆笑）。
















ブルックス商会

　メルトランドのノルウィッチに本ほん拠きよ地ちを置く武器商。主人はエルザの母親であるエルゼリエ・ブルックス。かなり手広く商売をしており、フェリタニア・メルトランド連合王国内にとどまらず、あちこちに支し店てんを展開している。ピアニィ女王の経けい済ざい的てきな援えん助じよ者しやでもある。

　アルディオン大陸を経けい済ざい的てきに支し配はいしようと狙ねらっている!?
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カテナ：あと、『無印』シリーズのＰＣ、アル・イーズデイルの実のお姉さんでもありますね。
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ナーシア：ああ、そうか。

エルザ：ナーシアはアルの兄きよう弟だい弟で子しなんですよね。（小暮さんの方を向いて）いつも、弟がお世話になっております（おじぎ）。

ナーシア：いえいえ、こちらこそ大変お世話になっております（おじぎ）。

ＧＭ：ＰＣは会ってませんから。シーンが始まってから、挨あい拶さつしてください（一同爆笑）。

ゼパ：エルザのクラスはウィザードなのじゃ。

ＧＭ：それでは、データについて説明お願いします。

エルザ：はい。クラスはウィザード／メンターです。攻撃方法は、ケセドの杖つえを使って〈火〉属ぞく性せいの魔ま法ほうをたたき込こむというスタイルです（笑）。

ＧＭ：エルザは火力特化型なんだよね？（笑）

エルザ：はい。そのためなら手しゆ段だんを選びません。魔ま術じゆつのダメージを上げるためにヴァニッシュローブを着てるくらいですから！（笑）

ナーシア：ヴァニッシュローブって、何か問題があるんですか？

カテナ：魔ま術じゆつのダメージが上がるけれど、回かい避ひと【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】が下がる（笑）。

エルザ：はい。わたしの【魔法防御力】は、何と、１！（一同笑）

ゼパ：だ、大だい丈じよう夫ぶなのじゃ！　ワシが《カバーリング》するから、防御面が弱くても問題ないのじゃ！（笑）

ＧＭ：では、攻撃方法について、もう少し詳くわしく説明をお願いします。

エルザ：昔は《インフェルノ》を使っていたので、それを極きわめて、《フレイムクラック》を覚えました。１点でもダメージがとおると、バッドステータスの転てん倒とうを付ふ与よします♪

アンソン：ファンブックのボイスドラマでエルザが使っていたな（笑）。

エルザ：はい、やっとリプレイでもお披ひ露ろ目めできます（笑）。それから、《リゼントメント》が２回使えます。使用するとＭＰが０になりますが、ダメージが[image: 151]点上乗せできます！

ナーシア：[image: 151]点！

ＧＭ：ナーシアの《レイジ》に近いものですね。ちょっとルールは違ちがいますけど。

カテナ：しかも、《マジックフォージ》も持っている。

ナーシア：つまり、エルザには、切きり札ふだが三枚まいあるということ？

エルザ：はい♪　その分、ＭＰが枯こ渇かつしやすいですが、メロディちゃんという《ファミリア》がいるので何とかなります！
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ＧＭ：……《アヴェンジ》や《カウンタースペル》みたいなスキルは取ってないの？

エルザ：持ってません（きっぱり）。《ガーディアン》と《サモン・アラクネ》を１レベルで取得している程てい度どです。

ゼパ：本当に火力特化じゃのう（笑）。

ＧＭ：はい、ありがとうございました。それでは、ギルドスキルの選せん択たくをしましょう。




▼ギルドスキル

ゼパ：エルザがゲストとして参加するということは、今回ギルドはふたつ？

ＧＭ：いや。ギルドのレギュレーションについては、今回に限かぎり、エルザも〝ファントムレイダーズ〟に入ってもらおうと思っています。

カテナ：まあ『無印』四巻でひとつのパーティーでふたつのギルドを並へい列れつさせたときと違ちがって、今回は〝ファントムレイダーズ〟じゃないのはエルザだけですからね。ギルドに編へん入にゆうした方が処しよ理りが楽でいいですね。

ゼパ：臨りん時じにファントムレイダーズに編入するということですね。分かりました。

アンソン：ウェルカム、エルザ！

エルザ：よろしくお願いします！

ＧＭ：では、ギルドスキルを選んでください。

カテナ：《ギルドハウス》と《ＧＨ：クローゼット》を置いていくのがいいと思う。

アンソン：このパーティーだと、そんなに封ふう印いんスキルの解かい放ほうにフェイトを消費しないし。

ゼパ：持てないほどのドロップ品を取得できるようなチャンスもなさそうじゃしのう（笑）。

ＧＭ：では、改めて、持って行くギルドスキルの宣せん言げんをお願いします。

カテナ：《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》《目め利きき》《再さい行こう動どう》《限げん界かい突とつ破ぱ》《偽ぎ装そう情報》《ギルドシンボル》《高機動部隊》《ＧＨ：クアハウス》《ＧＨ：サルーン》。

ＧＭ：では、以上でプリプレイを終了いたします。











ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆同じ師しを持つ弟で子しとして




　帝てい紀き八一三年九月二三日　ノルウィッチ城じよう

　ナーシアはひとりで、広い廊ろう下かを歩いていた。手には大事な国書。一いつ刻こくも早く、内ない乱らん中のグラスウェルズへ届とどけなければならない。

　自然と急ぎ足になるナーシアを呼よび止とめたのは、フェリタニア・メルトランド連合王国の第一の騎き士し、アル・イーズデイルだった。




ＧＭ：今回は、というか今回もオープニングフェイズで、グラスウェルズ視し点てんでの「サガ・シリーズこれまでのおさらい」をやろうと思っています。

一同：はーい。

ＧＭ：時じ系けい列れつに沿そってオープニングフェイズを展てん開かいしていきますので、他のＰＣのオープニングシーンに登場したい場合は、登場したいと言ってくださいね。

カテナ：了りよう解かい。

エルザ：ＧＭに質しつ問もん！　私はファントムレイダーズと合流してないですよね？　どうやって登場すればいいんでしょう？

ＧＭ：ああ、ちゃんとエルザが合流するためのシーンを用意してありますので、ご安心を。

エルザ：分かりました。

ＧＭ：最初はナーシアのシーンです。場所はノルウィッチ。

ナーシア：はーい。

ＧＭ：あなたはグラスウェルズの使者として、フェリタニア・メルトランド連合王国の王都ノルウィッチにやって来ました。

アンソン：前回の最後は、ナーシアにノルウィッチに行ってもらおう、ってところで終わってるよね？

ＧＭ：はい。ちょっとおさらいをしましょうか。時に帝紀八一三年……。




▼九月一九日

　グラスウェルズ王都ベルクシーレにおいて、王位継けい承しよう権けん第一位のエダム公アンリによるクーデターが発生。フィリップ王の暗殺、王位簒さん奪だつを計る。しかし、ファントムレイダーズの活躍によりクーデターは阻そ止ししされ、反はん乱らん軍ぐんはベルクシーレより退たい却きやく。

　グラスウェルズ北方の軍（兵力六万人）をエダム公アンリが、南方の軍（兵力三万人）を国王フィリップが押おさえることとなる。

　エダム公アンリはレイウォールへ援軍を仰あおぎ、レイウォールはベルフト率ひきいる竜りゆう炎えん騎き士し団だん（兵力三万人）の派は遣けんを決定する。




▼九月二〇日

　ベルフト軍、ノルドグラムを出立。海を渡わたり、グラスウェルズへ進軍開始。

　グラスウェルズ王国軍ぐん師しアンソン・マンソン、フェリタニア・メルトランド連合王国へ救きゆう援えん要よう請せいを決定、ナーシアを使者として送る。




ＧＭ：ここまでが前回のシナリオでした。

カテナ：兵力差的にアンリ・ベルフト連合軍には到とう底てい敵かなわないから、フェリタニア・メルトランド連合王国へ援軍を求めたんだったな。

ＧＭ：はい。ナーシアは使者としてアンソンが書いた国書を持って、ピアニィのもとへ向かいました。

ナーシア：それで、どうなったんですか？

ＧＭ：ここから先は、『無印』五巻のストーリーです。ナーシアは九月二二日にはノルウィッチに到とう着ちやくします。

ゼパ：さすが、早いのじゃ！

ＧＭ：ひとりであれば、テレポートなどを駆く使しすればこんなもんでしょう。ナーシアはノルウィッチとベルクシーレは何度も往おう復ふくしてますし。




▼九月二二日

　ベルフト軍、グラスウェルズへ上陸開始。

　ナーシア、ノルウィッチに到とう着ちやく。ピアニィと会う。

▼九月二三日

　フェリタニア・メルトランド連合王国、グラスウェルズへの救援を決定。




ＧＭ：フェリタニア・メルトランド連合王国は救援に応こたえてくれました。ただし……。

アンソン：グラスウェルズへ直ちよく接せつ援軍を送るわけではなく、レイウォールを攻せめに行くことになっちゃったんだよねー。

ナーシア：えっ!?

ＧＭ：九月二三日には、フェリタニア・メルトランド連合王国の主な人物が集まって緊きん急きゆうの会議が行われます。そこで、「グラスウェルズ王国の救援要請を受けて、レイウォール方面へ進軍する」ということが決定されます。
















ゼパ：なんかヘンなのじゃ（笑）。

ＧＭ：はい、ですからちゃんと説明するためにナーシアにはピアニィの返書をグラスウェルズへ持って帰ってもらうことになったのです。

ナーシア：分かりました。でも、なんで連合王国はグラスウェルズに援軍を出すんじゃなくてレイウォールを攻めたの？

ＧＭ：主な理由は三つあります。ひとつはグラスウェルズに援軍を送っても、アンリ軍とベルフト軍が合流するまでに間に合わない可か能のう性せいが高いこと。

ナーシア：なるほど。

ＧＭ：ふたつ目がベルフトと戦うより、ベルフト不ふ在ざいのレイウォールと戦った方が勝ち目が高いこと。
















ゼパ：確たしかに、ベルフトと戦わずに済すめばその方が有利なのじゃ。

ＧＭ：そして、最後の理由がフィリップのため。

ナーシア：フィリップのため？

ＧＭ：はい。これまで明言はされていないんですけど、連合王国の軍がグラスウェルズに援軍に来ないのは実はフィリップにとってそれだけで有利なんですよ。

エルザ：え？　それはどうしてですか？

ナーシア：援軍が来ない方がいいというのは納なつ得とくがいかない。理由が知りたい。

ＧＭ：正せい確かくに言うと、グラスウェルズ国内に軍を送らず、外から支し援えんしてもらうことには相そう応おうのメリットがあるということです。

カテナ：つまり、外国の軍隊を呼よび込こんでそれに頼たよって勝っても、国民の支し持じを得られないかもしれない、という話じゃないんですか？

ＧＭ：その通りです。また、王としては幼おさないと言っていいフィリップは諸しよ侯こうたちから舐なめられている面もあるわけです。しかし、この戦争で他国の直ちよく接せつの支援を得ずに自力で敵てき対たい者しやを倒たおせば武ぶ名めいを得ることができます。

アンソン：箔はくがつくってやつだよね。

ＧＭ：ピアニィ軍の作戦がうまく行けば、ベルフトはグラスウェルズから撤てつ退たいすることになる。そうすれば、アンリ軍を援軍なしで破やぶることは、あなたたちなら可か能のうだろう。

ナーシア：なるほど。

ＧＭ：と、フェリタニアの軍師に言われます（笑）。

アンソン：言ったのはナヴァールかよっ！　なんかだまされている気がするぞっ!!
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　読者のみなさんには何度か説明してきたことだが、ＧＭである鈴吹太郎が『無印』シリーズで演じているＰＣがフェリタニア・メルトランド連合王国軍師ナヴァールである。今回のフェリタニアの進軍の方ほう針しんを決めたひとりである。




ＧＭ：騙してませんよ（笑）、真面目に考えた結果です。ただ、こういう複ふく雑ざつな作戦ですから、ちゃんと説明するために、ナーシアには返書を持ってベルクシーレへ帰き還かんして欲ほしいということになりました。

ナーシア：了解です。

アンソン：ちなみに、これを決めた会議にはＮＰＣとしてエルザも登場しています。

エルザ：わたしが!?

アンソン：ラドフォード伯はくの代理人として会議に出席していたんだよ。

エルザ：……なるほど、そういう話なら引き受けますね。ラドフォード伯にはお世話になっていますから。

アンソン：そんな感じだろうと思って、特に重要な発言はしてませんので。ほら……。




　と、前に置かれた紙かみ束たば。

『無印』五巻はこのセッションが行われた時点ではまだ発売されてはいなかったが、原げん稿こうはほぼ完成していた。菊池が取り出したのはその打ち出しである。




エルザ：……本当だ。

ＧＭ：まぁ、読むと時間がかかるので（笑）、休きゆう憩けいのときにでも見ていただくことにして、やっとシーンの演えん出しゆつを始めましょう。

ナーシア：はい。

ＧＭ：場所はフェリタニア・メルトランド連合王国の首都、ノルウィッチ。ナーシアが国書を持ってグラスウェルズへ帰国しようとしているところです。

ナーシア：出発する前に、ロッシュに軽く挨あい拶さつをしておきたい。「……グラスウェルズへ、行ってくるから」
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ＧＭ：いいですよ。ただ、肉体から魂たましいを抜ぬかれてしまったロッシュからは返事はありませんが……。

ナーシア：……いいの。私が、ロッシュの顔を見たかっただけだから。

ＧＭ：分かりました。では、ロッシュの見み舞まいを終えて、ノルウィッチを出発しようとしたところで、あなたに話しかけてくる人物がいます。

ナーシア：……誰だれ？

ＧＭ：アル・イーズデイルです。「ちょっといいか？　少し話をしたいんだが」

ナーシア：何だろう？　「……なに？」

ＧＭ：「今まで黙だまっていたことなんだが……」と、ふたりの師し匠しようテオドールについての話を始めます。

ナーシア：剣けん聖せいテオドールでしたっけ、亡なくなったんですよね？
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ＧＭ：そうです。

ナーシア：なぜ、今そんな話を？

アンソン：小説の三巻が発売されて、設定がちゃんと決まったから（一同爆笑）。

ＧＭ：メタなこと言わないでください（笑）。えーっと、これから別々の場所で戦争に向かうんで、もう会えないかもしれないという気持ちがあるのかもしれません。……でも、アルはそんなこと言わないだろうな～。

ナーシア：分かりました、じゃ黙って聞きます。




　アルは語った。

　テオドールの正体はセインという英えい雄ゆうのひとりだったこと。

　八百年前、邪神の御子がアルディオン大陸を攻せめてきた時に、多くの仲間を失い、邪じや神しんの御み子こを倒たおそうと決めたこと。

　ただ、邪神の御子を斬きるという目的を果たすためには手しゆ段だんを選ばず、バルムンクの仲間になったのだということを。
















ナーシア：「……そうだったの」と静かに聞いています。

アンソン：これはきっと、物もの陰かげに隠かくれて、ピアニィが聞き耳を立てているに違ちがいない（笑）。

ＧＭ：では、アルはピアニィに気づかないということで……。「ああ。今まで黙っていて、悪かったな」とナーシアに謝あやまります。

ナーシア：謝らなくていい。……黙っていたアルの気持ちは、分かるから。

ＧＭ：「今日はずいぶんと素す直なおじゃねぇか」とちょっと苦く笑しようします。

ナーシア：「同じ師を持つ弟子同士、分かり合えることってのもあるから」と言って、チラリと背はい後ごを見ます（笑）。

アンソン：ピアニィに見せつけたかっただけなのか！（笑）

ナーシア：え？　そんなことないですよ？（笑）

ＧＭ：女の駆かけ引ひきに、アルはまったく気づきません。「サンキュ。引ひき留とめて悪かったな。そっちもこれから大変だと思うけど、がんばれよ？」

ナーシア：「そっちもね」と言って、手を振ふって別れたいと思うんですが、どうでしょう？

ＧＭ：けっこうです。

エルザ：あ、今のシーン、物陰からこっそり見守っていたことにしてもいいですか？

ナーシア：かまいませんけれど、どうして？

エルザ：母であるエルゼリエから、「アルが嫁よめを連れてきた」という話を聞いているので、小こ姑じゆうとめとして、どんな子なのかをチェックしたいんですよ（笑）。

アンソン：小姑！（笑）

ナーシア：でも、アルが連れてきた嫁ってピアニィのことじゃ？（笑）

エルザ：はい。だから、ナーシアさんとふたりきりで親しん密みつに話をしているところを見て、「アルくん……案外モテるじゃない！」って思っています（一同笑）。
















カテナ：しかも、ナーシアはメルトランドの王家の血を引く女性だしね（笑）。

エルザ：おお、メルトランド人としては、うれしいかも！

アンソン：話がどんどんこじれてきたぞ（笑）。

ＧＭ：しかし、アルとピアニィはそんなエルザの気持ちは知るよしもなく……。

エルザ：ピアニィやアルとも、ぜひ直接会ってお話したいです（笑）。

アンソン：できれば、この後の『無印』六巻にもゲストとして出演してください。

エルザ：はい、ぜひっ!!

ＧＭ：というわけで、エルザは今の話をこっそり聞いていました。ナーシアはベルクシーレへ向かって出発。ここでシーンを終了します。







◆Opening 02◆連合王国からの国書





　帝紀八一三年九月二三日深夜　ベルクシーレ

　ナーシアがもたらした、フェリタニア・メルトランド連合王国からの国書。

　目を通したアンソンは、短くうなり声を上げた。

「……な、何と大それたことを！」




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはアンソンで、場所はグラスウェルズ王都ベルクシーレになります。

アンソン：はい。どんな感じのシーン？

ＧＭ：ナーシアがフェリタニア・メルトランド連合王国からの国書を携たずさえて帰国したところです。ナーシアが到とう着ちやくするのは、二三日の深夜になります。

ナーシア：時じ刻こくにかかわらず、アンソンを訪たずねて国書を渡わたしたいんですけど、いいですか？

ＧＭ：普ふ通つうなら、もう自じ宅たくでベッドに入っている時じ刻こくですね。

ナーシア：……アンソン、起きて。ピアニィの返事を持ってきた。

アンソン：じゃ、パジャマのまま起きてきます。「うーん、むにゃむにゃ」

カテナ：いちいちボケなくていいからっ！（笑）　情じよう報ほう共有のため、ここはファントムレイダーズ全員がそろっていた方がいいだろう。

アンソン：そうだね。じゃ、連れん絡らくをしてみんなを集めよう。

ＧＭ：はい、どうぞ。場所は、とりあえずアンソンの家にしましょうか。

アンソン：うん、朝になったら王宮へ行ってフィリップ陛へい下かに報告するが、とりあえず四人で集まろう。

ゼパ：では、登場するのじゃ。

カテナ：わたしも登場。

アンソン：ぱらぱら（国書を眺ながめる）。

ゼパ：「何て書いてあるのじゃ？」と聞く。

ナーシア：「……フェリタニア・メルトランド連合王国は、ベルフト軍を撤てつ退たいさせるため、レイウォールに攻せめ入いることにしたみたい」と補ほ足そくします。

アンソン：「むっ……な、何と大それたことを！」　いや、こうなるってことはあらかじめプレイヤーは分かっていたんだけどね！（一同笑）

カテナ：菊池さんは無印シリーズのＧＭだから、展開を知っていて当然だ（笑）。

ＧＭ：国書には、山を越こえてフェリタニア・メルトランド連合王国軍はレイウォールへ攻め入ることになったという旨むねが記されています。

カテナ：ベルフト軍の現げん状じようは？

ＧＭ：ベルフト軍は、グラスウェルズに上陸後、アンリ軍と合流すべく陸路を移い動どう中です。

ゼパ：まぁ、この情報を知っているのは、フェリタニア・メルトランド連合王国軍とワシらだけじゃろうしのぅ。

アンソン：国書を読み直して、「まさか、このような手に出るとはな……」と呟つぶやきます。

カテナ：どうせ、ナヴァールあたりの発案だろう。一万の軍ぐん勢ぜいをこちらに送っても、焼け石に水だと分かっているということだ。

ＧＭ：実は言い出しっぺがベネットとは思うまい（笑）。
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エルザ：えーっ、そうなの!?

ＧＭ：はい。そのへんの詳くわしい状じよう況きようは『無印』五巻で書かれています。

ナーシア：私、それ知ってますよね？　会議に出ていたのだから。

ＧＭ：はい、目の前でやりとりされてましたね。

ナーシア：じゃ、ちゃんと報告します（笑）。「……発案者は、ベネットよ」

ゼパ：ベネットさんは、いい人なのじゃーっ☆

アンソン：たしかに、この戦法にも理はあるが……しかし、これでは大陸全土を巻まき込こんだ争いに発はつ展てんするということになるなあ。

カテナ：（落ち着いた声で）ナヴァールほどの軍ぐん師しならば、そこまで考こう慮りよした上だろう。

アンソン：そう、だな。どちらにしろ、フェリタニア・メルトランド連合王国軍がレイウォールに負ければ、我われ々われも一いつ緒しよに滅ほろぶことになる。

ナーシア：……ピアニィたちなら、大だい丈じよう夫ぶ。負けない。

アンソン：ナーシア……。

ナーシア：（アンソンを見つめて）心配ない。

アンソン：……そうだな。

カテナ：とりあえず、向こうが勝つまで何とか耐たえしのがないといけないのか。

ゼパ：ワシらでアンリ軍を押おさえられるのかのぅ？

ＧＭ：それにお答えするために、ここでグラスウェルズの現在の状況を説明しましょう。ゲストのエルザもいますので、基き本ほん的てきなところから。

エルザ：ありがとうございます（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊
















ＧＭ：まず、白竜王国グラスウェルズは、今大きくふたつの勢せい力りよくに分かれて交こう戦せん状じよう態たいにあります。それぞれを率ひきいているのが、フィリップとアンリですね。だいたいフィリップがグラスウェルズの南半分を、アンリが北半分を勢せい力りよく下かに置いていると考えていいでしょう。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：実は、双そう方ほうが「自分は正当なグラスウェルズの国王だ」と主しゆ張ちようしているので……。

アンソン：なんだとっ！　アンリは反はん逆ぎやく者しやじゃないかっ!!

カテナ：それは、ほら、そう主張しないと味方が集まらないから（笑）。

ゼパ：王おう威いの竜りゆう輝き石せきのこともあるしのぉ。

アンソン：むぅ……。

ＧＭ：そうですね。もちろん、双方が「自分が王威の竜輝石を持っている」と主張していますが……。

カテナ：実は、こっちには竜輝石はない（笑）。

エルザ：グラスウェルズの王威の竜輝石は誰だれが持っているんですか？

ＧＭ：不明です。バルムンクの陰いん謀ぼうで、クレセントが竜輝石を持ち出したところまでは分かっていますが、実じつ際さいにアンリが持っているかどうか確たしかめられていません。
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一同：…………。

ＧＭ：両軍の陣じん容ようはこんな感じ。




フィリップ軍（兵力三万）

　フィリップ、レアノール、リシャール、エゼルバルド、ダリウス

アンリ軍（兵力六万）

　アンリ、ロッソ、ビアンコ、エラクタス




ＧＭ：数が多いので、ひとりずつ簡かん単たんに説明していきますね（『タクティクスガイド』を開きつつ）。戦力修しゆう正せいってのは、大だい規き模ぼ戦せん闘とうルールに登場したときの兵力への修正値です。まぁ、戦場での頼たよりになる度だと思ってください。




フィリップ・グラスウェルズ

　13歳さい男性。グラスウェルズ王国の正統なる国王。まだ少年ながら、王としての自覚に目覚めつつある。現在、ファントムレイダーズの直接の上司にあたるといえる。戦力修正０。




レアノール・モリス

　35歳女性。フィリップの実母。王母として国こく政せいを牛耳ってきた女じよ傑けつだが、続く動どう乱らんにやや気力が落ち気味。フィリップへの愛あい情じようは深い。戦力修正±０。
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リシャール・クリフォード

　29歳男性。コランドベリー公、元もと幻げん竜りゆう騎き士し団だん団だん長ちよう。知ち勇ゆう兼けん備びのグラスウェルズの英えい雄ゆう。フィリップに忠ちゆう誠せいを誓ちかっている。戦力修正＋39。
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エゼルバルド・バイゴット

　38歳男性。白竜騎士団団長。勇ゆう猛もう果か敢かんな豪ごう傑けつ、真面目でいいヤツ。カテナのことが特に気に入っているようである。戦力修正＋５。
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ダリウス・フォーミダブル

　34歳男性。王都守しゆ備び隊たい隊長。武ぶ門もんの誉ほまれ高たかい家いえ柄がらの騎士。実直な性せい格かくで、部下思い。戦力修正＋２。
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アンリ・グラスウェルズ

　33歳男性。エダム公こう。フィリップの叔お父じにあたり、王位継けい承しよう権けん第一位を有していた。今回の反はん乱らんの首しゆ謀ぼう者しや。いろいろと残念な性格。戦力修正０。




ロッソ

　年ねん齢れい不明男性。元幻竜騎士団の若わかい騎士。戦力修正＋２。




ビアンコ

　年齢不明男性。元幻竜騎士団の老騎士。戦力修正＋２。




カテナ：兵力は向こうの方が多いんだった……。

ゼパ：でも、ＮＰＣはこっちの方が頼りになるのじゃ（笑）。

カテナ：ロッソとビアンコは顔イラストすらない（一同爆笑）。

ナーシア：ロッソとビアンコ……って、誰だっけ？

ＧＭ：前ぜん巻かんでブランドル女じよ伯はくを殺害した武ぶ将しようたちです。

ナーシア：ああ、アンソンを尊そん敬けいしてるって言ってたから、怪あやしいと思っていたら、まさにその通りだった人たち！（笑）

アンソン：そういう人物評ひよう価かはよくないよ？




ナーシア：この「エラクタス」って誰？

アンソン：あ、本当だ。そいつは知らない。

ＧＭ：読者投稿キャラです。みなさんご指摘のとおり、あまりにもアンリ軍に頼りになるＮＰＣがいないので、新キャラとして登場していただくことにしました。




〝木槌ギャベル〟のエラクタス（63歳／男／ドゥアン　投稿者：埼玉県　木場椰子さん）

　黒を基調とした銀糸の刺繡を施した神官服に身を包んだ威厳のある天翼族の老ドゥアン。グラスウェルズで司法官を長く務めていた。情に流されて刑罰を軽くしてしまうので、民衆から人気がある。

　現在、アンリ軍の軍師として、指揮を執っている。
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ゼパ：いい人なのじゃ（笑）。

ナーシア：でも、アンリ軍の軍師だって……。

カテナ：司法官はやめたんだ？

ＧＭ：きっと若い頃は戦場で活躍したりもしてたんです。でもここしばらくはずっと司法官として地味な生活を送っていました。まぁ、突然の大出世ですね。

アンソン：なんか、裏がありそうな気がする。

ＧＭ：でも、向こうから見ればアンソンもそれほど変わらないですよ（笑）。

アンソン：う……、そうかな（笑）。

ゼパ：どんな奴なんじゃろうか？

ＧＭ：詳しいことはミドルフェイズに、調査していただきます。

ゼパ：了解。

カテナ：そういえば、アライン・リーンが前話では出てきたような気がするけど？

ＧＭ：はい、でも現在彼は従軍してはいないようです。
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　アライン・リーンは『タクティクスガイド』に掲載されているＮＰＣである。カテナの指摘のとおり、前話ではアンリのクーデターに荷担する役目として登場した。しかし、リプレイで掲載ＮＰＣを全部使ってしまうと、さすがに遊びづらくなるだろうから、彼はとっておくことにしたのだ。




カテナ：理解しました（笑）。

ＧＭ：ちなみに、ブランドル女伯は公式には死んだことになっています。




エルミール・ブランドル

　26歳女じよ性せい。元グラスウェルズ王国軍師補ほ佐さ。クーデターの時に、ロッソとビアンコに殺された――――ことになっているが、その正体はバルムンク始祖の四人Four Deadly Swords、〝報復者フラガラツハ〟のアザゼルである。戦力修正＋２（ブランドル女伯のもの）。
















ナーシア：アザゼルはどうしているのかな？

ＧＭ：不明です。どこかで戦争の経けい過かを楽しく見ているんじゃないですかね。

ナーシア：……許ゆるさない。

カテナ：とりあえずは、この事じ態たいをなんとか収しゆう拾しゆうして、鼻を明かしてやろう。

ナーシア：……うん。

カテナ：その他の実力者と言えば……、シルヴェストル・カローはどうしている？
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ＧＭ：彼は南部にある自分の領りよう地ちに向かいました。内乱を聞きつけて、ゴルフォード軍が攻めてこないとも限かぎらないでしょう？

カテナ：なるほど。ゴルフォードとの国こつ境きようを守っているという状態か。

ＧＭ：はい、今日のシナリオで彼が登場することは、基き本ほん的てきにありません。

カテナ：了りよう解かい。

ＧＭ：両軍の戦力ですが、これらＮＰＣの他ほかにＰＣも加わりますので、まともに戦争すれば、兵力差を押おし返かえして勝利を収おさめることは十分可か能のうです。

アンソン：圧あつ倒とう的てきじゃないかね、我わが軍は！（笑）

ゼパ：ベルフトさえいなければ……、じゃな。

アンソン：ふむ。

ＧＭ：その通り。ですから、戦争は起きません。ベルフトがくるまでは。

ゼパ：なんと！

ＧＭ：エダム公アンリについてもう少し説明します。

エルザ：グラスウェルズ王国の、王位継承権第一位の人ですよね。そして、クーデターを起こした張ちよう本ほん人にん。

カテナ：そう。それから、前に戦った経けい験けんから言うと、実力のあるソーサラーだったな。

アンソン：そして……いろいろと残念な人（笑）。

ＧＭ：エダム公アンリについて重要なのは戦争になると無む能のうだということです。

アンソン：うんうん。あいつは自分で「戦争は苦手だ」って言っていた。だからこそ厄介なんだけど。

エルザ：厄介？

ＧＭ：軍を動かして戦った場合、負けるだろうという自覚があるわけです。だからよっぽど有利な状況にならない限り、向こうから手を出してくることはない。

ナーシア：有利な状況ってのは、味方が増ふえるとか……？

カテナ：つまり、ベルフト軍との合流までか。

ＧＭ：そうです。ですから、しばらくはにらみ合いが続くことになります。

アンソン：我々は、ピアニィたちの作戦の結果待ちってことだね？

ＧＭ：そういう状況です。あと、このシーンで決めておいていただきたいことがあるのですが、いいですか？

アンソン：何を決めればいい？

ＧＭ：カテナの身の振ふり方かたと、幻竜騎士団の新しん団だん長ちようの人選です。

ゼパ：ブランドル女伯がいなくなったからのぅ。カテナは王国軍師代行補佐という役目からは解放されたんじゃな。

アンソン：分かった。カテナを王国軍師補佐に任にんずる（即そつ決けつ）。

カテナ：それって……自分を補佐しろってことじゃないか！（笑）

アンソン：つれないことを言うなよ～、同じファントムレイダーズの仲間だろ？（笑）

カテナ：だからってそんな重要なことを軽々しく決めるな！

アンソン：よーく考えた上での話だよ。対バルムンクのこともあるので、補佐にはカテナみたいな事じ情じようが分かっている人になってもらいたいんだ。

カテナ：……まったく。最初からそう言え。その理由なら、しばらくは補佐を引き受けよう。

ＧＭ：エダム公アンリが反旗を翻ひるがえして空席になってしまった、幻竜騎士団団長の座ざはどうしますか？

アンソン：リシャール先せん輩ぱいが返かえり咲ざく、ってことでいいんじゃない？

カテナ：アンソンが王国軍師と幻竜騎士団団長を兼けん任にんするという方法もあるぞ？

アンソン：いや、ここはリシャール先輩に戻もどってもらおう。その方が僕ぼくが楽だ。

カテナ：そんな理由で！

エルザ：リシャールさんはなんで団長を辞めたんでしたっけ？

ＧＭ：メルトランド侵しん攻こうの失敗の責せき任にんを取ると言って、辞じ任にんしたんですね。

ゼパ：しかし、戦争で負けた責任を取って、などと言っている場合ではないのじゃ。

アンソン：うん。僕ひとりでは手が回りきらないだろうし、ここはきっちり説得して、リシャール先輩を再ふたたび幻竜騎士団団長に押おし上あげる。

ＧＭ：白竜騎士団団長は、引き続きエゼルバルドでいいですか？

アンソン：そこは問題ないと思うよ。

ＧＭ：ナーシアとゼパについては？

ナーシア：私は、今までどおり、表だった役やく職しよくはない方がいい。

カテナ：メルトランド陣じん営えいとの兼かね合いもあるし……。

ＧＭ：ナーシアはメルトランドの王位継承権を持っていますからね。今、グラスウェルズの人間として表に出るのは微び妙みようですなぁ。

アンソン：そうだな。ナーシアは今まで通りってことで。ゼパはどうしたい？

ゼパ：ワシは、ゴーダ伯の墓はか守もりでいいのじゃ。

一同：…………。

アンソン：もうゴーダ伯に頼たよることはできないんだよねえ。

カテナ：情なさけないことを言うな。後を託たくして亡なくなったゴーダ伯が浮うかばれないだろう。

アンソン：ごめんなさい。

ナーシア：アンソンはもう少し考えてしゃべるべき。

アンソン：謝あやまってるんだから勘かん弁べんしてよ！　……話を戻もどすけどさ。ゼパは今まで通り、幻竜騎士団の団員ということでいいね？

ゼパ：それでいいのじゃ。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Opening 03◆もたらされた知らせ




　帝紀八一三年一〇月三日　ノルウィッチ

「一万の連合王国軍、四万のレイウォール軍を打うち破やぶる！」

　ピアニィ軍、初戦勝利の報はすぐにノルウィッチに伝わった。

　エルザは実家、ブルックス商会の戦勝バーゲンセールの手伝いのため、目が回るほど忙しい数日をすごす。そんなエルザの元にやってきたのは、馴染みのあの人物だった――。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはエルザ。このシーンは、他のＰＣは登場できません。

一同：はーい。

ＧＭ：時間は経って一〇月三日、場所はノルウィッチです。ピアニィ率ひきいるフェリタニア・メルトランド連合王国軍がレイウォールへ攻せめ込こみ、キャメルウォーター平原の戦いと呼ばれる最初の戦せん闘とうで勝利を収おさめました。その知らせが、アルディオン大陸中を駆かけ巡めぐります。

エルザ：ふむふむ。

ＧＭ：この時点で、ヒューバードからベルフト軍へ、レイウォールへの帰き還かん命令が出され、ベルフト軍が撤てつ退たいを始めます。
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一同：おおっ！

エルザ：つまり、連合王国軍の作戦は成功したということですね。

ＧＭ：第一段だん階かいは、ですね。ピアニィたちはその次に、レイウォールの王都ノルドグラムに奇き襲しゆうをかけて、オーギュスト王を救出する計画をたてていますから、まだレイウォール方面の戦闘は続くことになりますが。
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エルザ：王都を奇襲ですか！

ＧＭ：はい。これは極ごく秘ひ事じ項こうですが、会議に出席していたエルザは知っています。

エルザ：なるほど。

ＧＭ：ノルウィッチの街は初戦勝利の報に沸わいています。

アンソン：しかし、ブルックス商会は、エルゼリエがはりきってバーゲンセールを始めて、てんやわんやに（笑）。

エルザ：大だい丈じよう夫ぶ！　かき入れ時なのは、わたしも分かっています♪（嬉き々き）

カテナ：楽しそうだな、エルザ（笑）。

エルザ：商売人の血が騒さわいでいますよー♪（笑）

ＧＭ：ああ、それはよかった（笑顔）。

エルザ：？

ＧＭ：エルザが商売に前向きでよかったです（満面の笑顔）。

エルザ：どういうことです？

ＧＭ：なぜなら、バーゲンの準備を始めたとたん、エルゼリエさんは後を全部あなたにまかせて出かけてしまうからです。

エルザ：ええっ――！　どこへ行ったの？

ＧＭ：えっとですね、エルゼリエさんは、ピアニィたちといっしょにノルドグラムへ出しゆつ撃げきしてしまうんですよ（笑）。

エルザ：なんで――っ、お母さ――――ん!!（一同爆笑）




　レイウォールへ国境を越こえて攻め入ったピアニィ軍は、初戦に勝利を収めると、軍ぐん勢ぜいをそこに駐ちゆう屯とんさせたままにする。そしてピアニィたち少人数が転送石を使ってノルウィッチに戻もどると、すぐさま待機させていた一〇〇〇人の兵を連れて、船でノルドグラムを急きゆう襲しゆうしたのである。

　その奇襲軍の船を調達したのが、エルゼリエ・ブルックス。彼女自身が同行するという条じよう件けんつきで、である。




エルザ：なるほど、そういうことだったのか。

ＧＭ：菊池さんが悪いんです（笑）。

アンソン：いやっ……、そのっ……、おもしろいと思ったもんで、つい（一同爆笑）。

エルザ：もちろん、オッケーですよ。もう、商売に力をいれちゃいます！

カテナ：母娘おやこだなぁ（笑）。

ＧＭ：では、エルザの奮ふん闘とうの甲か斐いもあって、バーゲンは大成功、ブルックス商会は大だい繁はん盛じようします。

エルザ：やったー。

ＧＭ：また数日たって、バーゲンが一段だん落らくした頃に、エルザの元へ来客があります。

エルザ：（ハンドアウトを見て）ユンガーさんですね！




ユンガー

　エルダナーンの男性。『アクロス』シリーズのＰＣ、プレイヤーは矢薙直樹さん。傭よう兵へい団だん〝黄金の狼〟の二代目隊長だったが、『アクロス』シリーズ最終回終了時に隊長をツヴァイ（やはり『アクロス』シリーズのＰＣ。プレイヤーは菊池たけし）に譲り、エストネルの密みつ使しノーデンスに専せん念ねんすることになる。




ＧＭ：はい。ユンガーはノーデンスとなって、各地の情じよう報ほう収しゆう集しゆう活動を続けているわけですが、その途と中ちゆうで寄よったという雰ふん囲い気きです。「少し込こみ入いった話がしたい」とのことで、人気のない場所へ呼よび出だされました。

エルザ：分かりました。ユンガーさんに「何かあったんですか？」と尋たずねます。

ＧＭ：ユンガーは頷うなずきます。「少し、困こまった状況になっていてな」

エルザ：困った状況？

ＧＭ：「カテナ隊長がグラスウェルズにいることは知っていると思うが……」

エルザ：ナーシアさんが情報を持ってきているでしょうから、カテナ隊長がグラスウェルズ王国軍ぐん師し補ほ佐さになったことまでは知ってていいですか？

ＧＭ：はい。エルザはそれでけっこうです。

カテナ：まぁ、そろそろ表に顔を出さずに仕事をこなすのは無理だからなぁ（笑）。

エルザ：では、「はい。グラスウェルズの中ちゆう枢すうに入ってしまわれたんですよね」と答えます。

ＧＭ：「ああ。ノーデンスとしての任務中に、グラスウェルズに関して、気になる情報を小耳に挟はさんでね。どうしようかと……」

エルザ：つまり、わたしに伝言役になって欲ほしいということですね。分かりました（笑）。

ＧＭ：「行ってくれるか。ありがたい」と言って、ユンガーは話を始めます。




　グラスウェルズが「白竜王国」の異い名みようを持っているのには理由がある。

〝純白竜〟アインという竜の守護をグラスウェルズが受けているためだ。アインを祭っている白竜神殿は、大小さまざまな神殿がグラスウェルズの各所に存在する。また、多数の神官が所属しており、そのすべてを束ねる神官長は、国王とは別の権けん威い性せいを持っている。
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ＧＭ：白竜神殿の神官長は、グラスウェルズ国内ではたいへん大きな発言権を持っていて、もちろん国民からは宗教的な敬意を受けています。まぁ、今まで一度も登場してないし、顔も名前もどこにも書いてないので（笑）、きっと俗世と距離をとっているのではないかと思いますが。

カテナ：ベルクシーレにある白竜神殿にいるんじゃないの？

ＧＭ：基本的にはそうです。でも、白竜神殿ってたぶんグラスウェルズのあちこちにあるから、いろいろ出張とかも多いと思いますよ。

エルザ：出張（笑）。

ＧＭ：で、クーデターがあった時はたまたま、数人の神官と共に〝名も無き古いにしえの神殿〟に行ってたんですね。こんな状況になってしまったので、そのままベルクシーレには帰ってきてません。

アンソン：〝名も無き古いにしえの神殿〟？

ＧＭ：白竜神殿の総本山みたいなものです。グラスウェルズの中央に位置するベルク平原のどこかにあります。
















エルザ：どこかって……。

ＧＭ：場所は秘密になっていて、ごく一部の人しか知りません。なにせ、奥には本物の〝純白竜〟アインが居るんで。

ナーシア：本物の竜がいるんだ（笑）。

アンソン：まぁ、ファンタジー世界だから竜がいるのは不思議じゃないし、実物がいるんだからそりゃあ権威はあるだろうなぁ（笑）。

ＧＭ：〝純白竜〟アインは『大陸ガイド』にデータが掲載されていて、〝名も無き古の神殿〟のことは『アリアンロッド・サガ　トラベルガイド』にちょっとだけ載ってます。

エルザ：なるほど。

ＧＭ：もっとも、アインが神殿の外に現われてなにかしたという話は伝説の時代の頃にしかなくて、ここ数百年はアインが姿すがたを現わしたという記録はありません。

アンソン：じゃ、僕も直接アインを見たことはないんだ？

ＧＭ：そうですね、アインに直接会えるのは、ごく一部の高位の神官だけということになっています。ベルクシーレにある神殿にはアインの大きな像があるので、アンソンはそれを拝んでいるわけです（笑）。

エルザ：白竜神殿ってのは、大きな権力を持っているんですかね？

ＧＭ：軍隊を持っているわけでもないし、政治的に大きな力をふるったりはしない。ただ、高い権威を持っていて、みんなから尊敬されているって感じです。たとえば、新しい国王の戴冠式で王冠をかぶせるのは、白竜神殿の神官長の役目です。

エルザ：それは、フィリップ王ともエダム公アンリとも違った勢力なんですか？

ＧＭ：そうですね、白竜神殿は今回の内乱においては中立、どちらを支持するとも表明してませんね。

エルザ：分かりました。

ＧＭ：ユンガーは「ここで大事な情報に繫がるんだが……フィリップ側がベルクシーレに立てこもっている間に、エダム公こうアンリ側が白竜神殿の神官長を押さえてしまおうとしているという情報があってね……」と困ったという表情で言います。

エルザ：え？

アンソン：ずばり、アンリ側が神官長を押さえてしまうとどうなる？

ＧＭ：戴冠式に関する権けん限げんがあるのは白竜神殿ですから、戴冠式を執り行うことでアンリ側が「正統なる王」と主張できるようになります。

カテナ：〝報復者フラガラッハ〟のアザゼルが「本物の王威の竜輝石を、いつでもアンリに渡せる」ということを言っていたし……。

アンソン：王威の竜輝石と、白竜神殿の神官長。両方のお墨付きを持つとエダム公アンリがずいぶん優位に立つな。

ナーシア：でも、本物の竜がいる神殿ですよね？

ゼパ：（『大陸ガイド』を見ながら）アインのレベルは99じゃ。これは……。

カテナ：我々に歯の立つ相手じゃない（笑）。

エルザ：アンリが軍隊を送ったからって、思い通りにできるんですかね？

ＧＭ：もっともなご意見です。そこでさらに、ユンガーは続けます。「実はもっと重要な情報がある」

エルザ：重要な情報？

ＧＭ：グラスウェルズの内乱には、バルムンクの始祖の四人が糸を引いているらしい。

エルザ：始祖の四人！

カテナ：『アクロス』シリーズにも始祖の四人のひとりが大きな役割を果たしますからね。エルザには、インパクトのある単語でしょうね。

エルザ：確たしかに。今まであったことが走そう馬ま燈とうのようによぎります（笑）。




　エルザの冒険については『アクロス』シリーズでお楽しみください。




アンソン：しかし、アザゼルってそんなに強いのか？

ＧＭ：そうですね、レベルとか戦闘力とかはともかく、アザゼルとアインは実力伯仲と思ってますよ、わたしは。だって、アインの方が強かったら、何百年もの間アザゼルがいろいろ悪さをし続けることはできないでしょう？

アンソン：まぁ、そりゃ理屈は通ってるが……。

ＧＭ：では、細かいことは棚上げにして、とりあえずアインとアザゼルがお互いの能力を相そう殺さいするとしましょう。〝名も無き古の神殿〟に残るのは、わずかな神官だけ。

カテナ：そこへ、アンリが軍隊を送ると……。

ゼパ：アンリ側に神官長を押さえられてしまうのじゃっ！

ＧＭ：エルザとユンガーに話を戻します。実はエルザはグラスウェルズの内乱にバルムンクが関わっていることは、冒頭の会議の席でナーシアの口から聞いているんですよ。

エルザ：ああ、そうなんですか？　それじゃ、そのことはユンガーには言います。問題ないですよね？

カテナ：ユンガーはノーデンスだから、いいんじゃないかな。
















ＧＭ：ユンガーは続けます。「やはりそうだったのか。しかし、基本的にノーデンスは戦争不介入だ。表だってフィリップ側にもアンリ側にもつくことはできない。グラスウェルズの中枢に入ったカテナにこれを伝えるのはルール違反なんだ」

エルザ：そういうことなら、わたしが行きます。

一同：即答した！

エルザ：二倍の兵力を相手にしなければならないという状況を聞いてから、カテナ隊長の助けに行きたいとは思っていましたから。

ＧＭ：「そうか。エルザが行ってくれるならば、安心できる。バルムンクに対しては我々もさらに調査を進め対応していく。カテナ隊長のことは、エルザにまかせるよ」

エルザ：これって、私が単独で動いていいんですかね？　うちの人手を借りていった方がいいのかしら？

ＧＭ：同行者を増やすと、その分、グラスウェルズへの到着が遅れると思ってください。

エルザ：そりゃそうですよね。呼び寄せるだけでも時間がかかりますもの（納得）。

ＧＭ：戦争で力を発揮できるだけの人数で行軍するとなると、移動だけで何日もかかります。

エルザ：なにより私が情報持って到着する前に、戦争が終結しちゃったら困る！（笑）　ブルックス商会の交易網を使ってベルクシーレに急いで向かいましょう。

ＧＭ：「隊長のことを頼む。私は任務で別の場所へ行かねばならないから、ここで」とユンガーはきびすを返します。

エルザ：ユンガーさんもお気をつけて！

ＧＭ：……という感じでユンガーと別れたところで、シーンを終了いたします。







◆Opening 04◆強力な協力者




　帝紀八一三年一〇月一二日　ベルクシーレ

　カテナに与あたえられた執しつ務む室しつは、アンソンから回された書類であふれかえっていた。

　寝ねる間も惜おしみ、山のように積まれた書類を片かた付づけるカテナ。

　その元へ、意外な客がやってきたのは、日も暮れた頃ころだった。




ＧＭ：次は、エルザがカテナを訪たずねてくるというシーンです。舞ぶ台たいはベルクシーレです。

カテナ：アンソンから回ってきた事じ務む仕事を黙もく々もくとこなしている。きっと、アンソンは書類関係はすべてわたしによこすだろうから（笑）。

アンソン：その頃ころ、きっと僕はフィリップ陛へい下かと遊んでいるよ（笑）。

ナーシア：ダメダメじゃん……（笑）。

カテナ：せめて軍議に出席していてくれ！（笑）　「まったく……上が変わっても、やっていることは変わりないじゃないか（ぶつぶつ）」

ＧＭ：ですが、カテナがアンソンの元で熱心に仕事をしているので、リシャールを始めとした守しゆ旧きゆう派はの人間の対たい応おうが徐じよ々じよに軟なん化かし始めています。

カテナ：おや。少しずつ、受け入れてもらえるようになったのか。

ゼパ：カテナの努力が認みとめられ始めたということじゃな。

ＧＭ：カテナだけでなく、このベルクシーレ城じよう内ないでは、守旧派と新しん興こう派はは歩あゆみ寄よりを始めている雰ふん囲い気きです。

アンソン：ふっ。これもすべて僕の計算どおり……。

一同：ウソだっ!!

アンソン：あれーぇ？

ＧＭ：まぁ、歩み寄りをせざるを得ない一番の理由は「クーデターが起きていて、それどころじゃない」からですが（笑）。

ＧＭ：では、夜よる遅おそくまで書類と向き合っているカテナの元へ、衛えい兵へいがやってきます。「カテナ様、お客様がお見えになっております」

カテナ：……客？

ＧＭ：「エルザ・ブルックスとお伝えすれば、お分かりになるとのことですが……」

カテナ：驚おどろいて、こんな時にどうしたのだという顔をしつつ、「通してくれ」と答えます。

ＧＭ：では、衛兵に案内され、エルザが登場します。

エルザ：昔と変わらない笑顔で「お久ひさしぶりです、カテナ隊長！」と挨拶をします。

カテナ：そうだな……一〇ヶ月ぶりくらいか？

エルザ：「そうですね」書類に囲まれたカテナ隊長を見て、黄金の狼時代をチラリと思い出したりします。

カテナ：「はは、場所が変わってもこのとおりだよ」と苦にが笑わらいをします。

エルザ：カテナ隊長は、どちらへ行かれても、そうなる運命なのですね。

カテナ：まぁ、そう言うな。……それで、今回は何の用だ？　ただ遊びに来たというわけではないだろう？

エルザ：ええ。とある信しん頼らいできる筋すじから仕入れた情報がありまして、それを伝えに来ました。

ナーシア：ユンガーからの情報だとは言わないんですか？

エルザ：ユンガーさんはノーデンス――エストネルの密みつ偵てい――ですから。ここで名前を出されるのは好まないでしょう。

カテナ：では、詳くわしくは聞かず、「どんな情報だ？」と先を促うながそう。

エルザ：アンリが〝名も無き古の神殿〟を押おさえようとしていることです。

カテナ：なに？　しかし、アンリが軍勢を送ったぐらいでは……。

エルザ：今回の内乱は、バルムンクの始祖の四人が後ろで糸を引いているんでしょう？

カテナ：む、そこまでつかんでいるのか？　「どの筋の情報だ？」と問いただすしかないな。

エルザ：「それは……」と言葉を濁にごします。

カテナ：「もしかして、ユンガー、か？」と畳たたみかける。

エルザ：その問いには、お答えできません。と微笑ほほえみます。

カテナ：沈ちん黙もくが回答というわけだな。「……なるほど。分かった。しばらく付き合ってもらうことになると思うが、かまわないか？」

エルザ：はい。元よりそのつもりで参りました。

カテナ：では、すぐに部下を呼よびつける。「アンソン伯をたたき起こせ」

エルザ：あっ！　アンソン登場ですか!?
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エルザ：わたし、セッション内でアンソンと会うの、楽しみにしてたんですよ！（力説）

ナーシア：えええっ!?　どうして？　アンソンなんて、こんなダメダメな子なのに！（笑）

エルザ：隙すきだらけで頭の緩ゆるい子なんだけど……（一同爆笑）。

アンソン：初っぱなから酷ひどい言われようだ!?（笑）

エルザ：でも、プライドが高くて、まっすぐで、育ちがいいのが顔に出てるんですよ！　いいキャラですよね～！

カテナ：……これはイラストの力なのか！（笑）

エルザ：カッコイイと思いますよ。ちょっぴり、残念な子なだけで！（笑）

ゼパ：最後に「残念な子」がつくのじゃな（笑）。

アンソン：ストレートにカッコイイと言ってもらえない……（しくしく）。

エルザ：あ、エルザ自身は普ふ通つうにアンソンに興きよう味みを持ってますよ？　「新しいグラスウェルズ王国軍師はどんな人だろう」という意味で（笑）。

カテナ：アンソンとはすぐに会えるさ（笑）。

エルザ：はい♪（わくわく）

カテナ：ゼパとナーシアにも使者を送って、「申もうし訳わけないが、これから始まる軍議には出てもらうことになる」とエルザに言うぞ。

エルザ：分かりました。では、カテナ隊長について行きます。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、シーンはそのままで、エルザをファントムレイダーズのメンバーに紹しよう介かいする場面に切きり替かえましょう。ちゃんとした軍議は、ミドルフェイズに行なってください。

カテナ：了解です。全員を招しよう集しゆうして、エルザを紹介しよう。

ゼパ：では、エルザを見て、「こちらはどなたじゃろうか？」と尋たずねるのじゃ。

エルザ：初めまして。エストネルのシェルドニアン学園嘱しよく託たく魔ま術じゆつ師し、ブルックス交こう易えき商会会長エルゼリエの娘むすめ、エルザ・ブルックスと申します。

カテナ：「わたしの、……昔の部下だ」さて、ナーシアとは面めん識しきがあるようだが、アンソンとゼパとは初対面かな。

ゼパ：前に情報を持ってきてくれた時には、ワシはベネット殿どのとふたりで別の場所へ行っていたからのぅ。会ってないのじゃ（笑）。

カテナ：では、エルザにも紹介しよう。「まず、こちらがグラスウェルズ王国軍師、アンソン・マンソン伯はくだ」

アンソン：「アンソン・マンソンです。アンソンと呼んでいただいてけっこうです（笑）」とフレンドリーに握あく手しゆを求めよう。

エルザ：（握手をしながら）ず、ずいぶんとおおらかな人ですねぇ。

アンソン：うん。よく言われます（笑）。

エルザ：で、でも、グラスウェルズの偉えらい人なんですよね！　「ブルックス商会の支し店てんを、こちらにも出したいと思っておりますので、お願いします！」と売うり込こんでおきます！

アンソン：（ちょっと引きつった顔で）あ、ああ。ただ、そういうことは、カテナに言った方がいいかと……。
















カテナ：そんな仕事まで、わたしに回す気か！（一同笑）

エルザ：「いい家か系けいの生まれで、若わかくして王国軍師になったわりには、その……」という戸と惑まどいの視し線せんを、カテナ隊長に向けます（笑）。

カテナ：「ああ、彼はとても残念な子なんだ」と目で語り返す（一同笑）。

アンソン：君たち！　少しは王国軍師を持ち上げようという気はないのか！（笑）

カテナ：持ち上げようにも、なぁ……。

ナーシア：だってアンソンだし（笑）。

アンソン：しくしく。「……そういえば、ブルックス交易商会の娘さんということは、あのアル・イーズデイルのご親しん戚せきですか？」

エルザ：ええ。アルくんはわたしの弟です。

アンソン：そうですか！　いやぁ、彼とは仲良くさせてもらっています！（爆笑）　何というか、……マブダチ？（一同笑）

ＧＭ：「いつマブダチになったんだよ」というアルのツッコミが聞こえてきそうです（笑）。

エルザ：アルくんの友人!?　一いつ匹ぴき狼おおかみを気取っていたあの子に友人がいたのね！（感動）

アンソン：お噂うわさは、アルからかねがね。厳きびしいお姉様だと聞ききおよんでおりますが……。

エルザ：商人の心得を教おしえ込こんだまでですよー♪（笑顔）

アンソン：ああ、一日一六時間労働ですね。知っております。

カテナ：それ、アンソンの記き憶おくでなくて、ツヴァイとしての記憶だから！（一同笑）

アンソン：そうでした（笑）。




　ツヴァイは『アクロス』シリーズの菊池が担たん当とうするＰＣである。ブルックス商会ではずいぶんとこき使われたらしい（笑）。
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カテナ：そして、こちらのネヴァーフが、ゼパ・フリンジコルト。幻げん竜りゆう騎き士し団だんの古ふる株かぶだ。

ゼパ：初めましてなのじゃ～。

エルザ：よろしくお願いしますね。




　　　　＊　　　＊　　　＊




アンソン：さて、本題に入ろうか。

カテナ：エルザが持ってきてくれた情報を、みんなにも話そう。かくかくしかじか。

アンソン：アンリが〝名も無き古の神殿〟を押おさえる可か能のう性せいがあるってことは、我々は思おもい至いたっていいんですよね？

ＧＭ：はい、アザゼルさんのことは分かってますからね、さきほど話したようなことは推すい測そくできると思います。

アンソン：ここは、〝名も無き古の神殿〟に兵を向けた方がいいんだろうか？

ナーシア：私たちが神殿へ向かうっていうのは？

カテナ：ベルクシーレを空あけるのも心配だ……。しかし、〝名も無き古の神殿〟には、派は兵へいするしかあるまい。敵てきに押さえられるわけにはいかない。

ゼパ：しかし〝名も無き古の神殿〟の場所はわかるんかのぅ？　一般には公開されていないんじゃろう？

ＧＭ：フィリップは知ってます。同様にアンリも知っていたわけですが……。

カテナ：ともかく……、ベルフトはレイウォールへ帰ろうとしてるんだろう？　それなら、攻勢に出てもいいかもしれんな。

アンソン：このまま上う手まくいけば、ベルフト軍が本国へ帰き還かんして、アンリ側を叩たたきやすくなる……いや、待てよ？　白竜神殿を押さえれば、正統なる王位はこっちのものだ！　もしかして戦わなくても勝てるんじゃないか？

ＧＭ：あ、すいません。これからどうするのか相談するのは、もうちょっと待ってください。次のゼパのシーンでもうひとつ知らせが来ますので。

アンソン：あ、そうか（笑）。

ＧＭ：今日は、エルザの情報をもらって、とりあえず翌よく日じつの軍議を手配したところで、シーンを終了したいと思います。ミドルフェイズの最初に軍議のシーンを入れますので。

一同：はーい。







◆Opening 05◆クレセントがもたらした報せ




　帝紀八一三年一〇月一二日深夜　ベルクシーレ

　ゼパが自室に戻もどると、ひとりの女性が待ち受けていた。

「久ひさしぶりだな、ゼパ」

　そう言って静かにゼパを見つめてきたのは、クレセントだった。




ＧＭ：では、オープニングフェイズ最後のシーン。シーンプレイヤーはゼパです。

ゼパ：はい。どのようなシーンじゃろうか。

ＧＭ：自室に戻ると、窓まど辺べにひとりの女性が腰こしをかけています。「久しぶりだな、ゼパ」

ゼパ：クレセントか。いつも突とつ然ぜん現あらわれるのぅ。

ＧＭ：「ゼパ、いい報せと悪い報せがある。どっちから聞きたい？」

ゼパ：……も、もちろんいい方からじゃ！（笑）

ＧＭ：クレセントは言います。「ピアニィがノルドグラムを陥かん落らくさせた。オーギュストが、レイウォール国王の権けん限げんで、ベルフトへ帰き還かん命令を出したぞ」

ゼパ：おおっ。

ＧＭ：実は、ここまでが『無印』五巻の展てん開かいです。

ナーシア：ピアニィたち、勝ったのね。

エルザ：アルくん、がんばったのね！




帝紀八一三年一〇月一一日

　フェリタニア・メルトランド連合王国軍が、わずか一〇〇〇の兵で、レイウォールの王都ノルドグラムを攻こう略りやく。オーギュスト王を救出したピアニィは、戦争の終結を宣せん言げんした。




ゼパ：……フェリタニア・メルトランド連合王国だけでなく、レイウォールもピアニィのものになった、ということか？

ＧＭ：「ピアニィは、フェリタニア・メルトランド連合王国国王にして、レイウォール王国の王位継承権も手に入れたようだな」

ゼパ：大陸がどんどんピアニィのものになっていくのぅ。いや、協力関係にあるので喜ばしいことなのじゃが……。

ＧＭ：「そうか」

ゼパ：して、悪い報せとは何じゃ？

ＧＭ：「ベルフトが、その帰還命令を無視することにしたようだ」

ゼパ：なんじゃとっ！（笑）　それで、ベルフトはいったいどうしようと言うのじゃ？

ＧＭ：クレセントはニコリともせずにこう言います。




「こちらへ向かっている」




一同：なんだって―――っ！

ナーシア：それ、どういうこと？

ＧＭ：『無印』五巻の最後で、ピアニィはオーギュスト王と連名で戦争終結宣言をしました。他国に派遣しているベルフト軍には帰還命令を出すわけですが、それはレイウォール国王の正式な命令です。しかし、ベルフトはそれには従わないと決めたわけです。

カテナ：それって、反逆じゃ？

ＧＭ：（力を込めて）グレートレベリオン！

ゼパ：しゃちょー、どうしたんじゃー？（一同爆笑）

ＧＭ：おっしゃる通りですっ!!　本日のシナリオのテーマは「反逆」、反逆するのはアンリだけでなく、ベルフトもなのです！

ゼパ：確かにベルフトが反逆すると〝グレート〟な感じじゃのう（笑）。

ＧＭ：ベルフトがピアニィの言うことを素直に聞くとは思えません。ただ、ノルドグラムが陥落し、オーギュスト王がピアニィの味方になった以上、この大陸でベルフトと協力してくれるのは――――アンリぐらいでしょ。

カテナ：……まぁ、それはそうだが……。

ＧＭ：反逆者同士、手に手を取って、みなさんを攻めに来ます！

エルザ：想像できない（笑）、すごいデコボココンビ（一同笑）。

アンソン：……こっち来なくていいのに……。

ＧＭ：クレセントは続けます「ベルフトはすでに、アンリに合流するために進軍をする旨を伝える使者を送った」

ゼパ：「ベルフトがこっちに来るというのか!?」（目を輝かせつつ）




　悪い知らせのはずなのに、ゼパ様テンション急上昇。




ゼパ：こっちに来た～！（嬉々）　……あ、喜んでいるのはゼパでなくプレイヤーの方です。ベルフトのファンなので（一同笑）。

アンソン：我われ々われフィリップ派はとしては、かなり悪い知らせだからな。喜ばれても困る（笑）。

ゼパ：じゃ、じゃあ眉をしかめて「本当ならば、由ゆ々ゆしき事態なのじゃ」と言います（笑）。

カテナ：待て。ベルフトのこの行動に、バルムンクは関かかわっているのか？

ゼパ：おお、それも聞いておかんといかんのぅ。

ＧＭ：「ベルフトの動きについては、我が主バルムンクにとって計算外のようだ」

ゼパ：さすがベルフト……。

ＧＭ：「ふ。我が主は、ベルフトの行動を面おも白しろがっているぞ」

ゼパ：……ふむ。クレセントよ。この話はワシに伝えても良かったのか？

ＧＭ：「言っただろう？　我が主は面白がっている、と。……わたしのこの行動まで、我が主はお見通しだ」

ゼパ：そ、そうか……。

ＧＭ：「おまえたちが、ベルフトにどう対処するのか、見たいそうだ。せいぜいしっかりやることだな」

ゼパ：ならば、主に伝えるがいい。「そうやって楽しんでいられるのも今のうちじゃ」と！

ＧＭ：「分かった。伝えよう」と少し面白そうに返答します。

ゼパ：おぬしの主とやらの思い通りにはさせん。グラスウェルズは、ワシらが守ってみせるのじゃ！

ＧＭ：「しっかりやるといい」と言い、クレセントは闇に紛れるように去ります。

ゼパ：一刻も早く、みなに伝えねばなるまい。まずはアンソンの元へ走るのじゃ！

ＧＭ：では、ここでシーンを終了します。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆ベルフトの暴ぼう走そう




　帝紀八一三年一〇月一二日　グラスウェルズ王国の一角

　レイウォール、フェリタニア両国王による宣言を聞き、次なる時代の到来を感じ取ったひとりの男がいた。

　男の名は、ベルフト・バウエス・レイウォール。




「なに？　兄あに貴きが消息不明？　そして親おや父じが意い識しきを取とり戻もどしただと……？　本当か？」


「……は。また、詳しよう細さいは不明ですがレイウォールの竜りゆう輝き石せきを手にしたことで、ピアニィ女王がレイウォールの王位継けい承しようを主しゆ張ちようするはほぼ確かく実じつかと」

「ほう……」

「いかがいたしますか？」

　だが、そんな部下の言葉はもはやベルフトの耳には届とどいていようはずもなかった。

　ヒューバードよりも、オーギュストよりも……気になるその名が、あがったからだ。

「……殿下？」

　部下に幾いく度どか問いかけられたのち、ベルフトはようやく返答をした。

「……おって沙さ汰たは伝える。別命あるまで我わが軍の行軍は中ちゆう断だん、この地にて駐ちゆう留りゆうせよ」

「は……では、全軍に伝達いたします。―――失礼」

　天てん幕まくを出ながら、男はその気配に振ふり返かえり、気づく。

　ベルフトの口元に、これまで見たこともない……そして、どこか期待に打うち震ふるえる笑えみが浮うかんでいたことを。

「くく、ピアニィ。面おも白しろい……っ、実に面白いぞ」

　ベルフトは、部下が去ってのちもその言葉を幾いく度どか繰くり返かえした。

　そして近い未来に来たるであろうその時を思おもい浮うかべ―――




　さらなる喜びに、打ち震えた。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

第九話「世界が変わる日」

―ＦＩＮ―






ＧＭ：というのが無印五巻かんのラストシーンでした。

アンソン：まだ発売されていませんが（笑）。

ＧＭ：ここは、無印五巻かんの続きとなるマスターシーンです。

カテナ：……イヤな予感しかしない。




　しばらくの間、沈ちん黙もくしていたベルフトであったが、やがて猛たけ々だけしく笑った。

「そうか。……ヒューバード兄あに貴きは、いなくなったか」

　反はん芻すうするように呟つぶやくと、ベルフトは部下に向かって命令を飛ばす。

「アンリの軍に伝令を出せ！　レイウォールへの帰き還かんは取りやめる。我わが軍はエダム公の軍と合流するとな!!」

　鮫のような笑いを浮かべたまま、高らかに宣言する。

「もう誰の命令も受けん。レイウォールも、グラスウェルズも俺を従わせることはできん」




一同：うわぁぁぁ！

カテナ：まあ、帰ってくれた方が都合はいいけど……。

アンソン：それじゃあシナリオにならないよねぇ。

ＧＭ：では、ベルフトが伝令を出したところで次のシーンに移うつります。







◆Middle 02◆軍議は踊る




　帝てい紀き八一三年一〇月一三日　ベルクシーレ

「ベルフト動く」

　この凶きよう報ほうが王都ベルクシーレにもたらされ、王国軍ぐん師しアンソンは即そく座ざに軍議を開かい催さいすることとなった。

　まだアンリ一いつ派ぱによる破は壊かいの跡あとが残る王宮の一室にグラスウェルズの首しゆ脳のうたちが集まる。

　その場を仕切るのは新しい王国軍師。アンソン伯はくであった。




ＧＭ：では、次のシーンに入ります。最初はＰＣ全員登場で、作戦会議を行なうシーンになります。場所はベルクシーレの王宮。アンソンの執しつ務む室しつです。

一同：はーい。

ＧＭ：今、この場にいるのは、ＰＣの他には、リシャール、エゼルバルド、ダリウス、レアノール王おう太たい后ごう、フィリップ。それから、文官や書記官などです。

アンソン：では、グラスウェルズの王国軍ぐん師しとして「我わが国はとてつもないピンチを迎えている。諸しよ君くんらの忌き憚たんない意見を聞きたい」と口火を切るぞ。

カテナ：まずは、現げん状じようの確かく認にんから始めようか。

ＧＭ：はい、せっかくですから、読者キャラに登場していただきましょう（笑）。斥せつ候こうが得意という設定のミリク・ミリクトンが報告をします。




ミリク・ミリクトン（15歳／女／ヒューリン　投稿者：岡山県　Ｃｈｉｓｐａさん）

　戦場で活躍する斥候。かつて所属していた傭兵団が壊滅し、グラスウェルズに落おち延のびた少女。拾われたグラスウェルズ軍で斥候を続けているが、自分のように落ち延びたかつての仲間を捜している。フィルボルとのハーフで、小こ柄がらだが二刀の短剣を使って戦う。また、危き機き感かん知ち能のう力りよくが高く、罠の発見や解かい除じよも得意である。
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ＧＭ：「西海岸でレイウォールへの帰還のため船に乗ろうとしていたベルフト軍は、乗船を取りやめ東へ移動を開始しました。再ふたたびエダム公こうアンリ率ひきいる北軍と合流が目的と思われます」とミリクが報告します。

アンソン：現在、海岸付近か。アンリ軍と合流するまでにどのくらいかかる？

ＧＭ：「進軍速度はかなり速く、約三週間と推定されます」

ゼパ：速いのか……。

ＧＭ：速いといっても、陸路を三万の軍勢が移動するので、時間はかかりますね。合流予定日は現在の推定では、一一月四日です。

ナーシア：せっかく一度はレイウォールに帰ろうとしたのに……。

ゼパ：状じよう況きようは、ぐるっと回って振ふり出だしに戻もどったようなもんじゃのぅ。

アンソン：うむ。……というか、無印五巻でせっかくベルフト軍が反転したのに、一いつ瞬しゆんで元もとの木もく阿あ弥みになってしまった。誠にかなしいぞ（一同笑）。

カテナ：それはアンソンではなく、菊池さんの心しん情じようでしょ！（笑）

ＧＭ：それに反転させたのは菊池さんじゃなくて、ピアニィたちＰＣですよ（笑）。

エルザ：アンリは何をしてるんですか？

ＧＭ：アンリ軍はベルクシーレのほど近くの山の中にある砦に駐ちゆう屯とんしていて、動く様子はまったくありません。

カテナ：逆に言うと、ベルフトが合流すれば、勝てるとふんでいるんだな。

アンソン：でも、ベルフトは狂きよう暴ぼうだよ。アンリは「自分がベルフトに殺されるかもしれない」って危き機き感はないのかな？

カテナ：アンリとしてはベルフトに有利な条じよう件けんを提てい示じして同どう盟めいするつもりなんだろう。ベルフトだって故こ国こくには帰れなくなったんだ、アンリを無む下げには扱あつかわないだろう。

エルザ：根こん拠きよ地ちのないベルフトにとってアンリはパトロンのようなものですものね。

アンソン：それもそうか。両軍を合わせれば一〇万弱くらいの軍ぐん勢ぜいになれるんだし。

ゼパ：それに、ベルフトは戦いが好きなんであって、無む闇やみに人殺しをしたいわけではなかろうて。

ナーシア：……そうね……たぶん。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、アンリ軍の状況について、どのくらい情じよう報ほうを得ているか判はん定ていしてみましょう。判定はひとり一回のみ、使用できる能のう力りよく値ちは、【知力】か【精せい神しん】です。情報の項目は以下の通りです。




・アンリ軍の駐屯している砦とりでについて　　難易度15

・〝名も無き古いにしえの神殿〟について　　　　難易度15

・軍師エラクタスについて　　　　　　　難易度15




ＧＭ：さて、どうしますか？

カテナ：最初から行こう。まず砦について。

アンソン：【精神】は高いぞ。任まかせろ！（胸むねを張はる）

ナーシア：……アンソンはファンブル振ふりそう（笑）。

アンソン：そんなこと言うなよ！　本当にファンブルしそうな気分になっちゃったよ！（ダイスを振る）25。ふぅ……ほら、普ふ通つうに成功した（笑）。

ナーシア：珍しい！（笑）

ＧＭ：ベルクシーレの北東の山の中にあります。二日ほどで軍隊もたどり着けるぐらいの距離です。

アンソン：近っ！

ＧＭ：ただ、そんなところに城しろはありません。六万人が駐屯できる場所なんてないはずなんですが、アンソンは書類を処しよ理りしている時から気になっていたということにしましょう。

カテナ：アンソンは書類の処理はしてないから（一同爆笑）。

アンソン：少しはしてたんだよっ！　中にたまたま当たりがあったってことで!!

ＧＭ：はい。この状況で役に立つとは思われない古い資料が見つかりまして……。実は、グラスウェルズの先々代の王がひそかに建けん築ちくしていた超ちよう巨きよ大だい要よう塞さいが山の中にあり、そこに潜ひそんでいるようです。

ゼパ：何でそんなのがあるんじゃーっ！（笑）

アンソン：これは……先々代の国王が城に情じよう熱ねつを傾かたむけるタイプの人間だったということか？

ＧＭ：先々代の王様、つまりフィリップのおじいさんですが、騎士王エグベルトと呼ばれていました。みなさん、前の巻でその亡霊と戦ってますよ。

一同：ああっ!!




騎士王エグベルト

　フィリップの祖父。

　白竜の神託を受けたとし、レイウォールと七〇年にわたって戦争を続ける。統一帝になることを望み、ひたすら覇道を進んだが、ついにその望みがかなうことはなかった。

　ちなみに、ベルクシーレを王都にしたのも彼である。




アンソン：そういえば、戦ったな（笑）。

カテナ：そんな。フィリップのおじいさんは、メルトランドのイザベラみたいな人間だったと？（笑）




　イザベラとは現げん在ざいフェリタニア・メルトランド連合王国の首都となったノルウィッチの領りよう主しゆ。王都となったノルウィッチ城を強力にするのが生いき甲が斐いという、ちょっと変わった人物である。




[image: ]




ＧＭ：全然違います。エグベルトはこの要塞で、世界が征服できると本当に考えていたんじゃないですかね。別に城や要よう塞さいそのものを愛しているわけではないので。

エルザ：いくらなんでも、それは誇大妄想じゃ（笑）。

ＧＭ：竜輝石の呪いにとりつかれていた人ですから。さて、そこで要塞についてもっとくわしいことを知るための情報項目が追加されます。これは、能力値は【感知】か【知力】です。




・エグベルト要塞について　　難易度20




アンソン：エグベルト要塞という名前なんだな。




　　　　＊　　　＊　　　＊




カテナ：とりあえず、最初に上がった項目を先に調べよう。

エルザ：じゃ、〝名も無き古の神殿〟についてわたしが調べます。

カテナ：あ、ここはわたしに判定させてくれ。エルザの方が【知力】が高いので、難易度の高い判定をまかせたい（笑）。

エルザ：はーい、了解です。

カテナ：難易度15ならファンブル以外で成功する。……（ダイスを振る）19で成功。

ＧＭ：まず〝名も無き古の神殿〟の位置ですが、ベルクシーレの南に広がるベルク平原にありまして、軍隊を派遣するなら三日ほどで到着できます。

カテナ：アンリの軍は？

ＧＭ：実はアンリの本陣の方が遠いんですよ。しかも、我々に気がつかれないように迂う回かいして進軍してますから、今すぐ軍を派遣すれば、神殿に着く前にアンリ軍を迎げい撃げきできますね。

アンソン：よし。

ＧＭ：アンリ軍は、白竜神殿に一万人の兵を派遣しています。全戦力が六万人ですから、六分の一を派兵したことになります。

カテナ：六分の一か……けっこう戦力を割さいたな。

ＧＭ：ただし、際きわだって高名な将軍などは派兵されていないようです。

ゼパ：なるほど。戦力修正のつきそうなＮＰＣはいないということか。

ＧＭ：アンリ軍の本隊には、五万人の兵と、アンリ、エラクタス、ロッソ、ビアンコなどという武ぶ将しようたちが残っています。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ゼパ：ワシはエラクタスについて調べたいのじゃが、いいかのぅ？

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

ゼパ：【精神】で、……（ダイスを振る）うぉ、出目が３！

ナーシア：おじいちゃん、しっかり（笑）。

ゼパ：しかし【精神】だから、19で成功じゃ。

ＧＭ：ゼパが判定に成功したことにより、エラクタスの裏うらの顔が判はん明めいします。

ゼパ：裏の顔？

ＧＭ：エラクタスはバルムンクと繫つながっています。だからバルムンクの構こう成せい員いんが捕つかまった場合、表向き法に触ふれないように逃にがしていたんです。

一同：ああー！（納なつ得とく）

カテナ：なーるほどぉ。

アンソン：人にん情じよ味うみのある裁さばきというのは、バルムンクを逃がすための口こう実じつだったのか。

ゼパ：な、何と……！　いい人というのは、上うわ辺べだけじゃったのか……。がっかりじゃ。

ＧＭ：神託戦争の末期、レイウォールに勝てる作戦を進言したのですが、ゴーダ伯はくに「王は戦争の終結をお望みだ」と却きやつ下かされたんです。それ以降、軍師の道を捨すてて裁さい判ばん官かんをしていたのです。

ゼパ：ううむ。その時のことを、ずっと根に持っていたのじゃな……。

ＧＭ：ちなみに、この「実はバルムンク」ってところまで読者の設定です。突然、新キャラとして登場させるのに、たいへん都合のいい設定なので使わせていただきました。

ナーシア：なるほど。

ＧＭ：さて、要塞の話をする前に、地図をお見せしましょう。状況がだいたい把握できると思いますよ。
















ゼパ：ともかく、ベルフト軍が合流する前に、アンリ軍を叩いてしまうしかないのう。

エルザ：でも、神殿も放置しておけませんよ。

カテナ：（こめかみに指先を添そえて、頭痛を耐たえる仕草をしつつ）そうだな……、白竜神殿の懸け念ねんが増ふえた分、状況は前より悪化しているな。

アンソン：でも、アンリの本陣も神殿もどちらも近いな。

ナーシア：ベルフトが来る前になんとかできるかも？

ＧＭ：結論を出す前に、要塞について情じよう報ほう収しゆう集しゆうの判定をしてください。

エルザ：わたしが【知力】で判定します。（ダイスを振る）28で成功しました。

ＧＭ：優ゆう秀しゆうですねぇ（笑）。来たばかりのエルザですが、地図や資料をしばらく見て分析してしまったという感じでしょうか。

アンソン：なんということだ!!

ナーシア：……どうしたのアンソン？

アンソン：んー（わなわなと震えながら）。

エルザ：大丈夫ですか？

ゼパ：なにか、すごいことに気がついたのじゃ！　アンソンは、こう見えても優秀な軍師なのじゃ（笑）。

アンソン：僕は……なぜ、軍師になるまでこの要よう塞さいの存そん在ざいに気づかなかったんだ!?

一同：おいっ！（笑）

カテナ：そんな死ぬほどくだらない理由で驚きよう愕がくしていたのか……。

ＧＭ：アンソンが今までこの要塞について知らなかったのには理由があります。要塞の建けん造ぞうを命令したのは先々代の王ですが、先代の王様の時代に建けん設せつが中止されて、そのあと放置されたんですよ。それを、最近になってアンリが秘ひ密みつ裏りに修しゆう理りさせて、不完全ながらも使用できる状じよう態きようになっているようだ、ということです。

アンソン：そうか、じゃ知らなかったのは僕だけじゃないんだな。

ＧＭ：そうですね、貴族の中でも先代に仕つかえていたような年上の人じゃないと知らないんじゃないですかね。

アンソン：よかった。

ナーシア：ファリストル城と比くらべるとどっちが大きいですか？

ＧＭ：エグベルト要塞の方が、はるかに大きいです。高い山の奥おくに建造されています。

アンソン：そんな要塞、落とせるわけないだろ！（笑）

カテナ：戦場オブジェクトとしてはどのくらいの性能？




　戦場オブジェクトとは、『アリアンロッド・サガ　タクティクスガイド』で追加された大だい規き模ぼ戦せん闘とうルールで使用するデータのこと。柵さくや城じよう壁へきのような防ぼう御ぎよ用の造ぞう形けい物ぶつや、大たい砲ほうやバリスタのような攻こう撃げき兵器などがある。

　水上戦闘用に船のデータも用意されている。




ＧＭ：この要塞は戦場オブジェクトの［巨きよ大だい戦せん艦かん］のデータを改造したものです。［巨大戦艦］は水上戦用のオブジェクトですが、それが陸上に設置できるようにしてある、というわけです。

カテナ：ということは戦力修正は＋15くらいか。

アンソン：巨大戦艦か、なんかやな予感がするな……。

ＧＭ：『タクティクスガイド』に掲載されているデータで、［城壁］［内ない閣かく］［天てん守しゆ閣かく］の三つ全部そろっていて＋50。たしか『無印』五巻でのノルドグラムがそんな数字でしたから、ベルクシーレやノルウィッチも同じくらい。

エルザ：さすがにベルクシーレよりは、だいぶ小さいんですね。

ナーシア：戦力修正＋15って言っても、よく分からないなぁ……。

ＧＭ：そうですね。じゃ、両軍の戦力をざっと計算してみましょうか。いろいろな条じよう件けんを無視して、フィリップ軍三万とアンリ軍の本隊五万が全軍出しゆつ撃げきしたとして……。




▼フィリップ軍

　動員人数：三万人　　　＋[image: 126]

　ＰＣ：30（５（19レベルＰＣ）×５＋５（上級クラス取得ＰＣ数））

　ＮＰＣ（五人まで）：リシャール：＋39／エゼルバルド：＋７／ダリウス：＋２

合計：[image: 204]




▼アンリ軍

　動員人数：五万人　　　＋[image: 162]

　ＮＰＣ（五人まで）：アンリ：±０／エラクタス：±０／ロッソ：＋２／ビアンコ：＋４

　戦場オブジェクト：エグベルト要塞　＋15

合計：[image: 183]




アンソン：をを、こっちが勝ってるじゃん！　要塞の修しゆう正せいをつけてもまだこっちが有利!!

ＧＭ：はい、ＰＣの分はけっこう大きいですし、なんといってもリシャールが圧あつ倒とう的てきですね。ちなみに、アンリがベルフトと合ごう流りゆうした場合は……。




▼ベルフト・アンリ同盟軍

　動員人数：八万人　　　＋[image: 198]

　ＮＰＣ（六人まで）：ベルフト：＋40／その他合計：＋６

合計：[image: 244]




カテナ：あっさり逆ぎやく転てんだ（笑）。

ゼパ：やっぱりベルフトは強いのじゃー。

ＧＭ：ちなみに、同盟軍との戦力差はマイナス40ありますが、大規模戦闘になった場合、すべての判定にマイナス３の修正を受けるぐらい不利、ということです。

ナーシア：なんとなく、分かりました。

ゼパ：やっぱり、ベルフトと合流する前に攻せめるしかないのじゃ。

ＧＭ：ちょっと待ってください、今まで攻めなかったのにはちゃんと理由があります。エグベルト要塞はですね……。

アンソン：ビームとか発はつ射しやできるのかな？

カテナ：なんでいきなりビーム（笑）。

アンソン：だって、巨大戦艦なんでしょ？

ナーシア：……いままでベルクシーレが攻こう撃げきを受けていないのだから、おそらくそんな武ぶ器きは内ない蔵ぞうされてない。

カテナ：賛さん成せいだ。少なくとも現げん時じ点てんでその要塞から直ちよく接せつベルクシーレを攻撃する方法はないと考えていいと思う。

エルザ：あのー、その要塞にアンリの軍勢五万人って、全員収しゆう容ようできるものですかね？

カテナ：山奥に五万人を収容する施設を造るのは、確かに大変だよな。

ＧＭ：いいところに気づきましたね。もちろん、五万人の兵全員は入りきれません。収容できない兵士たちは要塞の周まわりに陣を展開しています。

ゼパ：ならば、要塞の外にいる兵士から攻撃していけば……。

ＧＭ：さて、それではもうひとつの地図をごらんください。
















ＧＭ：要塞のある山のふもとから要塞付ふ近きんまでは、細い山道を通つう過かする必要があります。データ的に解説すると、地ち形けい効こう果かの［細ほそ道みち］が要塞の前に配はい置ちされることになります。




　地形効果とは、『アリアンロッド・サガ　タクティクスガイド』で追加された大規模戦闘ルールで使用するデータのこと。悪路、森林、河川などさまざまな効果をもつものがあるが、ひとつのフィールドにひとつしか設置できない。




ナーシア：それはどんな効果？

ＧＭ：ひとつのフィールドに、ユニット一体しか置けません。

ゼパ：むむ？

カテナ：つまり、こちらの前衛がひとりに対して、敵は複数で攻撃してくるってことだな？

ＧＭ：ルール上はそんな感じの戦闘になるでしょう。

ナーシア：おじいちゃんの出番！

ゼパ：いや……、その……、仮にワシが必ひつ死しで防御したとして、攻撃はどうするのじゃ？　ナーシアは前に出れないんじゃぞ。

ナーシア：あ……。

ＧＭ：大規模戦闘ルールでは、フィールドは三つしかありません。ですから、全員で攻めたとしてもＰＣのうち三人しか配置できない。

カテナ：大軍で攻めたとしても、その力を発揮できないというわけか……。

ＧＭ：あと、地図で分かる通り、この道は東西南北の四本存そん在ざいしています。

アンソン：……つまり、仮にこちらが有利に攻め込んだとしても、四ルートを同時に攻こう略りやくしないと、どこかしらの道から逃にげられてしまう？

ＧＭ：そういうことになりますね。

カテナ：我われ々われが四手に別れて行動するというのはありえない。ただでさえ少ない兵力を分ぶん散さんするなんてできない。

一同：……。

ゼパ：ワシらの方から攻め入るのは無理そうか……（がくり）。

ナーシア：攻め入るのが厳きびしければ……。

カテナ：ん？

ナーシア：誰かが囮おとりになって、アンリをおびき出して叩たたけばいい。

エルザ：たしかに。要塞を攻略できないなら、敵てきをおびき出すしかないですよねえ。

アンソン：でもさー。アンリはベルフトと合流するまで要塞から出る気がないみたいだからなー。アンリが安い挑ちよう発はつに乗ってくれるとは思えないし。

一同：う～ん……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ナーシア：要塞を攻めるのが無理なら〝名も無き古の神殿〟を押おさえる方に力を入れる？

アンソン：でもそうすると、アンリとベルフト、後で両方をまとめて相手にしなくてはいけなくなるからなあ。

ＧＭ：神殿を押さえに行った数を差し引いても、アンリ軍とベルフト軍、合計八万人の兵士を相手に、苦しい戦いを強しいられることになります。

カテナ：〝名も無き古の神殿〟には助けてくれる戦力とかは？

ＧＭ：オープニングで説明した通り、戦力にならない神しん官かんが数人いるだけです。白はく竜りゆうアインとアザゼルは、今回のシナリオでは登場しません。彼らがなにをしているのかは、次回以降に明かされる……かもね。

アンソン：ベルクシーレで籠ろう城じよう戦せんをした場合、どのくらい勝ち目があるだろう？

ＧＭ：その場合、ベルクシーレの修しゆう正せいが加わりますから、戦力的に見るとあまり差がなくなります。ただし、その場合アンリとベルフトは、ベルクシーレを包ほう囲いしたまま、すぐに攻めてきませんよ。

ナーシア：なんで？

カテナ：〝名も無き古の神殿〟か！

ＧＭ：はい。みなさんが籠城している間に、〝名も無き古の神殿〟が押さえられて、グラスウェルズ王国はアンリのものになっちゃいます。

エルザ：ということは、籠城もダメですね。

ナーシア：とりあえず、リシャールには、神殿を押さえに行ってもらうというのはどう？　それなら、神殿は必かならずこちら側が落おとせますよね？

ＧＭ：そうですね。……リシャールほどの戦力があれば、兵士を数千人つけるだけで、神殿に向かった一万人のアンリ軍別べつ働どう隊たいを追おい払はらうことができるでしょう。エゼルバルドではそう簡単にはいきません。ＰＣ全員で向むかえば、やはり勝てますね。

カテナ：我々がベルクシーレを離はなれれば、その分戦力が下がる。

ＧＭ：ＮＰＣの軍団同士で戦闘になった場合、判定するのは厳きびしいので、単純に戦力を比ひ較かくして勝敗を決めます。逆転はありません。

カテナ：つまり同じ戦力が下がるとしても、リシャールに神殿に行ってもらう方がいいということだな。

ＧＭ：そうなります。

アンソン：それで神殿がなんとかできるなら、残りはアンリの本隊をどうするかってことになるけど……。

ナーシア：ベルフト軍と合流されたら勝かち目がないなら、合流してしまう前に、私たちが要塞を落とすしかない。

アンソン：そりゃそうなんだけどさ。

エルザ：ピアニィたちはノルドグラムをどうやって落としたんですか？　さっき、一〇〇〇人で落としたとかって……。

ＧＭ：戦場スキルを駆く使ししました。ピアニィが《調ちよう虎こ離り山ざん》を、ナヴァールが《内ない応おう》を。フェイトもたくさん使いましたが。




　戦場スキルとは、大規模戦闘ルール使用できるギルドスキルのようなものである。中には非ひ常じように強力なものもあり、不利な戦せん況きようを逆転に持って行くこともできるが、そういうスキルはフェイトをたくさん消費したりと、コストも大きい。




カテナ：無印五巻でピアニィたちがやったような、《内応》を使って敵をこちらに寝ね返がえらせて城を落とす、という手段なら使えないぞ？

ナーシア：なぜ？

アンソン：説明しよう！　強力な戦場スキルを使うためには、フォーキャスターのスキル、《グランドマスター》は必ひつ須す。

カテナ：《調ちよう虎こ離り山ざん》はともかく、《グランドマスター》を取っているキャラクターしか《内応》は使えない。

アンソン：だが……このギルドには……、




　フォーキャスターがいない！




一同：……。

ナーシア：うそ！　（アンソンのシートを確認して）本当だ！

カテナ：アンソンは王国軍ぐん師しなのにフォーキャスターじゃないからな。

エルザ：……やっぱり、残ざん念ねんな子だったんだ……。

ナーシア：アンソン……使えない子！（一同笑）

アンソン：いや……、その……、すいません（涙）。

ゼパ：（おそるおそる）も、もしかして、エラクタスは……。

ＧＭ：エラクタスは軍師なので、当とう然ぜんフォーキャスターです。《グランドマスター》も持ってますね。

カテナ：軍師なら当然だな。

ナーシア：当然。

エルザ：当然ですね。

ゼパ：当然じゃ。

アンソン：全員で僕の心の傷きず口ぐちに塩をすり込むのはやめて！（笑）

ＧＭ：そんなわけで、敵は強力な戦場スキルを使用してくるかもしれないので、注ちゆう意いしてください。

一同：うーん。




　深く悩なやみ込むプレイヤー一同。

　ＧＭとしては一いつ生しよう懸けん命めいシチュエーションを考えた甲斐があったというものです。




　　　　＊　　　＊　　　＊




カテナ：悩んでいてもしかたない。まずは要よう点てんをまとめよう。

アンソン：まず、ベルフト軍がアンリ軍と合流する前に、アンリ軍を撃げき破はしないといけない。

ナーシア：それから、〝名も無き古の神殿〟は押さえないといけない。

アンソン：我々の誰か、もしくはリシャール先輩が行かないと、神殿を押さえるのは厳しい。

カテナ：ＰＣがベルクシーレを離れれば、ベルクシーレ城は落とされるぞ。

アンソン：非常に困った話だが、リシャール先輩に行ってもらうしかないか……。ん？

ナーシア：アンソンどうしたの？

ゼパ：なにか思いついたという表ひよう情じようなのじゃ。

アンソン：（にこにこと笑いながら）うん。リシャール先輩には〝名も無き古の神殿〟に行ってもらおう。

カテナ：その理由は？

ＧＭ：リシャールも「どういうことだ？」とアンソンに質問します。

アンソン：アンリは戦争に弱よわい、けれど馬鹿じゃない。勝ち目がある……いや絶ぜつ対たい勝てると思わない限り戦うことはない。

ナーシア：それとリシャールを神殿に行かせるのに、どんな関係が？

アンソン：リシャール先輩がいる限り、ベルフトと合流する前のアンリには勝ち目はない。だからアンリを誘さそい出だすためにはまずリシャール先輩が不ふ在ざいという状況を作り出さないといけないってこと。

カテナ：……確かにリシャール殿どのがいる限り攻めてくることはないだろう。でも、それだけじゃアンリは動かないだろう。ベルフトが来れば絶対勝てるんだから、それまで待まつに決まってる。アンリがひとりならさておき、部下があれほどいるんだから、進しん言げんする者もいるだろうし。

アンソン：ふむ。たとえば《偽ぎ装そう情じよう報ほう》を使って、こっちの戦力を少なめに流したりするとかは？

ＧＭ：アンリ軍には軍師がいることをお忘れなく。

カテナ：む、《スタンドバイ》か!?




《スタンドバイ》

　フォーキャスターの自動取得スキル。【感知】の判定に＋キャラクターレベルできる。本書に登場するキャラクターはほぼ10レベルより上だろうと考えて、上限の＋10のボーナスがあると考えて間違いはない。

　ちなみに、ファントムレイダーズの使う《偽装情報》を見破るための難易度は24、高レベルのフォーキャスターが判定に失敗する可か能のう性せいは低いと考えてよいだろう。




アンソン：そうか、《偽装情報》を判定で見み破やぶられてしまう……。

ＧＭ：そういうことです。

アンソン：厄介だな、軍師。

エルザ：フォーキャスター、優秀ですね。

ゼパ：本当に、フォーキャスターは役に立つのじゃ。

カテナ：まぁ、戦争でフォーキャスターが活躍するのは、ある意味あたりまえ（笑）。

ナーシア：あーあー、うちのギルドにも、フォーキャスターがいればなー（笑）。

アンソン：う……、お……、すいません（一同爆笑）。

ＧＭ：「たとえフォーキャスターじゃなくても、アンソンは優秀な軍師だと思うぞ」とフィリップがなぐさめてくれますよ（一同爆笑）。

アンソン：そんな、哀あわれむような目で僕を見るなー！　って、噓です（笑）。ありがとう、陛下。

ゼパ：…………初心に戻もどって、ワシらファントムレイダーズが要塞に忍しのび込こんで、内部から破は壊かい工作をするというのはどうじゃ？

カテナ：それもひとつの方法ではあるか……。でも敵だって当然警けい戒かいしているだろう。アンリ軍の意い識しきをどこか別の場所に引きつけるとか、なにか工夫しないと、潜せん入にゆうしたっきり帰って来れなくなるぞ。

ナーシア：やっぱりアンリの軍を要塞の外におびき出すしかないんじゃ？

アンソン：ＧＭ、アンリをおびき出せるだけの囮おとりって、あり得るのかな？

ＧＭ：あります（ニコニコ）。ヒントは、アンリは戦闘は弱いですが決して無む能のうではないということ。

アンソン：うん。

ＧＭ：もうひとつは、彼は王様になりたくてしょうがないということ、ですね。

エルザ：王おう位い継けい承しよう権けん第一位なのに、クーデター起こしたぐらいですものね。さらに、元敵の助けまで借りて……。

カテナ：あ、そうか！

エルザ：……どうしたのカテナ？

カテナ：プリプレイでＧＭが言っていたろう？　我々――フィリップ陛へい下かの軍――が連合王国の軍に直ちよく接せつ手を借りないことにはメリットがあるって。

ゼパ：確かに言っていたような気もするのじゃが……。

ナーシア：……それとどういう関係が？

カテナ：つまり……。




　元レイウォールの貴き族ぞく令れい嬢じようであり、その後数すう奇きな運命を経へて傭兵隊〝黄金の狼おおかみ〟の隊長となり、さらには復ふく讐しゆう者しやとして人生を過すごしてきた彼かの女じよは、今、グラスウェルズ王国軍師の副官として策さくを紡つむぎ出した。

「ベルフトの手を借りずにフィリップ陛下に勝てる。その条じよう件けんを満たせば、アンリを誘ゆう惑わくできる、そういうことだ！」




エルザ：そうですね！　他国の軍隊の助けを借りずに勝った方がいい、ってのは相手も同じですよね。

アンソン：なるほどなあ。アンリに「もしかするとフィリップ陛下を討うち取とれるかもしれない」と思わせることができれば、アンリを要塞からおびき出せるってことか。

ＧＭ：そうですね。

カテナ：フィリップがベルクシーレを出て陣じんを敷しき、「これでも要塞に籠もっているならアンリは臆おく病びよう者ものだ！」と挑ちよう発はつをすれば、怒おこらせることはできる。

ＧＭ：はい。ただ、それでも「今ならば絶対にフィリップを倒たおせる！」と思わせることができなければ、アンリは要塞から出てこないでしょう。

カテナ：うーん。フィリップ陛下に出陣していただくだけじゃ、まだ不足だったか……。

アンソン：ともあれ、フィリップ陛下に戦場に出ていただければ、アンリをおびき出せるかもしれないっていうだけでも十分意味のあるアイデアだと思うよ。

ＧＭ：ただし、フィリップが戦場に出た場合は、フィリップをかばいながらの戦闘になることをお忘わすれなく。……それから、フィリップ出陣の話題が出るたびにレオノールの表ひよう情じようが引きつっています。

カテナ：とりあえずフィリップ陛下の件けんは脇わきにおいておこう。で、次は兵力をどう割さくか、だけど……。

アンソン：フィリップ陛下率いる野や戦せん軍ぐんと、神殿と、ベルクシーレ城の三カ所に配置しないといけないわけか。

カテナ：神殿には五千を派は兵へいすれば十分だろうな。野戦軍には二万、ベルクシーレ城には五千……といったところか？　野戦軍に二万人配置すれば、ＰＣの戦力修正を考こう慮りよすれば、そこそこ戦えるはずだ。

アンソン：しかし、そのままではアンリが出てきてくれない。こちらが弱いように見せかけないと、おびき出されてくれないからねえ。

エルザ：……でも、戦力を落としすぎればこっちが負けてしまう。

一同：うーん……。

カテナ：けっきょく最大のポイントはそこか。

アンソン：どうやってアンリに「勝った」と思わせることができるか、ってことだな。

ゼパ：頭がいい臆病者というのは、敵に回すと厄介なのじゃ。

アンソン：うーん……。

カテナ：どうしたアンソン？

アンソン：うん。もう少しで降おりてきそうなんだよねー。

ナーシア：降りてくる？

アンソン：ほら、グッドアイデアって、こう……空から降ってくるような感じじゃない？

エルザ：あ、それわかるような気がします。

アンソン：あともうちょっとで降りてきそうな気がするんだけど、まあこればっかりは実じつ際さいに思いつくまではなんとも言えないというか……。

カテナ：やれやれ。まあアンソンの悪わる知ぢ恵えは頼たよりにしてるよ。

エルザ：アンリの要塞の外で宴えん会かいをやるとか？

カテナ：天あまの岩いわ戸とですか（笑）。

ゼパ：というか、それは桶おけ狭はざ間ま合かつ戦せんのときの今川義元いまがわ・よしもとの真ま似ねなのじゃ！

カテナ：負ける方の真似をしてどうする！（笑）




　……という感じで、堂どう々どう巡めぐりを続ける軍議。




ナーシア：……なんとかして軍勢を隠せないかしら？

アンソン：隠す？

ナーシア：……少なく見せれば、アンリをおびき出せるんでしょ？

アンソン：……ＧＭ、たとえばこちらが初期配置した兵数が五千人なら、アンリはおびき出されてくれそう？

ＧＭ：（戦力修正を計算してから）そうですね。五千人対五万人なら、アンリは戦場に出てくるでしょう。

ゼパ：さすがにそれならアンリが指揮していても勝てるということなのじゃ。

ナーシア：だから、残りの軍勢をどこかに隠しておくの。

カテナ：伏ふく兵へいか。

ゼパ：しかし、向こうに軍師のエラクタスがいる以上、こちらが《偽装情報》を使って兵数を誤ご魔ま化かしたり、伏兵を置いたりしても、見み破やぶられてしまうぞ？

ナーシア：絶対に見破られる？

ＧＭ：（シナリオのデータを見ながら）判定でファンブルしない限り、見破りますね。

ナーシア：……うーん、間違いなく見破られちゃいますね……。

アンソン：それだ！

一同：？

アンソン：よーし、ひらめいた!!　これならいける……と思う。

ナーシア：……アンソン、何を思いついたの？

アンソン：状況を整理しよう。……まず、ベルフト軍がアンリ軍に合流した後は、我々に勝ち目はない。

カテナ：そうだな。だからベルフトとアンリが合流するその前にアンリを撃げき破はしないといけない。

ナーシア：……でもアンリは要塞に立て籠もっていて出てこない。

エルザ：相手が要塞に籠もっている限りアンリに勝つのは難むずかしいんですよね。

アンソン：そう。でも逆ぎやくにベルフトとの合流前にフィリップ陛下に勝てると思わせられるなら、アンリは要塞から出てくる。だからフィリップ陛下には出陣していただこう。

ゼパ：じゃが、フィリップ陛下が出陣しただけでは、アンリは釣つり出されないのじゃ。

カテナ：そして、敵には軍師がいてこちらにはいない。

エルザ：だから策さくを使って引きずり出そうにも、敵に見破られてしまうのでそれができない、っていうことですよね。

ＧＭ：そうですね。

ナーシア：……アンソン……なにか悪知恵を思いついたの？

アンソン：うん。それもけっこう面白いやつを思いついた（笑）。

カテナ：……なんだか聞きたいような、聞きたくないような（笑）。

アンソン：つまり、アンリを要塞から引きずり出すためには……。




　アンソンが語り出した内容は、衝しよう撃げき的てきなものだった。

　軍議は紛ふん糾きゆうするが、その策の有用性は誰も否ひ定ていすることはできなかった。

　だが……。







◆Middle 03◆母ゆえに




　作戦は決まった。その場にいたひとりを除のぞき、賛さん同どうも得られた。

　しかし……その「ひとり」を説得するのは、一ひと筋すじ縄なわではいかなさそうだった。

　何な故ぜなら、それはフィリップ国王の母、レアノール王おう太たい后ごうだったからだ。




ＧＭ：えー。軍議の途と中ちゆうですが、いったんシーンを切ります。時間は先ほどのシーンの直後、まだ軍議の途中です。

一同：おや？

ＧＭ：軍議はアンソンのアイデアの方向でおおよそまとまりました。……ですが、ただひとり、猛もう烈れつに反論する人物がいます。

アンソン：もしかして、レアノール？

ＧＭ：はい。彼かの女じよは強い語調で、フィリップの出陣に反対します。「もし、ここでフィリップの命が絶たたれれば、グラスウェルズの滅めつ亡ぼうは決定的となります！　このような作戦、認みとめるわけにはいきませぬ！」と声を荒あらげます。

ナーシア：……フィリップはどう思っているの？

ＧＭ：母親が猛烈に反対していますからね。まだ幼おさないフィリップは、口ごもってしまいます。

ナーシア：……アンソン、出番（一同爆ばく笑しよう）。

アンソン：丸投げされたっ!?（笑）

カテナ：仕方ないだろう。どう考えてもお前の仕事だ。

ＧＭ：レアノールは「アンソン、そなたも分かるであろう!?　フィリップが今倒たおれたらどれほど困こまるのかということを！」と詰つめ寄よります。

アンソン：え、ええと……ここは、表情を引ひき締しめて、ハッキリと言おう。




「フィリップ陛下のお命が大切なのは重々承しよう知ちしております。しかし、このままベルクシーレで籠ろう城じようを続けていても、アンリに神殿を押おさえられ、王位を簒さん奪だつされるのは、レアノール様もお分かりかと存ぞんじ上あげます」

　アンソンの真しん摯しな言葉。しかし、レアノールは端たん整せいな顔立ちを怒いかりに染そめ上あげるばかり。

「ならば、フィリップが命の危き機きにさらされぬ作戦を立案なさい！　それが、王国軍師たるそなたの務つとめであろう！」




アンソン：ど、どうしよう？

カテナ：どうもこうもあるか。

ゼパ：きっちり説得するのじゃ。

アンソン：しかたないな、じゃあこう言おう。「えー、恐おそれながら……フィリップ陛下の安全は二の次と考えます」

一同：……！

ＧＭ：……えっと、あまりの言葉に、レアノールのみならず、その場にいる全員が息を飲みます。部屋中がシーンとします。

アンソン：まぁ、そうだろうな……。

ＧＭ：レアノールが「王国軍師にはあるまじき放言！　無礼であろう!!」と叫びます。

アンソン：じゃあ、こっちは静かに答える。「王国の危機、民みん衆しゆうの危機を顧かえりみず、その身の安全を第一に図る者に王者を名乗る資し格かくはありましょうか？」

ＧＭ：そう言われると、レアノールは黙りますね。

アンソン：ぶっちゃけ……今のままなら、やがてフィリップ陛下に従したがってくれる臣下はいなくなるでしょう。そうなったら身の安全もなにもないんです。それとも……。

一同：…………。

アンソン：王位をアンリに譲ゆずって国外に逃とう亡ぼうでもしますか？　そうなったら二度と王を名乗ることはできないと思いますが。

一同：おぉーっ！

ゼパ：言ってしまったのじゃ。

ナーシア：……でも、仕方ない。

カテナ：言わないといけないことだからな……。

ＧＭ：レアノールはもう反はん論ろんの声を上げることもできません。口をぱくぱくさせて反論を試みようとはしますが……。

ゼパ：これはこれで哀あわれな話ではあるのじゃ。

エルザ：ちょっと可か哀わい想そうではありますね。




　アンソンの理を尽つくした説得。

　だが、レアノールは激はげしくかぶりを振るばかり。

「認みとめません……絶対に、このような作戦は認めません！」




ＧＭ：レアノールは言います。「フィリップはまだ戦場に出たことがないのです！　恐おそろしさを分かっていない……そのような少年を、戦場へ連れて行こうと言うのですか!?」

アンソン：はい。その通りです。

ＧＭ：そのような非ひ道どうな真ま似ねを！　そなたはそれでも人ですか？

アンソン：王太后殿でん下か、フィリップ陛下が率ひきいる軍にも陛下と同じくらいの歳としの者も、初うい陣じんの者もいるでしょう。その子こ供どもたちの母親に同じことを言われたらどうなさるのですか？

エルザ：アンソン、容よう赦しやありませんね。

カテナ：言い負かされるわけにはいかないからな。王国の……民衆の将来がかかっている。

アンソン：とりあえず、僕の言うべきことは言った……と思う。

ＧＭ：では、この辺で、レアノールに矛ほこ先さきを収おさめさせることができるか、判定をしましょう。【精神】で、難易度は25です。

アンソン：【精神】なら19だから、楽勝だな。（ダイスを振る）出目が４だと!?（一同笑）




　なぜこんなところで、そんな面おも白しろい目を出すのか、菊池たけし。




ナーシア：（爆ばく笑しようしながら）２Ｄで６以上出せば成功するのに、何でそんな出目なのよ！

エルザ：さすがですね、きくたけさん。

カテナ：美お味いしい出目とは言うけれど……。

ゼパ：美び味みすぎてげっぷが出るのじゃ。

アンソン：くっ、フェイトを１点使って振ふり直し！　さらにフェイトをもう１点つぎ込こむよ！　（ダイスを振る）……今度は達成値31！　成功!!

一同：ふぅ……（安あん堵どのため息）。

ＧＭ：では、アンソンに圧あつ倒とうされたレアノールは「私は認めません！」と言い放って、会議室を出て行きます。

一同：あちゃー……。

ＧＭ：レアノールは折れませんでしたが、結論はフィリップ出しゆつ陣じんにまとまりました。

アンソン：……フィリップ陛下はどのような感じ？

ＧＭ：「……アンソンが言うことは理にかなっている。母上には、余よからきちんと話をしておこう。アンソン、準じゆん備びを頼たのむ」と言って、軍議を締しめます。




　　　　＊　　　＊　　　＊





アンソン：分かりました。では、リシャール先輩に出しゆつ撃げき命令を下します。「五千の兵を率いて、〝名も無き古の神殿〟を押さえてください。その際、戦闘は時間をかけて行なっていただきたい」

ＧＭ：リシャールは「軍師の命令ならば承うけたまわるが……。重要な局面だというのに、本当に、私が本ほん陣じんにいなくて大だい丈じよう夫ぶか？」と尋たずねます。

アンソン：この戦いにおいては、「リシャール先輩が本隊から離はなれていること」が大事なのです。分かってください。

ＧＭ：目を閉とじてしばらくの間、アンソンの言葉を反はん芻すうしたあと、「長い間、グラスウェルズのために身を賭として戦ってきたが……私がいないことが勝利に繫つながるのだと言われたのは、これが初めてだな」と苦く笑しようします。

アンソン：すいません。

ＧＭ：「謝あやまるな。王国軍師の言葉を信じるさ。アンリの別働隊は、一日もあれば蹴散らせる。せいぜい、時間をかけて戦ってくるさ」と笑って出撃準備に取りかかります。

アンソン：お願いします、リシャール先輩。

ゼパ：これで、神殿方面はＯＫじゃな。しかし……。

ナーシア：……うん。レアノール王太后、放っておいていいの？

アンソン：聞く耳を持ってくれなさそうなんだよなぁ。

ゼパ：しかし、あれは子を思う母の愛がそうさせるのじゃろう？　あまり否ひ定ていするのもかわいそうじゃ。

ナーシア：ちょっと話をしてもいいですか？

ＧＭ：それじゃ、レアノールと会話するシーンを挟はさむことにしましょうか？

エルザ：お願いします。このまま出陣するのも後味が悪いですし。

ＧＭ：了解です。それではこのシーンを終わらせて、次のシーンに進みます。







◆Middle 04◆王家のさだめ




　帝紀八一三年一〇月一三日　ベルクシーレ城　レアノールの部屋

　ナーシアがレアノールの自室を訪たずねると、彼女は素す直なおに中へ招まねき入いれた。

「何の用ですか？」

　落ち着いた口調、気き丈じような立たち居い振ふる舞まい。

　けれど、少し赤くなった目が、今まで泣いていたことを証しよう明めいしていた。




ＧＭ：では、次のシーンになります。軍議の直後。場所は、レアノールの自室前です。

ナーシア：えーっと……、でもなにを話せばいいのか。

アンソン：うーん、どう切り出していいものやら迷まようよなぁ。

エルザ：フィリップって何なん歳さいでしたっけ？

ナーシア：ロッシュと同じ年ねん齢れいですよね。

ＧＭ：まだ一三歳です。

エルザ：「まだ一三歳」ですか？　「もう一三歳」ではないのですか？　たとえば、ナーシアだって、そのくらいから工作員として活動していらっしゃったんですよね？

ナーシア：うん、たぶん。

エルザ：〝黄金の狼おおかみ〟のメンバーだって、けっこう若わかい子もいたし……そのくらいの年齢で初うい陣じんは、アルディオン大陸では珍めずらしいことじゃないはず。

ナーシア：でも、理り屈くつじゃないんですよねぇ……。

カテナ：そう、だな。いくら理屈を並ならべても、レアノールは納なつ得とくしてくれなさそうだが。

アンソン：理り詰づめの説得は無理ってことだな。

ナーシア：うん……、理屈じゃない……、ってそうか。

アンソン：ん？

ナーシア：とりあえず、ひとりで会いに行きたいんですけど。いいかな？

カテナ：たしかに、全員でぞろぞろ行ってもどうかとは思う。

エルザ：その方がいいかもね。じゃ、ナーシアにまかせるということで。

ＧＭ：わかりました。では、ナーシアがレアノールの私し室しつへと入る場面です。

ナーシア：「……失礼します」とドアをノックして、開けましょう。

ＧＭ：レアノールは、ひとり静かにソファーに座すわって涙なみだをこぼしていたのですが、ナーシアが来たことでハンカチで涙をぬぐったようです。化け粧しようが落ち、そこには美び貌ぼうの王おう太たい后ごうではなく、ひとりの母親がいるだけです。

ナーシア：……。

ゼパ：がんばるのじゃ！

ＧＭ：レアノールはナーシアに「何の用ですか？」と訊たずねます。

ナーシア：……では、まず挨拶から。ナーシア・アガルタと申します。

ＧＭ：レアノールはあなたのことを思い出そうとしますね。「オスウィンの部下だったかな？」

カテナ：あまり、直接話したことはないからね。

ナーシア：……はい。そして、フィリップ陛へい下かに仕えていたロッシュという少年の姉です。

一同：おっ!?

ＧＭ：するとレアノールは、ロッシュという名前を思い出せず、しばらく考えた後、「暗あん殺さつ未み遂すい事じ件けんのおりにフィリップの身代わりを務つとめた少年ですね」と言います。

ナーシア：あの子は……ロッシュは心から陛下の身を案じておりました。

ＧＭ：ありがたく思うぞ。ロッシュはどうしておる？

ナーシア：今、病気で……陛下のおそばに仕えることができません。でも、今でも……きっと陛下のことを思っているはずです。そして、その意思を私も尊そん重ちようしたいと思っています。

ＧＭ：レオノールは、ナーシアの言いたいことがわからず、じっとナーシアの目を見つめます。

ナーシア：……私もレアノールの目を見つめ返します。そして……。




「ロッシュが命に代えて守った陛下のお命。今度は弟に代わって私が守ります」




一同：おおっ！

エルザ：格かつ好こいい。

ゼパ：さすがなのじゃ。

ナーシア：手とか握にぎれますか？

ＧＭ：けっこうです。

ナーシア：じゃ手を握って、もう一度言います。「必ず、守ります。命に代えても」

一同：おお！

ＧＭ：するとレアノールは、がまんできなくなって涙をあふれさせます。そして、ナーシアの手を握り返して「フィリップを、フィリップを頼たのみます」とすがるように言います。

カテナ：なるほどな。理屈じゃなくて感情か。

エルザ：フィリップ陛下の味方になってくれると信じられる人が必要だったんですね。

ゼパ：親の愛というやつじゃな……。

ＧＭ：では、しばらくしてレアノールは落ち着くと、話を始めます。

ナーシア：？

ＧＭ：「これは、オスウィンに、内ない密みつに、と口止めされていたことですが……」




　レアノールは重々しく口を開いた。

「フィリップの父、先代のグラスウェルズ国王は……毒どく殺さつされたのです」

「毒殺!?」

　驚きよう愕がくに目を見開くナーシアに、レアノールは頷うなずいてみせる。

「先の陛下が若わかくしてお亡なくなりになられたのは、健康が優すぐれなかったからではない。暗殺されたのです！　何者かの手によって、命を縮ちぢめられたのです！」




一同：…………。

アンソン：先代の王様って、暗殺されたんだっけ？

ＧＭ：表向きはさておき、事実はそうだ、とレアノールは言っています。そして、先代が毒殺されたのを知っているのは、王宮内でレアノールとゴーダ伯はくだけだったとのことです。
















アンソン：それって、もしかして、バルムンクの仕し業わざってこと？

ＧＭ：レアノール自身はバルムンクの存在までは知り得ませんでしたが、何かがおかしいということには気づいていたのでしょう。

アンソン：……なるほど。

ＧＭ：「だから、だからフィリップを先王と同じような目に遭あわせたくはないのです」とレアノールは言います。

ゼパ：なるほど。同じ悲ひ劇げきを繰くり返かえしたくないと思っているから、レアノールはフィリップ王のこととなると、神しん経けい質しつになるのじゃな。

ＧＭ：その通りです。

カテナ：そうか、それで、フィリップ王暗殺未遂事件（『ブレイク』二巻参照）の時に逆ぎやく上じようしていたのか。

ナーシア：心情は分かるけど、それをバルムンクに利用されていたことを思うと……（ため息）。

ＧＭ：かわいそうな女性であることは間ま違ちがいないでしょう。ナーシアの前ではレアノールはさめざめと泣いています。

エルザ：……これって、もしかしてグラスウェルズの王様は代々平和を愛する良き王になろうとすると、バルムンクに誅ちゆう殺さつされていたという話ですか？

一同：えっ！

ＧＭ：そう推すい測そくできますね。今となっては、確たしかめようがないですが。

アンソン：すごいな[image: 吉]村さん！

カテナ：よく気がつきましたね。

エルザ：いただいたリプレイを読んでいて不思議だったんですよ。バルムンクが王威の竜輝石を使って歴代の王様を操あやつっていたとして、そうできなかった王様……例たとえばフィリップのお父さんなんかはどうしたんだろうって。

アンソン：確かにフィリップのお父さんは、竜輝石の呪のろいにとりつかれて覇は権けんを求めたんじゃなさそうだもんなぁ。

ナーシア：ゴーダ伯の話からすると、そんな感じ。

ＧＭ：歴史の本でも調べると、穏おん健けん派はの王様はたいがい早死にしてることが分かります。

ゼパ：むぅ、なんということじゃ。

ナーシア：アザゼルの仕業？

ＧＭ：直接、自分で手を下してはいないでしょうねぇ。きっと、王様を殺す手段をいくつも用意してあったんじゃないでしょうか。そういう、まわりくどい事が好きなので。

カテナ：もしかして、『ブレイク』二巻のフィリップ王暗殺未遂事件も、三巻のクーデターも、そのために用意してあったとか？

ＧＭ：そうですね、事前に準備された複ふく数すうの手段をそれぞれの状じよう況きように合わせて使ったというところですかね。

カテナ：……すごいというか。

ゼパ：ある意味無む駄だな努力なのじゃ。

ＧＭ：アザゼルという魔ま族ぞくは、そういう敵てきなのです。

一同：うえー……。

アンソン：まあ冗じよう談だん抜ぬきで、フィリップ陛下が死んでしまったら、『ブレイク』シリーズそのもののピンチだね。

ＧＭ：そうですね。そのときは無印シリーズでピアニィにグラスウェルズも征せい服ふくしてもらいましょうか。

アンソン：うわっ！　意外なところから無む茶ちや振ぶりフラグが飛んできた（←無印シリーズのＧＭ）。

ナーシア：レアノール、落ち着きました？

ＧＭ：はい、ナーシアの力強い言葉で、だいぶ落ち着いたみたいです。

ナーシア：……では、この辺で退出します。

ＧＭ：了解です。




　話を切り上げ、ナーシアは部屋をあとにした。

　―――フィリップを戦場へ連れて行かないわけにはいかない。

　だから、せめて、子を思うひとりの親として、泣くことくらいは自由にできるように、と。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ナーシア：…………。

アンソン：どうしたナーシア？

ナーシア：「平和を望む者はバルムンクに殺される」っていうことは……。

アンソン：うん。

ナーシア：……ということは、もしかして、私の両親も同じように殺されたのかな……ってちょっと思っただけ。

カテナ：……いやそれは可か能のう性せいが高いんじゃないか？

ＧＭ：ナーシアの母リアノンは、予言の力も持っていましたから、バルムンクにとっては目め障ざわりだったでしょう。

ナーシア：……バルムンク、許ゆるせない。

ＧＭ：では、決意を新たにしたところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 05◆未来の行方




　帝紀八一三年一〇月一三日夜　ベルクシーレ　アンソンの執務室

　軍議が終わってもそれで仕事は終わりではない。

　むしろ、その後の煩はん雑ざつな実じつ務むこそ、軍事の実体と言えるかも知れない。

　書類の決けつ裁さい。部下を呼び出しての指示出し。命令が遂すい行こうされているかどうかの確かく認にん。

　目の回るような忙いそがしさを、力ちか業らわざでなんとかねじ伏ふせ。

　カテナは最終確認のために、アンソンの執しつ務む室しつを訪たずねた。




ＧＭ：さて、軍議のあとあわただしく出撃準備を整えて、翌日の朝には出発するわけですが、その前になにかすることはありますか？

アンソン：せっかくの決戦前ですし、なんかやっておきますか？

ゼパ：うーむ。いきなりそう言われてもどんなシーンをやればいいか浮うかばないのじゃ。

アンソン：じゃあ、僕ぼくから先にやっていいかな？

ナーシア：……きくたけさん、なにか思いついた？

ゼパ：さすが菊池さん。ＧＭ歴が長いだけあってアドリブがきくのじゃ。

ＧＭ：みなさんがいいなら、アンソンのシーンからはじめますが？

アンソン：あ、このシーンにはカテナにも出て欲ほしいんだけど。

カテナ：私わたしが!?

アンソン：うん。ほら、決戦の前でしょ、戦争が終わった後の話とかしておいた方がいいかなーと思って。

カテナ：なるほど。

ナーシア：……なんだか、アンソンが死にフラグを立てまくる様子しか想そう像ぞうできない。

アンソン：そんなことしないよ！（笑）

ゼパ：まあ、最近は死にフラグを立てまくって回かい避ひするのが流は行やりのようなのじゃ。

カテナ：面めん倒どうな流行りだなあ（笑）。

ＧＭ：……異い論ろんはないようなので、アンソンとカテナのシーンをやります。いいですね？

一同：はい。

アンソン：出しゆつ撃げき前の夜に僕の執務室にカテナがやって来たってことでどうだろう？

カテナ：アンソンの部屋に私が行くのか？

アンソン：その反対よりはいいかと思ったんだけど？

カテナ：……その通りだ。それでいこう。

ＧＭ：では、軍議とそれに続いた出撃準じゆん備びが終わった夜。王宮にあるアンソンの執務室。登場するのはアンソンとカテナということで、シーンを開始します。




　　　　＊　　　＊　　　＊




カテナ：ではアンソンの執務室のドアをノックして部屋に入ります。

アンソン：ん、いや別に居い眠ねむりなんてしてなかったですじょ？

ナーシア：いきなり居眠りしてた（笑）。

カテナ：ため息をつきます。……もう怒おこる気もしない。

アンソン：なんだか見み捨すてられたような複ふく雑ざつな気分だ。

ゼパ：きっと、居眠りしたふりをして策さくを考える名めい軍ぐん師し〝眠りのアンソン〟と呼ばれることになる前まえ触ぶれじゃ（笑）。

ナーシア：どこかの探たん偵てい漫まん画がみたいに。

アンソン：それ僕が誰だれかに操あやつられてるだろ！（一同笑）

カテナ：ともかく、この書類を見てサインをしてくれ、これで出兵の手続きは終わりだ。

アンソン：やれやれ。ゴーダ伯はくが生きてればこんな面倒なことはせずにすんだのに。

カテナ：生きて面倒ごとをできることを感かん謝しやするんだな。

アンソン：違ちがいない……。と言って肩かたをすくめましょう。まあ、さっさと戦いを終わらせて面倒ごととはおさらばしたいね。

カテナ：この戦いがすんだら……か。アンソンはこの戦いが終わったら、その後はどうするつもりなんだ？

アンソン：そうだね。ロッシュの魂たましいを取とり戻もどすためにも王おう威いの竜りゆう輝き石せきを探さがし出だす。ナーシアとも約束したしね。

ナーシア：アンソン……憶おぼえていた。

アンソン：忘わすれると酷ひどい目に遭わされそうだからね。忘れるわけにはいかない（笑）。

カテナ：それが終わったら？

アンソン：さて、希望はのんびりと毎日を過すごすことだけど。さすがに難むずかしいかな。

カテナ：王国軍ぐん師し殿どのがそうそう暇ひまになるとも思えないからな。

アンソン：カテナが手伝ってくれると楽なんだけど……。

カテナ：では、首を振ふりながら答えます。さすがにこの国に長くいすぎたからな。ロッシュとバルムンクの件けんが解決したら、旅にでも出るつもりだ。

アンソン：旅って、どこへ？

カテナ：さあ？　ゼパの記き憶おくを取り戻す旅なんていうのもいいかもな。

アンソン：そういやあ、ゼパの正体が明かされる日はくるんだろうか？

ゼパ：さ、さあ？　どうじゃろうのう。

アンソン：思えば不思議な縁えんだよねえ。

ナーシア：すべてを思い出したとき、ゼパ様の中からかわいい女の子が（笑）。

エルザ：出てくるの!?

ゼパ：で、出ないのじゃ（一同笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




カテナ：アンソンはグラスウェルズの軍師である限かぎり、旅は無理だな。

アンソン：どうなるかはわからないよ。戦争が終わったらクビになるかもしれないんだし。

カテナ：フィリップ陛へい下かとこの国第一の武ぶ人じんリシャール閣かつ下かの信しん任にん厚あついアンソンがクビを切られるとは思えないけどな。

アンソン：平和になれば軍師の出番はないからなあ。そもそもフォーキャスターでもない、〝でもしか軍師〟だし。

ナーシア：でもしか？

ＧＭ：「アンソンでも軍師にするか」「アンソンしか軍師にできない」という非ひ積せつ極きよく的てきな理由で選せん択たくすることですよ。

ナーシア：……なるほど。

カテナ：そもそも、この戦争に勝ったところで他国と平和な関係が結べるとは限らないしな。

アンソン：そうだねえ。なるべく平和であって欲しいけど……。

カテナ：なんだ、その歯切れの悪い台詞せりふは？

アンソン：カテナに質しつ問もんするけど、仮かりにエダム公を倒たおせたとして。さらに仮か定ていを重ねてベルフト王子をこの国の外へと追い出したとき、我わが国最大の脅きよう威いはなんだと思う？

ゼパ：最大の脅威？

カテナ：連合王国の女王、ピアニィのことだろう？

アンソン：正せい解かい。

エルザ：確たしかにその通りですね。

ナーシア：ピアニィは敵てきになったりしないと思う。

アンソン：もちろんいきなり牙きばを剝むいてくることはないだろう。……ＰＣだしね。

ＧＭ：いきなりメタな発言を（笑）。

アンソン：ただ……フェリタニア、メルトランド、そして広大で豊ゆたかなレイウォールを手に入れた女王が脅威じゃないはずがない。
















ナーシア：……どういうこと？

アンソン：もう以前のようにレイウォールとグラスウェルズの二大国で覇はを競きそうような時代にはならないってことさ。バランスはもう崩くずれてる。新しいバランスの取り方を考えないとグラスウェルズ単たん独どくでは刃は向むかえない。大きな借りを作っちゃったことでもあるし。

エルザ：そうですね。内戦に勝利したとして、その勝利のためにピアニィの力を借りたという事実はくつがえしようがありませんからね。

ナーシア：……グラスウェルズはピアニィの属ぞつ国こくになるってこと？

アンソン：でも、一方的にピアニィの国が優ゆう越えつするような関係は長続きしないと思う。だから、もっと違ちがう国こく際さい秩ちつ序じよが必要になるんじゃないかな。

カテナ：空気をつかむような話だな。まるで具ぐ体たい性せいがない。

アンソン：それはしょうがない。僕たちは新しいピアニィの王国に対して受動的な立場なんだから。

ゼパ：確かに相手の方が大きくて強い分、こちらが相手に合わせないといけないのじゃ。

アンソン：だからといって、相手のいいなりになる必要はないけどね。どうやってやられっぱなしにならないようにするか……。

ナーシア：……そこが問題というわけね。

エルザ：なんか……。

アンソン：え？

エルザ：アンソン、かっこいいじゃないですか。ちょっと見直しちゃった（一同笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




アンソン：ただ、それもこれもピアニィがベルフトに勝った場合の話だけど。

ＧＭ：おや、ベルフトはみなさんに倒されるかもしれないんですよ？

アンソン：ベルフトと戦う展てん開かいになったら事実上僕らの負けですよ（笑）。それだけは回かい避ひしないと。

カテナ：それには全面的に賛さん成せいだ。

ゼパ：ちょっとだけ残念じゃが（笑）。

カテナ：ゼパは本当にベルフトと戦いたいんだなあ（笑）。

ナーシア：……もしグラスウェルズからベルフトを追い出すのに成功したとして、その後ベルフトはピアニィと戦うと思う？

カテナ：ナーシアの質問はもっともだ。私のセリフとしてアンソンに問いかけてみよう。

アンソン：そこは……。

ナーシア：そこは？

アンソン：このあと無印六巻で描えがくところなんで、今はどうなるかわからないなあ（笑）。

カテナ：まあ、それはその通りだな（笑）。

アンソン：このセッションの結果によっても変化するし、今はどうこうは言えないな。ただ……。

ナーシア：ただ？

アンソン：なんだかんだでピアニィが有利な状じよう況きようなんで、なにか工夫をしないといけないとベルフトは悩なやんでるんじゃないかなーと。

ゼパ：それはベルフトじゃなくて、ＧＭの菊池さんが悩んでいるのじゃ（笑）。

アンソン：そうとも言うね（一同爆笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




アンソン：まあ、それもこれも僕らがアンリに勝たないとどうしようもないことだけどね。

カテナ：その通りだな。……勝てると思うか？

アンソン：勝てないとは思わないけど、簡かん単たんに勝てるとはもっと思わない。とりあえず、相手が適てき度どに無む能のうでないことを祈いのろう。

カテナ：そうだな。……奇き妙みような話ではあるが。

アンソン：じゃあ準備を終わらせてさっさと休もう。明け方には起きて出発しないといけないんだから。

カテナ：なら居眠りなんかしてないで、さっさと書類をチェックしろ。

アンソン：うへえ、やぶ蛇へびだった（笑）。

ＧＭ：それでは、この辺でシーンを終しゆう了りようさせましょう。







◆Middle 06◆さらば友よ




　帝紀八一三年一〇月一三日夜　ベルクシーレ　白竜神殿

　スカーの遺い体たいは、今回の反はん乱らんで落命した者たちと共に、神しん殿でんの一室に安置されていた。

　これから、名も無き戦士として葬ほうむられることになるだろう。

　戦友だった男のために、ゼパは訪たずねた。




ＧＭ：では、出しゆつ撃げき前のゼパにシーンを用意しましょう。希望があれば、そちらに合わせますが、何かやっておくことはありますか？

ゼパ：ここは、同どう僚りようだったスカーのことに想いを馳はせるシーンをやっておきたいのじゃ。

アンソン：そういや、一いつ緒しよにゴーダ伯はくを護ご衛えいした仲だったよね。

ゼパ：うむ、一緒にチェスも指した仲じゃ。スカーは短気なので、すぐ盤ばんをひっくり返すヤツじゃったが（笑）。

ナーシア：ゼパはゴーダ伯の相手をしていたのに（笑）。

カテナ：まあ、チェスが得意そうな男ではなかったが。

ゼパ：二刀使いでリシャールに憧あこがれたかと思えば、急に幻げん竜りゆう騎き士し団だんを辞やめたいと言い出したりして、面おも白しろい男じゃった。だから、出しゆつ陣じんの前に墓はかを訪ねてやろう。

カテナ：王都での反乱は収おさまったばかりですよね？　墓に埋まい葬そうする余よ裕ゆうはあるかな？

ＧＭ：では、反乱による遺体はベルクシーレの白竜神殿に収しゆう容ようされていることにしましょう。内戦が終わったら正式に墓へ埋葬するということで。

ゼパ：それではスカーの遺体が安置されている場所に行くのじゃ。

アンソン：病院の霊れい安あん室しつみたいなもんか。

ＧＭ：もうちょっと厳おごそかな感じの場所だと思います。薄うす暗ぐらい部屋で、葬そう儀ぎを待っている遺体が棺かん桶おけに入れられて安置されています。

ゼパ：そこで、スカーの遺体を見つけるんじゃな。

ＧＭ：スカーは幻竜騎士団の一員で、表向きは存そん在ざいしない陰かげの部隊に属ぞくしていましたから、その功こう績せきを発表されることはないでしょう。簡かん素そな葬儀を行なったのち、無縁仏として埋葬される事になるでしょうね。

アンソン：仏なのか（笑）。

ゼパ：ゴーダ伯のため、国のために命を落としたというのにのう……。

アンソン：まあ、本人も華はな々ばなしい手て柄がらがほしかったってわけじゃないんだろうけど。




　物言わぬ遺体となったスカー。

　ゴーダ伯を護まもるため、大立ち回りをして死んだ彼かれの功績は讃たたえられることはない。

　国のために尽つくす―――。

　それが、この結果なのだろうか。




ゼパ：では、遺体の前に座すわってチェス盤を置くのじゃ。

ナーシア：チェスの仲間だったものね。

ゼパ：「スカーよ。お前さんは短気でチェスは苦にが手てじゃったのう」と言いながら、スカーがひっくり返したときの棋き譜ふを思い出し、指していくのじゃ。

ＧＭ：では、ゼパがチェスのコマを盤に置く音が、部屋にパチ、パチと響ひびく。

ゼパ：ついにワシひとりになってしまったのじゃ……。

ＧＭ：幻竜騎士団の影の部隊の仲間たちですね。第一話のオープニングに登場したゼパの仲間は、みんないなくなりましたね。クレセントは生きてはいますが……。

ゼパ：うむ。

カテナ：ゴーダ伯を守って死んだスカー。

エルザ：ファントムレイダーズに倒された人もいますよね。

ナーシア：……アンリの仲間になったから。

アンソン：自分のペットに食われたヤツもいるぞ（笑）。

ＧＭ：スカーは、なにも答えません。

ゼパ：「最近つまんねぇ」とか「なかなか面白い」とか……お前さんは、そういうことを口にしておったのう。ワシは、この国の行く末が楽しみでな―――。

ナーシア：おじいちゃんが語りに入った。

ゼパ：ゴーダ伯は最後に命じたのじゃ、この国からバルムンクを排はい除じよするように、とな。

ナーシア：オスウィンおじさまの遺ゆい言ごんだものね。

ゼパ：これから、そのための戦いが始まろうとしておる。おぬしが望む面白いこととは少し違うかもしれんが……ワシはこの戦いで勝ち、そしてゴーダ伯の遺言どおりいつかバルムンクを排除できたらと思うと、楽しくてのう。

アンソン：きっといい国になるさってヤツだな。

ゼパ：うむ、戦せん闘とうが好きだったスカーは〝つまんねぇ〟とか言い出すかもしれん（笑）。

ＧＭ：では、スカーの死に顔が、そう言っているように見えた（笑）。

ゼパ：おぬしに〝つまんねぇ〟と言わせるのは、ワシの目的でもある（笑）。

アンソン：だから、チェス盤を持ってきたと。

ゼパ：そうなのじゃ。そしてスカーがつまんねぇと言いだして幻竜騎士団を辞めてしまうような、平和な国になるのを見み届とどけるのじゃ。

アンソン：それが、ゼパの願いなわけだな。

カテナ：記き憶おくの一部を取とり戻もどし、アザゼル討とう伐ばつの使命を思い出したからね。

アンソン：ああ、そうだったね。

ゼパ：それこそが、ワシの目指す愛だったのじゃ。

アンソン：愛なら仕方ない（笑）。

ＧＭ：すると今度は「また始まったぜ」みたいな死に顔になった気がした（一同笑）。

アンソン：死んでからも表ひよう情じよう豊ゆたかだな、スカー（笑）。

ゼパ：そして、スカーはワシに「記憶が戻もどるといいな」と言ってくれた友なのじゃ。

ナーシア：そうだった。

ゼパ：しかし、まだすべてを思い出したわけではない。気になるのは、記憶の片かた隅すみに浮うかぶあの女じよ性せいの姿すがたじゃ。

ナーシア：（謎なぞの女性になって）「私を思い出して、ゼパ……」

アンソン：ゼパを惑まどわしている魔ま性しようの女が（一同笑）。

ゼパ：う、頭が割われそうじゃ（笑）。

ＧＭ：そして、彼かの女じよのことを思い出せないままに、シーンを終了します。







◆Middle 07◆少年王の出しゆつ陣じん




　帝紀八一三年一〇月一四日早朝　ベルクシーレ

　王都ベルクシーレより、反はん乱らん軍ぐん討とう伐ばつの軍ぐん勢ぜいが出陣する。

　国王フィリップみずからが先頭に立ち、それに白はく竜りゆう騎き士し団だん二万が続く。

　晴れやかな出陣であるが、幼おさない少年王に不安を抱いだく者がいるのもまた事実であった。




ＧＭ：では、次は全員登場です。フィリップ軍がベルクシーレから出陣するシーンとなります。

アンソン：おお、ついに来たか。

カテナ：いよいよか。

ＧＭ：白馬に跨またがり、甲かつ冑ちゆうをまとった少年王フィリップを先頭に、白竜騎士団と兵士たちが続く軍勢を、民みん衆しゆうが見送るというシーンです。

ゼパ：王国軍師のアンソンは、フィリップ陛へい下かのお側そばにいるのかのう。

アンソン：もちろんだとも！　そして晴れがましい陛下のお姿を見て感動で泣いているよ。

ナーシア：……アンソン、フィリップのお父さんみたい。

カテナ：我われ々われも、その側にいると？

ＧＭ：そうですね。ここで、フィリップ軍の陣じん容ようをおさらいしておきましょう。

ナーシア：お願いします。

ＧＭ：フィリップに続くのは、白竜騎士団を率ひきいる団だん長ちようのエゼルバルド・バイゴットです。エゼルバルドに率いられた白竜騎士団は、グラスウェルズ軍の主力です。ただ、その中の精せい鋭えいと呼よんでいい連中は、反乱軍に加わっているのですが。

エルザ：内戦は悲ひ惨さんですね。昨日までの味方同士で戦うなんて……。

アンソン：そうだね。早く終わらせないといけない、と改めて思うよ。

ＧＭ：で、これが二万の兵力としてフィリップに率いられることとなります。まあ、実じつ際さいの指し揮きを執とるのは王国軍師たるアンソンの役目ですが。

アンソン：改めてそう言われると緊きん張ちようするなぁ……。

ゼパ：ダリウスは？

ＧＭ：ダリウスは、王都守しゆ備び隊たい五千を預あずかってベルクシーレ防ぼう衛えいに当たります。もともと、彼の任にん務むはそれですからね。

カテナ：それがいい。

ナーシア：私たちも、フィリップ王の側にいるのですか？

ＧＭ：そうですね。レアノールからもフィリップを護るよう頼たのまれていますから。

ゼパ：国王の親しん衛えい隊たいというわけじゃな。

アンソン：本来だったら、リシャール先せん輩ぱいたちの役目なんだろうけど、今回は仕方ない。

エルザ：別働隊になってもらってますもんね。

ＧＭ：はい。ベルクシーレの市民たちの中には、凛り々りしい少年王の姿すがたに熱い声せい援えんを送りつつも、この国随ずい一いちの騎士であるリシャールの姿がないことを不安がっている者もいます。

アンソン：先輩は国の要かなめだもんな。

カテナ：（民衆になって）「おい、リシャール様はどうしたんだ？」

ナーシア：（同じく民衆になって）「もしかして、アンリ軍についたんじゃあ……」

アンソン：そこ、不ふ穏おんな噂うわさを流さない！（笑）

ＧＭ：実際、フィリップが王としては幼いので、それを不ふ安あん視しする人も多いようです。民衆は、出陣するフィリップを取とり巻まいて「フィリップ国王ばんざーい！」とか「グラスウェルズに秩序を！」とか、応おう援えんの言葉をかけるのですが、それでも「こんな子供で大だい丈じよう夫ぶなのか……」と心配そうな視線を送る者も少なくありません。

エルザ：うーん、それは仕方ないけど……。

ＧＭ：フィリップ王は傍かたわらにいるアンソンに「……アンソン。余よは、どうしたらよい？」と不安げな表情で訊きいてきます。

アンソン：何も心配することはございません。民衆は、陛下の味方でございますよ。

ＧＭ：「そうなのか？　みな、余が軍を率いるのを見て不安に思っているのではないか？」

ナーシア：やっぱり、王様として責せき任にんを感じてるんだ。

エルザ：フィリップは賢かしこいだけに、よけい不安に思ってしまうでしょうね。

ナーシア：アンソンが、ちゃんとフォローしないと（笑）。

アンソン：分かってるよ、王国軍師だしね。

カテナ：フィリップ陛下を元気づけるため、何かイベントがほしいところ。

アンソン：（少し考えて）……じゃ、子供たちに応援してもらうというのは？

エルザ：そっか、子供たちは普ふ通つうに騎士とか応援しますよね。

ＧＭ：そうですね、かっこいい騎士や兵隊を応援する子供たち、特に男の子は目をキラキラさせてフィリップを応援していますよ。




　弱じやつ冠かん一三歳さいの国王が戦争の指し揮きを執とると聞けば、大人たちは不安になる。

　しかし、子供たちは違う。

「王様がんばれー！」

　幼おさない声が、自分たちと変わらぬ年代の少年王を応援する。

　彼らは、純じゆん粋すいにフィリップ軍を応援し、勝利を信じているのだった。




アンソン：じゃあ、陛下に「あそこにいる子供たちに手を振ふってご覧らんなさい」と言おう。小さい子供なんかは、歳としが近いぶん出陣するフィリップを素す直なおに応援してるだろうから。

エルザ：自分と比くらべそんなに歳が変わらないんなら、応援したくなっちゃいますよね。

ＧＭ：では、フィリップが手を振ふると、子供たちは喜んで「王様万ばん歳ざい！」と大きな声で叫さけびます。

アンソン：ご覧なさい、陛下。子供たちはみな陛下の味方ですよ。

ＧＭ：すると「余は大人たちの声ばかり聞いていた。自分と同じかそれより幼い世代のためには余がしっかりとしないといけないな」と、元気を取り戻したようです。

アンソン：その未来ある子供たちのためにも、何か応こたえてやってください。

ＧＭ：「わかった、そうしよう」そう言って、フィリップは腰こしの剣けんを抜ぬき、天に掲かかげます。




「グラスウェルズ王国の未来のために、勝利を！」

　フィリップ王は、あらんばかりの声で勝利を誓ちかった。

　簡かん素そな言葉ではあったが、それゆえに力強く、自信に満ちているように映うつった。

　不安の声を上げていた大人たちも、拍はく手しゆと声援で少年を讃たたえ、それが伝でん播ぱしていく。

　何より、子供たちの眼まな差ざしが、フィリップに自信を与あたえたようだった。




一同：おおお～！（拍手）

アンソン：たいへん見事な振ふる舞まいでした、陛下。

ＧＭ：「みなから応援されたのだから、ちゃんと王らしくしないとな」と、少し照れたような表情で言います。

エルザ：さすがですね。

ゼパ：これで、出陣前に決意表明はできたのう。

エルザ：ですね、きっと白竜騎士団も盛もり上あがっていると思います。

アンソン：そうだ、この際さいアンリに向かって手紙とか送ってやろう。王に逆さからう反はん逆ぎやく者しやめ、臆おく病びようなお前の事だから戦う前に降こう伏ふくしたら許ゆるしてやるとか、そんな感じで馬ば鹿かにするヤツ。

ＧＭ：伝令を用意すれば届とどけさせますよ（笑）。

アンソン：では、さっそく（笑）。

ナーシア：本当に準備するんだ（笑）。

アンソン：もちろんだとも。

ＧＭ：ともかく、フィリップ王が出陣で勝利を誓ったことで民衆は大いに盛もり上あがります。その様子をレアノールが宮きゆう殿でんのバルコニーから心配そうに見守っています。

ナーシア：では、振ふり返かえってレアノールに「大だい丈じよう夫ぶ」と視線で答えます。

ＧＭ：果たしてレアノールはナーシアの視線を感じることができたのか？　……というところで、このシーンを終了しましょう。







◆Middle 08◆ソルトベリーの戦い




　帝紀八一三年一〇月一五日　ソルトベリー平原

　ベルクシーレより軍ぐん勢ぜいを率ひきいて出しゆつ陣じんしたフィリップは、叔お父じであり、この内ない乱らんの首しゆ謀ぼう者しやでもあるアンリへと使者を送った。

「余よは伝でん統とうある白竜王国の王として出陣した。もしエダム公が王位を簒さん奪だつする気き概がいを持つというなら要塞に引ひき籠こもったりせずに対決するがよい。その程てい度どの誇ほこりも持たぬならやむを得ぬ。国内外に腰こし抜ぬけ振ぶりを喧けん伝でんさせていただく」

　辛しん辣らつなアンソンが起草した文書はアンリを激げき怒どさせた。

　だが、そこで激発するほどエダム公は子こ供どもではなかった。

「この書しよ状じようにどのような意味があるのか？」

　アンリは軍ぐん師しエラクタスの意見を仰あおいだ……。




ＧＭ：では、フィリップ国王軍はエグベルト要塞の南方にある平原に出陣します。名前は、ソルトベリー平原です。

一同：はい！

ＧＭ：もちろん、このシーンは全員登場。場所はソルトベリー平原となります。

アンソン：アンリの籠こもっている要よう塞さいがある山のふもとだね。

カテナ：大軍を展てん開かいできるくらい広い平原があるということですね？

ＧＭ：はい、その通りです。そしてみなさんが平原に布陣する前に、まずはエゼルバルド・バイゴットがみなさんの策さくを実じつ現げんするために出立します。エゼルバルドはかなり不安そうな顔をしておりますが、何か言うことはありますか？

カテナ：我われ々われを信じろ。

ＧＭ：「む、カテナが言うならば信じよう。……できる限かぎり、早く戻もどってくるから、持ちこたえてくれ」

カテナ：もちろんだ。

ナーシア：……ではここで。

アンソン：うん。ここだね。

ナーシア：ギルドスキル、《偽ぎ装そう情じよう報ほう》を使います。アンリ軍の背はい後ごに別働隊を配置して、それを隠かくします。

ゼパ：さあいよいよなのじゃ！

ＧＭ：では、こちらはエラクタスが《偽装情報》を看破できるかの判定をします。ファンブル以外は看破成功となります。

アンソン：逆に言うと、ＧＭがファンブルを振ると、看破できずに作戦が失敗に（一同笑）。

カテナ：せっかくの計画がすべておじゃんになってしまう（笑）。

エルザ：敵てきの成功を祈いのるなんて変な気分ですね。




　果たしてアンソンはどんな策を仕掛けたのか？

　その結果はこの直後に！




ＧＭ：（ダイスを振る）あ、片かた方ほうは１。

一同：ええっ!?

ＧＭ：ですが、もう片方が６でした（笑）。ファンブルではなかったので、エラクタスは《偽装情報》を看破しました。

ナーシア：よ、よかったぁ……（笑）。

ＧＭ：それでは判定の結果に基づいて演出をします。




　アンリは立てこもった要塞の中にしつらえた執しつ務む室しつに、軍師エラクタスを呼んだ。

　アンソンが送りつけてきた挑ちよう発はつ状じようの意味を問うためである。

　斥せつ候こうからの情報を元にフィリップ野戦軍の様子をうかがっていたエラクタスは、しばらく考えたあと、彼らにとっての王の問いに答えた。

「アンリ陛下、フィリップの軍はなにやら策さくを弄ろうしている様子です」

「策だと？」

「はい。恐らく目の前のフィリップが率いる部隊に注意を惹きつけている間に、別働隊が我が軍の後背を脅おびやかす策だと思われます」

「なるほど。せこい策を考えたものだ。しかも見破られてしまうとはみっともない……」

　そこまで言ったところで、アンリは何かに気がつき、エラクタスに問うた。

「それで、フィリップのいる本隊は何人残っている？」

「左さ様よう、兵たちの集めた情報によれば五千人ほどかと」

　その言を聴いたアンリは、目を輝かせて言った。

「ということはフィリップの小僧はわずか五千の手勢で、我が軍の前にいるのだな……」

　それを聴いたエラクタスはアンリをいさめた。

「お止めください！　そんな危険なことをしなくてもベルフト殿下の軍が来れば確実に勝てるのですぞ！」

　しかし、アンリの心にエラクタスの言葉が響くことはなかった。

「だが、ベルフトの軍が合流する前にフィリップを叩いてしまえば、あのような危険な猛獣に借りを作る必要がなくなる。……違うか？」

　アンリの言は一面の事実なので、優秀な軍師であるエラクタスは反論ができなかった。

　エラクタスのその様子を見て、アンリは満足げに頷いた。

「よし、こちらも出陣だ。フィリップに、目にものを見せてくれる！　出立は夜！　夜明けには、陣を完全に展開するぞ！」

　そして、最後に誰にも聞こえないように小さな声でつぶやいた。

「……戦いくさ上じよう手ずだった兄上。その子を討ち取れば、余が王たるに何なん人ぴとも異いを唱となえることはできぬ……」




　もうお分かりだろう。アンソンが思いついた作戦とは、《偽装情報》を使って、敵の軍師に策をわざと見破らせ、相手の油断を誘うというものだ。

　エゼルバルドの別働隊は、迂回して別ルートで要塞へ向かって進軍する。その別働隊の存在を《偽装情報》で隠すが、これを軍師エラクタスは必ず見破る。すなわちフィリップのいる本隊には、わずか五〇〇〇の兵しかいないことを敵が知るということなのだ。策を見破って、相手をあなどったアンリ軍は必ず要塞を出てくる。そこにこの作戦の鍵があった。

　ただし、伏兵を隠すことができたわけではないので、実際に五〇〇〇の兵力で一〇倍のアンリ軍と交戦しなくてはいけない。迂回した別働隊がもどってくるのが間に合えば、勝機をつかめるだろうという、リスクも大きな作戦なのである。

　なおこの別働隊の動向は、大規模戦闘のＦＳ判定のイベントに反映してある。
















ＧＭ：……そんなわけで、アンリは見事に皆さんに釣り出されました。

一同：よかったー！（笑）

カテナ：予想通りだ。ベルフトと合流する前にフィリップ陛下を討ち取れるかも知れないという誘ゆう惑わくには勝てなかったようだな。

エルザ：それにしても、アンリってお兄さん――フィリップ陛下のお父様――にコンプレックスがあったんですね。

ＧＭ：そういう設せつ定ていです。必ずしも王の器うつわがないとも言えないのですが、優秀でみなに尊そん敬けいされ、武ぶ人じんとしても優秀だった兄と比くらべて、自分の戦下べ手たに劣れつ等とう感かんがあった。そこをバルムンクにつけ込こまれたわけです。

アンソン：なるほどね。

ゼパ：ある意味、かわいそうな人なのじゃ。

カテナ：だが同どう情じようには値あたいしない。けっきょくのところ自分の欲よくのために国中の人間に迷めい惑わくを掛かけているんだ。それだけでも王の資し格かくはない。

ナーシア：……それにしても、バルムンク許ゆるすまじ。

アンソン：そうだな。あとは仕上げをご覧ろうじろってことで。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一三年一〇月一六日夜明け　ソルトベリー平原




　朝日がグラスウェルズの大地を照らし出す。

　日にち没ぼつ前にはいなかったはずのアンリ軍五万人の兵を川の向こう側に見つつ、アンソンはニヤリと笑った。

「……ようし。これでよし」




アンソン：……なんだか、こっちの方が悪役っぽくないか？（笑）

ナーシア：……気にしたら負け。

ゼパ：我々には愛がある！　だからこっちが正せい義ぎなのじゃ!!

アンソン：まあ、そういうことにしておくか。……そろそろ対たい応おうしないといけないしね。

エルザ：（棒ぼう読よみで）「アンリ軍急きゆう襲しゆう～、フィリップ様はお守りするのよ～」（笑）

カテナ：いくら何でも白々しすぎるだろう、それは（笑）。

ＧＭ：では大だい規き模ぼ戦せん闘とうへと移うつりたいと思います。




大規き模ぼ戦闘ルール

　読んで字のごとく、大規模な戦闘を表ひよう現げんするためのルールである。

　おもに戦争を表現することになるわけだが、戦せん略りやくや政せい略りやくよりはもっと限げん定てい的てきに、かつＰＣが活かつ躍やくできる場面をＴＲＰＧとして表現することを目的としている。

　通つう常じようの戦闘ルールのようにラウンド進行で戦闘を処しよ理りしていくが、同時にＦＳ判定（後こう述じゆつ）を進行させることで、戦せん況きようの推すい移いについても再さい現げん可か能のうとなっている。

　詳くわしいことは、この後本文の進行に合わせ必要に応おうじて解かい説せつする。




ＧＭ：まずはアンリ軍の構こう成せいを発表します。




●アンリ軍

代表者名：アンリ・グラスウェルズ

動員人数：五万人＋幻げん竜りゆう騎き士し団だん五百人

戦団レベル：14

戦力：[image: 168]

　動員人数：[image: 162]

　ＮＰＣ：アンリ：±０／〝木槌ギヤベル〟のエラクタス：±０／ロッソ：＋２／ビアンコ：＋４

ＮＰＣ参戦数：４

戦場スキル：《暗あん殺さつ》《伏ふく兵へい》《一いつ騎き駆がけ》




ＧＭ：そして、この戦争に勝つためのＦＳ判定は次のとおりです。




●ＦＳ判定

名めい称しよう：アンリ軍の撤てつ退たい

終しゆう了りよう条じよう件けん：５ラウンド経けい過か

判定：【知力】

難なん易い度ど：18

完かん了りよう値ち：16

支し援えん判定：任にん意いの能のう力りよく値ち




ナーシア：【知力】!?　私わたしには無理！（笑）

ＧＭ：なお、進行値が８になりますと、みなさんの仕し掛かけた策が発動します。

アンソン：よし。まずは８目指してがんばるぞ！




ＦＳ判定

　フォーカスシステム判定の略りやく。判定を一回のダイスロールで済すませずに、ラウンド進行を用いて段だん階かい的てきに進めていく特とく殊しゆな行こう為い判定のこと。ラウンド進行で管理するため、戦闘ルールの進行と同時に進めていくことができる。

　判定はＧＭが指定した能力値を用いるが、それ以外の能力値で判定をして、他人の判定を助けることもできる。これを支援判定という。




ＧＭ：ＦＳ判定の進行値が８まで進むと、エゼルバルドが一万五千の兵を率いて戻ってきて、戦力が61増ぞう加かすることとします。

一同：はい。

エルザ：それで、このＦＳ判定に成功すれば勝ちなんですよね？

ＧＭ：はい。細かい勝利条件はのちほど説明しますが、このＦＳ判定に成功すると、アンリ率いる北軍の敗はい北ぼくが決定し、敗走を始めます。

ゼパ：了りよう解かいなのじゃ。

ＧＭ：先に言っておいた方が面おも白しろそうなので言っておきますが、８に達する前に、進行値が２と５の時点で、イベントが発生します。

エルザ：イベント？

カテナ：……途と中ちゆうで判定の能力値が変わるとか？

ＧＭ：はい。なにが起こるかはイベントが発生したときのお楽しみ、ということで。続いて、戦場の状じよう況きようと勝利条件です。




●フィールドの解説

フィールドタイプ：野戦

地形効こう果か：なし




ＧＭ：さらに敵てき陣じんには戦場オブジェクトの長ちよう距きよ離り砲ほう・改が配はい備びされているのも見えます。

アンソン：ほらっ！　やっぱりビームあるじゃん!!（一同爆笑）

ＧＭ：ビームじゃありません（笑）。本陣にいるキャラクターを直接狙える戦場オブジェクトです。

ナーシア：……それって、フィリップを狙ってる？

ＧＭ：たぶん。

カテナ：長距離砲か……戦場オブジェクトを破は壊かいできる《破壊工作》を持って行きたいな。




●勝利条件の提てい示じ

▼勝利条件

・ＦＳ判定に成功する

・敵の戦力を０にする

▼特別勝利条件

・アンリを戦闘不ふ能のうにする

▼敗北条件

・戦力が０になる

・ＦＳ判定に失敗する

・ＰＣ全員が戦闘不能もしくは死し亡ぼうする

▼特別敗北条件

・フィリップの戦闘不能もしくは死亡

・フィリップがフィールド上に存在しない




エルザ：敗北条件の「戦力が０になる」ってどんな状態ですか？

カテナ：フィールド上のキャラクターが戦闘不能になると戦力が減る。ただし、ＰＣの軍団は、基本的にはＰＣしかフィールド上に配置されることはないんで、戦力が０になることはない。

ＧＭ：ＮＰＣの軍団は、毎ラウンドの最初に次々とユニットがフィールドに配置されますから、これをどんどん戦闘不能にすれば、いずれ戦力が０になるわけです。まぁ、敵が全滅した、ってことでしょうね。

エルザ：なるほど。

カテナ：……まぁ、我々全員が戦闘不能にならなければ、問題はない。

アンソン：あと、ＦＳ判定は時間制限があるので、それを過ぎるとＦＳ判定が失敗になって敗北。今回は５ラウンドだね。

ＧＭ：今回の敗北条件で一番危険なのは、やっぱりフィリップですよ。フィリップが戦闘不能になると即敗北です。

カテナ：フィリップの扱いは？

ＧＭ：エキストラです。１点でもダメージを受ければ死亡。基本的に、判定も行動もしません。毎ラウンドのセットアップごとに、配置する場所はプレイヤーが決めてかまいませんが、基本的に移動はしません。

アンソン：まぁ、本陣に配置する以外の選択肢はないな。

ナーシア：この「フィリップがフィールド上に存在しない」っていうのは？

ＧＭ：大規模戦闘ルールでは、ＰＣの軍団に所属するＮＰＣは、基本的にフィールドに配置しません。でも、フィリップは必ず配置しなくてはいけない、ということです。

カテナ：配置しなければ、守らなくてもいいからね（笑）。

ＧＭ：そういうことです。フィリップを守りながらの戦いになることは覚悟の上だと思いますので。

ナーシア：……もちろん。

ＧＭ：ただ、フィリップがフィールドにいると、ひとつだけいいことがあります。オリジナルの戦場スキル《天衣無縫・改》を一度だけ使ってくれます。




《天衣無縫・改》

　セットアップに使用する。そのラウンドの最後まで、戦団のキャラクターは、ＦＳ判定の進行値への、戦力差によるペナルティを受けない。




アンソン：おお、これは頼もしい。

ナーシア：どういうこと？

カテナ：簡単に言うと、不利な状況でもペナルティなしにＦＳ判定ができるってこと。

ＧＭ：後ですね、これは確認です。




《テレポート》

《テレポート》を使ってシーンから退場することは可能。ただし、敵軍のフィールドにマーキングを行なうことは不可能とする。




アンソン：むむ、お得意の戦法が封じられたか！

カテナ：大規模戦闘ルールは、移動が抽象化されているのでこういうルールになってます。

ナーシア：アンソンが《テレポート》を使ってフィリップと共にシーンから退場すると？

ＧＭ：大規模戦闘ルール上の敗北条件が満たされて、戦争は敗北します。フィリップは死にませんが。

カテナ：つまり、ストーリー上、フィリップは落ち延びることができるが、アンリとの戦争には敗北するということだな。

アンソン：それでも、一応はレアノール様に対して顔は立つかな。

ナーシア：……最後の手段ね。

エルザ：でもレアノールさんプライド高いから、身の上を儚んで自害しかねませんよ。

ＧＭ：そうですね。

アンソン：ある意味面白い。グラスウェルズ王国、完全崩ほう壊かい。アンリ・ベルフト王国樹じゆ立りつ（笑）。

ＧＭ：それは否ひ定ていしませんが、これを受けてストーリーを展開させねばならない無印シリーズのＧＭ――菊池さんが大変になるんじゃないですかね？（笑）

アンソン：……今のなし！　何が何でも戦争に勝とう！（笑）

ナーシア：アンソン変わり身早すぎ！（笑）

ＧＭ：では、持って行く戦場スキルを選せん択たくしてください。

カテナ：敵が《暗殺》を持っているのが厄やつ介かいだな。使われると、フィリップが一気に戦闘不能にされてしまう。

アンソン：そうか、アンリ軍の戦場スキルの意味がやっとわかったよ。




《暗殺》

　敵の戦団のキャラクターひとりを戦闘不能にする。




《一騎駆け》

　自分の戦団のキャラクターひとりを敵の本陣へ移動する。




《伏兵》

　自分の戦団のキャラクターひとりを任意のフィールドへ配置する。




アンソン：つまり、本陣に配置されるであろうフィリップを狙ってのことなんだな。

ＧＭ：その通りです。《暗殺》は判定もないので、スキルが発動したら、即敗北ですからね。

アンソン：《策さく謀ぼう看かん破ぱ》を持って行って、これで打ち消すしかないな。

カテナ：そうだね。それから、進行値のことを考えるならば、《堅けん守しゆ防ぼう衛えい》を持って行きたい。

ゼパ：１ラウンドに１回、進行判定で進行する値が＋１されるからのぅ。

アンソン：あとは、振ふり直しができる《不ふ撓とう不ふ屈くつ》とか持って行きたいな。

ナーシア：……アンリを《暗殺》で排はい除じよしたい（笑）。

カテナ：このギルドには《グランドマスター》を取得しているＰＣがいないから、《暗殺》は取得できない（笑）。

ナーシア：アンソン！　軍師なのに使えない子！（笑）

アンソン：使えない子って言うな！（笑）

カテナ：長距離砲・改のことを考えると《不撓不屈》より、《破壊工作》を持って行った方が良さそうだ。

ゼパ：長距離砲のダメージはどのくらいじゃ？

カテナ：４Ｄ＋10点だったはず。

アンソン：平へい均きんで24点ダメージか。それなら、《プロテクション》使えば、全然脅きよう威いじゃないぞ？

カテナ：だが、長距離砲・改となっているぞ？　どうカスタマイズされてるか、皆かい目もく見当もつかない。

アンソン：厄介な敵が戦場スキルひとつで戦闘不能になると考えれば、それなりにお得とく感かんがあるか……。やっぱり、《不撓不屈》は諦あきらめて、《破壊工作》を持って行こう。

ゼパ：ワシのシックルチェインの出番かと思ったのじゃがのう（笑）。

アンソン：ゼパは行動値遅おそいから、破壊する頃ころにはこっちはダメージ食らってるって！（笑）

ゼパ：それもそうじゃのう（笑）。

カテナ：では、持って行く戦場スキルは、《策謀看破》《堅守防衛》《破壊工作》にしよう。

ＧＭ：それでは、フィリップ軍のデータは次のようになります。




●フィリップ軍

代表者名：フィリップ・グラスウェルズ

動員人数：二万人（初期は五千人）

戦団レベル：11

戦力：[image: 149]（初期は88）

　動員人数：[image: 108]（初期は54）

　ＰＣ：30（５（19レベルＰＣ）×５＋５（上級クラス取得ＰＣ数））

　ＮＰＣ：フィリップ：±０／エゼルバルド：＋７（初期は不在）／

　　　　　アーネチカ：＋２／ベイヴ：＋２

ＮＣＰ参戦数：４

戦場スキル：《策謀看破》《堅守防衛》《破壊工作》




アンソン：おっ、我が軍には知らないＮＰＣが参戦しているぞ！（笑）

ＧＭ：読者からの応援ですよ。紹介しますね。




ベイブ（15歳／男／ドゥアン　投稿者：岐阜県　木方優太さん）

　白竜騎士団に所属しているドゥアン（有角族）の若き騎士。騎士団長であるエゼルバルド・バイゴットに憧れている。グラスウェルズの片田舎の出身から白竜騎士団に入団したのは、幼い頃に兵士として徴兵された父から、上官であったエゼルバルドのことを聞かされて育ったことがきっかけ。父はクレスト諸島で戦死したが、その父に恥じないよう日々鍛錬を欠かさない純真な若者である。




[image: ]




カテナ：エゼルバルドに憧れているのか（笑）。

エルザ：でも、15才ですよ。

ＧＭ：本格的な戦争は初めてかもしれませんね。

アンソン：よし、君は別働隊だな。バイゴット団長に遅れないようについて行くんだ。

ＧＭ：「はっ」と、敬礼します。ガチガチに緊張してます。

ナーシア：……もうひとりは？




アーネチカ（35歳／女／ヒューリン　投稿者：埼玉県　群青海さん）

　王妃レアノールのひとつ違いの従姉妹。レアノールが宮廷に憧れて輿こし入いれしたのとは対照的に、貴族の実家を飛び出して山師のような生き方をしている。気きっ風ぷのいい姉御肌でレアノールとは正反対の性格をしているが、本当の姉妹のようにして育った頃からの友情は今も続いており、一時的に幻竜騎士の称号をもらって駆けつけた。
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エルザ：レアノールの従姉妹なんだ！　あの人にも心から信頼できる友だちがいるんじゃないですか。よかったなー。

ＧＭ：こういう投稿はうれしいですね（笑）。

アンソン：よし、君は本陣だな。フィリップ陛下をお守りするんだ。レアノール様のためにもね。

ＧＭ：「はい。命にかえましても」と、礼をします。

エルザ：よーし、なんか勝てるような気がしてきました！

一同：おーっ!!

ＧＭ：では、最後にキャラクターの配置です。まずはアンリ軍は……。




●敵軍の配置

前線：ビアンコ、白竜騎士団Ａ、Ｂ、Ｃ

中ちゆう衛えい：ロッソ、白竜魔法騎士団Ａ、Ｂ、長距離砲・改

本陣：アンリ、〝木槌ギヤベル〟のエラクタス




ＧＭ：なお、毎ラウンドのセットアッププロセスで、前線に白竜騎士団が三体、中衛が白竜魔法騎士団二体となるように補ほ充じゆうされます。では次に、ＰＣ側の配置を相談して決めてください。

カテナ：中衛を放ほう棄きする？　わたし、エルザ、フィリップは本陣に配置が確かく定ていとして……。

ナーシア：私は前線かな。

アンソン：僕ぼくも前線に出た方がいいか？　ナーシアをかばう役が必要そうだ。

カテナ：それはそうなんだが……本陣側にも、かばう役が必要だ。ゼパをどこに置くか……。

ゼパ：《伏兵》と《一騎駆け》への対たい抗こう策さくじゃな。中衛を放棄すれば、前ぜん衛えいにいても本陣にいても、どっち側も《カバームーブ》でかばうことができるのじゃ。

アンソン：じゃあ、雑ざ魚こから集中砲火を食らう前線にいてもらう？　《伏兵》と《一騎駆け》は《カバームーブ》で対たい処しよしてもらうってことで。

カテナ：しかし、向こうが《エンカレッジ》とかを使ってくると、フィリップの命が危あやういぞ。わたしやエルザが身を挺ていしてかばってもいいのだが、その場合、ＦＳ判定が進行しないから、いつまで経たっても戦況が不利なままだ。

アンソン：……じゃあ、僕が本陣でフィリップ陛下をかばう役で、集中砲ほう火かを食らう前線はゼパに出てもらうか……。




●自軍の配置

前線：ナーシア、ゼパ

中衛：なし（フィールド崩ほう壊かい）

本陣：フィリップ、カテナ、エルザ、アンソン




アンソン：ロッソやビアンコが何の武器を持っているかくらいは教えてもらえません？　見れば分かると思うんで（笑）。

ＧＭ：ロッソが持っている武ぶ器きは、チェインブレイドです。ビアンコはヘヴィハルバードを持っています。エラクタスは、ギャベルを持ってます。

ナーシア：ギャベル？

ＧＭ：裁さい判ばん官かんが持っている木き槌づちと言うと分かりやすいでしょうか。

ナーシア：なるほど。

ＧＭ：（配置を見て）う～ん。こちらの想定とは、アンソンとゼパの配置が違う……。

アンソン：そういうこともありますよ（笑）。




●第一戦場ラウンド

▼行動値（開始時）

　ナーシア　　　　　　　　38

　アンリ　　　　　　　　　38

　〝木槌〟のエラクタス　　38

　ロッソ　　　　　　　　　30

　エルザ　　　　　　　　　24

　白竜騎士団Ａ、Ｂ、Ｃ　　20

　ビアンコ　　　　　　　　20

　白竜魔法騎士団Ａ、Ｂ　　19

　カテナ　　　　　　　　　16

　アンソン　　　　　　　　10

　ゼパ　　　　　　　　　　10
















ＧＭ：では、まずはセットアッププロセス。ナーシアからになります。

ナーシア：《パワースマイト》。

ＧＭ：次は、アンリ。《エントリーマカブル》＋《ダンスマカブル》を、ビアンコへ。これで、ビアンコが行なう命中判定で、６の目が一個こでもあればクリティカルとなります。クリティカルするか、シーン終了まで持続しますよ。

ナーシア：ビアンコに狙ねらわれたら死んじゃう!?（笑）

ＧＭ：エラクタスもロッソも、セットアッププロセスは特に何もしません。

エルザ：では、わたしですね。《破壊工作》を使用します。〝黄金の狼おおかみ〟のみんながやってきて、長距離砲・改を破壊するという演えん出しゆつがいいんですが、どうでしょう？

ＧＭ：いい演出ですね。採さい用ようしましょう。




　戦場をくまなく見み渡わたしたエルザは、声を上げた。

「ツヴァイくん！　長距離砲をお願い！」

　呼こ応おうするようにして、戦場を三つの影かげが駆かけ抜ぬける。

　影は長距離砲に近づき、一気に破壊した。

「お前たち……！」

　驚おどろくカテナに向かって、三つの影は意い気き揚よう々ようと手を振ふった。

「カテナ隊長、助力に参りました！」

　それは、カテナのかつての部下。〝黄金の狼〟のツヴァイ、ダイン、ミリアだった。
















カテナ：「来てくれたのか……」と呟つぶやきます。

エルザ：もちろん！　……それに、苦く境きようにいるカテナ隊長を、放っておけるわけがないでしょう？（にこにこ）

カテナ：……すまない。いや、ありがとうと言うべきだな。あとで何かおごろう。

エルザ：ふふっ、期待してますよ♪

カテナ：やれやれ、高くつきそうだな（笑顔で肩かたをすくめる）。

ＧＭ：カテナがツヴァイたちと同じ戦場で戦うのは、かなり久ひさしぶり？

カテナ：そうですね。六年ぶりくらいになるでしょうか……。

エルザ：またカテナ隊長と共に戦うことができて嬉うれしいです。

ＧＭ：では、次。白竜騎士団は全員《グランディア》を使用して、武ぶ器き攻こう撃げきのダメージを上げます。

カテナ：次はビアンコか。何をしてくるだろうか。

ＧＭ：《インペレイティブ》で、《ホーリーフィールド》と《スロー》＋《ゴースロー》。《ホーリーフィールド》で防ぼう御ぎよ力りよくを上げ、《スロー》＋《ゴースロー》で範はん囲い（選せん択たく）の対象の行こう動どう値ちを落としますよ。

アンソン：どこのエリアを狙ねらう？

ＧＭ：前衛フィールド。ナーシアの行動値を下げれば、ダメージも下がるし。（ダイスを振る）魔ま術じゆつ判定で25です。

ゼパ：クリティカル以外避よけれないのじゃ。このままでは行動値が０になってしまう……（ダイスを振る）クリティカルなのじゃ！（一同笑）

ナーシア：《ダンシングヒーロー》。（ダイスを振る）22で回かい避ひ失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）ナーシアの行動値を17下げます。

ナーシア：行動値が21になりました。

ＧＭ：ナーシアは行動値がダメージに繫つながるから……１Ｄのダメージ減げん少しようにはなったか。次の白竜魔法騎士団は特になし。

カテナ：わたしの番か。アンリ軍の戦せん団だん識しき別べつをしておこう。（ダイスを振る）26です。




戦団識別

　大規模戦闘ルールでは、布ふ陣じんされている人員を見ることで、敵軍の規模や配置されているＮＰＣ全員の情報を知ることができる。これを戦団識別という。ただし、エネミー識別と異ことなり、エネミーレベルと属ぞく性せいしか知ることができない。




ＧＭ：その値あたいでは、識別できませんでした。

カテナ：くっ、しかたあるまい。

アンソン：次は僕。《インペレイティブ》で、《シャインストライク》と《コーデックス》＋《メンターアーツ》。

ゼパ：ワシはロッソに《プロヴォック》をしようかのぅ。（ダイスを振る）22なのじゃ。「ほっほっほ。青あお二に才さいが、どれほど戦えるというのかのぅ」

ＧＭ：（ダイスを振る）抵てい抗こう失敗。「ジジイのくせに何を言いやがる！」とロッソは標ひよう的てきをゼパに定めました（笑）。

ゼパ：ふふふ。鎖くさり鎌がまの本当の使い方を教えてやろうかのぅ（余よ裕ゆう）。

ＧＭ：フィリップの《天てん衣い無む縫ほう・改》はどうします？　１ラウンド目から使いますか？

カテナ：もちろん。最初がペナルティがきついから。

アンソン：では陛下、お願いします。

ＧＭ：では、セットアッププロセスの最後に、フィリップが《天衣無縫・改》を使用します。




　フィリップは立ち上がると、戦場にいる兵士たちに向かって語りかける。

「我われこそは、正統なるグラスウェルズ王、フィリップ。この戦いくさ、正義は我にあり！

　皆のもの、けっして臆おくする事なかれ！　我も、最後までみなと共に戦おうぞ！」

　王の言葉に、兵士たちの意気は高こう揚ようする。




ＧＭ：フィリップが士気を鼓こ舞ぶしたことにより、このラウンドは、進しん行こう値ちの増減に戦力の差によるマイナス修正が入らなくなります。

アンソン：了りよう解かい。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに入ります。

ナーシア：私の行動値が下がったから、まずはそっちからですね？

ＧＭ：はい。エラクタスが、戦場スキルの《暗殺》を使用して、フィリップを戦闘不能にしようとします。

アンソン：《策さく謀ぼう看かん破ぱ》。その《暗殺》を打ち消すぞ。

カテナ：ここは、せっかくだからアーネチカさんの演出としたらどうだ？

アンソン：それがいい！




　音もなく潜んでいた暗殺者が、フィリップを狙撃しようとする。

　その時、そばで控えていたアーネチカが、一瞬速くライフルの引き金を引いた。

「そこだ！」

　重たい一いち撃げきで暗殺者を地面へと沈しずめる。アーネチカは高らかに宣せん言げんした。

「フィリップ陛下には、指一本触ふれさせはしないよ！」




ＧＭ：ならば、今度はアンリが《伏ふく兵へい》を使用。白竜騎士団Ａをフィリップの元へ送おくり込こみます。
















エルザ：行動値を考えると、本当はロッソさんを送りたかったんでしょうけど……。

ゼパ：ワシに気を取られているから、送り込んでも無む駄だなのじゃ（一同笑）。

ＧＭ：はい、とても悔くやしいです（笑）。ロッソはゼパへ攻こう撃げきするしかない。マイナーアクションで《ホロウショット》を使い、対象の防ぼう御ぎよ力りよくを０に。メジャーアクションは《ダブルショット》です。

ゼパ：防御力が０じゃと!?

ナーシア：防御力がなくなったら、ゼパはただのお爺じいちゃんになっちゃう！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）しかも、命中はクリティカル！　エラクタスが《シーリィ》を宣言して、ダメージを＋30点します。

ゼパ：（ダイスを振る）６なので、クリティカルせず。回避失敗なのじゃ。

ＧＭ：《スーパートリック》も使います。（ダイスを振る）ダメージは[image: 154]点の物理ダメージです。

アンソン：《プロテクション》。《フェイタルアーツ》を使用します。（ダイスを振る）75点減少。「フィリップ陛下だけじゃない！　ゼパも守るぞ！」

ゼパ：《アイアンクラッド》。（ダイスを振る）21点軽けい減げん。58点ダメージが通ったのじゃ。

ＧＭ：「どうだ！　ダメージは０だなんて悠ゆう長ちようなこと言えないだろう！」

ゼパ：ううっ……！（痛いたいところをつかれた顔）

ＧＭ：では、二撃目。（ダイスを振る）ひとつの目が６なので、《ハードラック》を使い、命中をクリティカルにします。

ゼパ：またか……。

ＧＭ：はい。エラクタスが《シーリィ》を飛ばします。

ゼパ：（ダイスを振る）10で回かい避ひ失敗なのじゃ。

ＧＭ：《スーパートリック》も使います。（ダイスを振る）ダメージは[image: 146]点の物理ダメージです。

アンソン：《プロテクション》。（ダイスを振る）43点軽減。

エルザ：今回は、《サモン・アラクネ》を飛ばします。ケセドの杖つえを使用します。（ダイスを振る）25点軽減。

ゼパ：わしも《アイアンクラッド》を使って……（ダイスを振る）20点軽減！　残りのＨＰが79点になったのじゃ……。

アンソン：これ、僕が狙ねらわれていたら戦せん闘とう不ふ能のうになっていたな。たぶん。

ゼパ：役立てたようで嬉うれしいのじゃ。

ＧＭ：ならば、次のイニシアチブプロセスで、ビアンコは《一いつ騎き駆がけ》を、ロッソが《アデンダム》を宣せん言げん。

ゼパ：本気でワシを落とす気じゃな！

ＧＭ：はい（笑）。ロッソは、マイナーアクションで《ホロウショット》、メジャーアクションで《ダブルショット》を使い、ゼパを狙ねらいます。（ダイスを振る）あまり目が良くないので、《ラストラック》で振り直し。（ダイスを振る）一撃目の命中は29。

ゼパ：（ダイスを振る）６で回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）74点ダメージです。

アンソン：《プロテクション》。（ダイスを振る）47点軽減。

ゼパ：《アイアンクラッド》。（ダイスを振る）25点軽減。２点ダメージを受けたのじゃ。

ＧＭ：これだけリソースをつぎ込こんでも２点しかとおらないの!?　（ダイスを振る）二撃目は、片方が６だったので、《ハードラック》を使って、クリティカルにします。もちろん、エラクタスは《シーリィ》を使用。

ゼパ：（ダイスを振る）回避失敗なのじゃ。

ナーシア：ゼパ、かばった方がいい？

ゼパ：《プロテクション》と《サモン・アラクネ》をもらえば何とかなると思うのじゃ。ダメージをどうぞ、なのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 120]点ダメージです。

アンソン：《プロテクション》。（ダイスを振る）40点軽減。

エルザ：《サモン・アラクネ》。ケセドの杖を使います。（ダイスを振る）23点軽減です。

ゼパ：《アイアンクラッド》。（ダイスを振る）26点軽減なので、31点ダメージを受けたのじゃ。残りＨＰが46点で、立っていられたのじゃ☆

一同：さすがゼパ様！

ＧＭ：ロッソは「やるな……ジジイ」とやり遂とげた男の顔をします（一同笑）。

ゼパ：ふふ……この戦いが終わったら、おぬしとはいい友人になれそうじゃ！（一同笑）

カテナ：こんだけ攻せめられたというのに、友人になりたいのか！（笑）

ゼパ：数少ない鎖くさり鎌がま使つかい同士じゃからのぅ。いろいろと語り合いたいのじゃ（笑）。

ＧＭ：では、エルザの番になります。

エルザ：ＦＳ判定に挑ちよう戦せんした方がいいですよね？

カテナ：そうだね。難易度は18で、このラウンドで挑戦できるのはわたしとエルザだけ。ふたりで進行値を８まで持って行くとなると、エルザには達たつ成せい値ち24くらい出してもらえるとありがたい。

エルザ：そうなると、ダイスの目で11以上は欲ほしい……。フェイトを使った方がいいかなぁ？

アンソン：僕が支し援えんをするという手もあるが、向こうの手がすべて明かされたわけじゃないから、できれば未行動状態でいたい。

エルザ：了解。フェイトを２点入れて４Ｄで挑戦しましょう。（ダイスを振る）達成値は27。

ＧＭ：難易度との差が９。そうなると、進行値は４進み……。

カテナ：《堅けん守しゆ防ぼう衛えい》を使おう。ここで、進行値を５まで押おし進すすめる。

ＧＭ：では、イベントがふたつ発生します。まずは進行値が２の時点で、アンリ軍の戦意が高揚します。アンリ軍のＮＰＣが判定する際さい、ダイスが＋１Ｄされます。

アンソン：おお、ロッソの行動のあとで良かった（笑）。

カテナ：間の悪い男だな、ロッソ（笑）。

ＧＭ：そして、進行値が５の時点で、アンリ軍が激はげしく攻めてきます。ＦＳ判定に使用する能力値が【精せい神しん】になり、難易度が20に跳はね上あがります。




　アンリの声が戦場に響ひびき渡わたる。

「いいか、フィリップ軍はたった五千の兵しかおらん！　一気に攻めれば、ひとたまりもないぞ！」

　その言葉を受け、アンリ軍は戦意を新あらたにする。




アンソン：……【精神】判定ならば、装そう備びの都合で、ゼパより僕の方が得意。もしかして、これはいい配置だったかもしれない。

ＧＭ：さて、それはどうですかね？　ここから、アンリ麾下の白竜騎士団の猛もう攻こうが始まりますよ。「フィリップ様のお命頂ちよう戴だいつかまつる！」

アンソン：フィリップ陛下は僕が守まもり抜ぬいてみせる！

ＧＭ：では、白竜騎士団Ａの攻撃。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》＋《リバウンドバッシュ》。本ほん陣じんフィールドにいるキャラ全員が攻こう撃げき対象になります。

一同：何だって!?

アンソン：しまった！　僕は《アラウンドカバー》がない……！

ゼパ：ワシがおらんから、カテナとエルザをかばうことができん！

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は26です。

エルザ：クリティカルするしかないですね。（ダイスを振る）あ、クリティカルで回避成功♪

カテナ：ミスティックガーブを使おう。フェイトも２点使うぞ。（ダイスを振る）33で回避成功。

アンソン：（ダイスを振る）回避失敗。《カバーリング》でフィリップ陛下をかばいます。

ＧＭ：《フロンタルアサルト》を使います。これで、14Ｄ＋59点ダメージ。（ダイスを振る）94点の物理ダメージ。

エルザ：《サモン・アラクネ》。24点軽減です。

アンソン：（計算して）33点と57点のダメージを受けることになるのか。片方に《プロテクション》を張はろう。（ダイスを振る）40点軽減。最終的に、50点ダメージを受けたぞ。

ＧＭ：次はビアンコ。マイナーアクションで《ブルヒット》、メジャーアクションで《バッシュ》＋《リバウンドバッシュ》。

一同：またかー！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は32です。

エルザ：（ダイスを振る）回避失敗。

カテナ：（ダイスを振る）３で回避失敗。

アンソン：（ダイスを振る）回避失敗だ。

ＧＭ：では、《パニッシャー》を使用して、ダメージを66点上乗せします。ダメージは[image: 150]＋９Ｄになります。

カテナ：これは厳きびしい。でも、この攻撃をしのいで、かつ、アンソンが行動済ずみにならない方法を考えないと……。

アンソン：……エルザが《サモン・アラクネ》を飛ばしてくれれば、この一撃だけは、何とか耐たえられる。しかし、フィリップ陛下をかばえるほどのＨＰの余裕がない。

ゼパ：《カバームーブ》を飛ばすと、今度はワシが倒たおれるやもしれん。

カテナ：（しばらく考えて）なら、《ガーディアン》でフィリップを守ろう。わたしは、生命の呪じゆ符ふを飛ばせば問題ない。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 181]点ダメージ。

エルザ：《サモン・アラクネ》。（ダイスを振る）22点軽減。

アンソン：自分へ《プロテクション》。（ダイスを振る）41点軽減。物理防御力も引くと、受けるダメージは81点。……うん、立ってられたぞ。

カテナ：フィリップへのダメージは《ガーディアン》で０に変へん更こう。自分は生命の呪符を飛ばして、立ち上がります。

エルザ：わたしも生命の呪符を使います。

アンソン：ヒヤリとしたけど、何とかしのげた！

ＧＭ：しかし、まだこちらの番ですよ。次は、前衛フィールドにいる白竜騎士団Ｂ。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》＋《リバウンドバッシュ》。対象は前衛フィールドにいるふたり。（ダイスを振る）、命中は22。

ゼパ：（ダイスを振る）回避失敗なのじゃ。

ナーシア：《ダンシングヒーロー》を使います。（ダイスを振る）28だから、回避成功♪

ＧＭ：《フロンタルアサルト》を使います。（ダイスを振る）[image: 112]点ダメージです。

アンソン：ゼパへ《プロテクション》。（ダイスを振る）39点軽減。

エルザ：ケセドの杖つえを使って、《サモン・アラクネ》を使用。（ダイスを振る）24点軽減です。

ゼパ：（計算して）……ふ。ダメージは０じゃ！（一同笑）　アンソン、エルザありがとう！

ＧＭ：では、今度は白竜騎士団Ｃ。先ほどと同じ攻撃をします。（ダイスを振る）クリティカル！　エラクタスが《シーリィ》を使います。

ナーシア：《ダンシングヒーロー》を使用。（ダイスを振る）回避失敗。

ゼパ：（ダイスを振る）出目４で回避失敗なのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 144]点ダメージ。

エルザ：《サモン・アラクネ》を飛ばします。（ダイスを振る）21点軽減です。

アンソン：ふたりへ《プロテクション》。（ダイスを振る）ゼパは43点、ナーシアは45点軽減だ。

ナーシア：《ナイフパリィ》で24点軽減して……46点ダメージを受けました。

ゼパ：《アイアンクラッド》。（ダイスを振る）19点軽減。11点ダメージを受けるのじゃが、まだＨＰが35点で立っておるぞ！

ＧＭ：しかし、まだ白竜魔法騎士団ＡとＢの攻撃があります。まず、白竜魔法騎士団Ａが、マイナーアクションで《ランニングセット》で《クラッシュバリア》と《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ダブルキャスト》で《ウォータースピア》。ゼパとナーシアに、〈水〉魔法を放ちます。しかも、魔法防御力を０で換かん算さんします。

ゼパ：う、もしかして、マズい？

アンソン：いや、僕とエルザが防御魔法を放てば、きっと問題ない。

ＧＭ：どうでしょうね？　（ダイスを振る）一発目の命中は27です。

ゼパ：（ダイスを振る）２ゾロ……回避失敗なのじゃ。

ナーシア：（ダイスを振る）回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）57点の〈水〉属ぞく性せいの魔法ダメージです。

エルザ：《サモン・アラクネ》。ケセドの杖を使います。（ダイスを振る）21点軽減です。

アンソン：《プロテクション》。（ダイスを振る）ゼパは40点、ナーシアは41点軽減だ。

ゼパ：ワシもナーシアも、ダメージは０じゃ（笑）。

ナーシア：私もゼパも、何もする必要がなかった（笑）。

ＧＭ：何!?（笑）　に、二発目。（ダイスを振る）命中は27です。

ゼパ：（ダイスを振る）回避失敗なのじゃ。

ナーシア：（ダイスを振る）私も避けられませんでした。

ＧＭ：（ダイスを振る）60点の〈水〉属性の魔法ダメージ。なお、１点でもダメージが通った場合、放心と回避判定にダイスマイナス一個このペナルティが入ります。

カテナ：《マリッド・ストリーム》を持ってるのか……。

アンソン：《プロテクション》。（ダイスを振る）ゼパは45点、ナーシアは……33点軽減（一同笑）。

ナーシア：その数すう値ちの差は何なの!?（笑）27点ダメージを受けて、放心と回避判定のペナルティを受けました。

ゼパ：《アイアンクラッド》。（ダイスを振る）25点軽減じゃから、ダメージは０じゃ☆

ＧＭ：こ、このままでは埒らちが明かない！　白竜魔法騎士団Ｂは、マイナーアクションは《マジックブラスト》、メジャーアクションは《レインボーカラー》でゼパとナーシアの属性を〈火〉に変へん更こうする。（ダイスを振る）命中は27です。

ナーシア：一応ダイスを振ります。（ダイスを振る）まぁ、当然回避失敗なんですけどね！（笑）

ゼパ：（ダイスを振る）ワシも回避失敗なのじゃ。

ＧＭ：では、ふたりの属性は〈火〉に変更されました。これで、〈水〉属性の魔法攻撃が当たれば大ダメージに……！

カテナ：次はアンソンとゼパだな。

アンソン：了解。ＦＳ判定に挑戦するぞ。念のため、フェイトを１点使って、ダイスの数を増ふやす。（ダイスを振る）出目は14。達成値は33。

ＧＭ：進行値が９まで上じよう昇しようしました。進行値が８を越こえましたので、お待ちかねのイベントが発生します。




　そのとき、地鳴りのような音と共に、遠方から戦団の影かげが近づいてきた。

　その正体に気付き、アンリの顔色が変わる。

「何だと!?　こんなに早く現あらわれるとは……想定外だぞ!?」

　同じタイミングで、アンソンは人の悪い笑えみを浮うかべていた。

「フィリップ陛下は無ぶ事じか!?」

　戦場に響ひびき渡わたったのは、戦団を率いる武ぶ将しよう、エゼルバルド・バイゴットのものだった。

　策士であるアンリの足をすくい溺れさせる。

　王国軍師アンソン会心の策が成った瞬間であった。
















アンソン：ようし。とりあえず、作戦は成功したみたいだ。

ゼパ：成功したのはめでたいが、酷ひどい作戦なのじゃ。

エルザ：相手の視し点てんで考えたらたまったもんじゃないですね。

カテナ：それだけのリスクは負っているからな。相手にとやかく言われる筋すじ合あいはないよ。

アンソン：そうそう。そういうこと。

エルザ：でも、よく思いつきますね。相手にわざと策を見破らせて、罠わなにはめるなんて。

アンソン：相手を「罠にはめた！」と思った瞬間には隙すきができるもんさ。

カテナ：こちらがさらに自分の仕掛けた罠で自じ滅めつする可か能のう性せいもあったわけだし。

アンソン：そうそう。エゼルバルドの隊が反転するのが遅おくれたら、策におぼれたのはこっちの方だったよ。

ＧＭ：それにしても、川かわ中なか島じま合かつ戦せんであった「上杉謙信うえすぎ・けんしんが武田信玄たけだ・しんげんの啄木鳥きつつきの戦法を見み破やぶる」というエピソードの、さらに裏うらをかいたバージョンになりましたね。




　川中島合戦と啄木鳥の戦法については、コラムを参照のこと。
















ＧＭ：まあ、兵法三十六計にも〝無中生有むちゆうにゆうをしようず〟や〝調虎離山はかつてとらをやまからはなす〟みたいに偽装して相手を油断させるタイプの策はありますからね。「アンリは勝てると思った状況で、しかもメリットがないと要塞を出てこない」、「ＰＣたちが仕掛けた策は基き本ほん的てきに敵てきの軍ぐん師しが見破る」というふたつの条件をクリアしたので、その策をＯＫとしたわけです。

エルザ：なるほど。

ゼパ：改めて聴きくと条件がシビアなのじゃ。

アンソン：まあ成功して良かったよ。……あとはこの戦闘に勝たないとね。

カテナ：その通りだ。まだ勝ったわけじゃない。

ＧＭ：では、エゼルバルド率いる別働隊がフィリップの隊を援えん護ごする形でアンリ軍に襲おそいかかります。

カテナ：ベイヴくんの演出も入れてあげてください（笑）。




　エゼルバルドに率いられた一万五千の白竜騎士団が、アンリ軍の側面から突撃する。エゼルバルドのすぐ後ろで剣を振るう一五歳のドゥアンの顔は、もはや少年ではない――――戦士のものだった。

　この瞬しゆん間かん、戦場の天秤は大きく傾いた。




ＧＭ：では、このイベントで戦力が変化します。




フィリップ軍の戦力：[image: 149]

アンリ軍の戦力：[image: 168]




カテナ：戦力の差による修正が、マイナス４からマイナス１に変わった。

ゼパ：次はワシの番じゃな。白竜騎士団Ｂに、マイナーアクションで《クローズショット》、メジャーアクションで《ダブルショット》。（ダイスを振る）一撃目の命中は35です。

ＧＭ：こっちはクリティカルでなければ避さけられない。

ゼパ：《スネイクビート》の効果で、回避のダイスはマイナス１じゃ。

ＧＭ：ああっ、そうか。それじゃダイスを振っても意味ないや。失敗です、ダメージどうぞ。

ゼパ：（ダイスを振る）57点の物理ダメージなのじゃ。

ＧＭ：ピンピンしてますよ。二撃目をどうぞ。

ゼパ：（ダイスを振る）二撃目の命中は23なのじゃ。

ＧＭ：回避失敗です。ダメージをどうぞ。

ゼパ：（ダイスを振る）ダメージは51点なのじゃ。

ＧＭ：全然問題ないです。鎧よろいが固いので、ほとんどダメージが来てません。

ゼパ：何じゃと!?（笑）

ナーシア：次は私。マイナーで《ピンポイントアタック》、白竜騎士団Ｂに攻撃。命中は35。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。ダメージをください。

ナーシア：（ダイスを振る）出目がいい！　96点ダメージ、防御力無む視しです。

ＧＭ：う～ん、惜おしい。けっこうダメージを受けましたが、まだ立ってます（笑）。

カテナ：次のラウンドに回したくない。なんとしてもこのラウンドでＦＳ判定をして、大規模戦闘を終わらせたいところだが……。

ゼパ：次のラウンドになって、敵から猛攻を受けると、耐たえられる自信がないのじゃ。

アンソン：僕とナーシアが《エンカレッジ》を使えばいいんじゃないか？

カテナ：じゃあ、本陣にいるアンソンへ《エンカレッジ》をかけてもらって、何としてでもＦＳ判定を終わらせよう。

ＧＭ：では、このラウンド最後のイニシアチブプロセスになりますが、どうしますか？

ナーシア・アンソン：《エンカレッジ》！

ＧＭ：では、ナーシア、アンソンの順に《エンカレッジ》が発動します。

ナーシア：《エンカレッジ》の対象は、アンソン。「……今が、押おし時。アンソン、兵へ指し示じを」

アンソン：では、ＦＳ判定に挑戦するぞ。フェイトを１点使用しておく。（ダイスを振る）達成値は29。

ＧＭ：進行値が４点上昇して、13になりました。アンリだけでなく、エラクタスも焦あせりの色を濃こくします。「こちらが押おされているだと!?」

アンソン：次は、自分の分の《エンカレッジ》が発動だ。もう一回ＦＳ判定に挑いどむぞ。

カテナ：進行値が３以上進めば終わるから、達成値は25以上を目指してくれ。

アンソン：了解。２Ｄで６以上が出ればいいんだから楽勝……（ダイスを振る）出目が４だと!?

ナーシア：あ～あ、やると思ってましたよ（笑）。

アンソン：うるさい！（笑）　フェイトを１点使って振り直し！　さらに、フェイトを１点使って、ダイスを増やすぞ！　（ダイスを振る）よし、今度は出目が９だ！

ＧＭ：では、これで進行値が16以上になりましたので、アンリ軍が瓦が解かいして敗走を始めます。
















　兵へい団だんの瓦解を目の当たりにし、アンリは呆ぼう然ぜんとその様さまをながめていた。

「こ、こんな馬ば鹿かな……！」

「しっかりしてください。アンリ様」

　エラクタスはアンリの腕うでを取り、立ち上がらせた。

「ここは一いつ旦たん退たい却きやくです。大だい丈じよう夫ぶ。あの要塞に戻もどってしまえば、ひとまずは安全でしょう」

「……う、うむ！」

　顔色を取り戻すアンリを見つめたあと、エラクタスは指示を飛ばした。

「全軍、退却！　要塞に戻り、態たい勢せいを立て直すぞ！」




　一方。勝利を収おさめたフィリップ軍本陣には、エゼルバルドが駆かけ込こんできた。

「カテナ！　無事か!?」

　エゼルバルドの第一声に、カテナはげんなりとした顔になる。

「わたしより先にフィリップ陛下の無事を確かく認にんする方が先だろう」

「も、もちろん、フィリップ陛下も心配だが……ほ、ほら、倒れるならカテナの方が先かと……」

「わたしならば問題ない」

「ふたりとも、話はなし込こんでいる場合じゃないだろ!?　アンリを叩たたきに行かないと。

　……フィリップ陛下、どうぞご指示を」

　ひざまずき、毅き然ぜんとフィリップを見上げるアンソン。

　強い眼がん光こうを受け、フィリップは力強く頷うなずいた。

「逆ぎやく賊ぞくたるアンリ・グラスウェルズを討うち、グラスウェルズの内乱を収おさめてみせよ！」

「承しよう知ちしました！」
















ＧＭ：五万の大軍を蹴け散ちらし、敗走するアンリ軍を追つい撃げきすることになります。ちなみに、アンリ軍の残ざん存ぞん兵へいは一万ほどです。

アンソン：将しよう軍ぐんたちはどうなった？

ＧＭ：ロッソとビアンコに関しては、捕ほ縛ばくできるかどうか、判定をしましょう。好きな能力値を使ってかまいません。難易度はそれぞれのレベルとします。ただし、ロッソとビアンコ、それぞれに対してＰＣひとりしか挑むことはできません。

ナーシア：……一対一の勝負というわけね。

ゼパ：みんなが良ければ、ワシはロッソを生いけ捕どりにしたいのじゃ。

ナーシア：どうぞ（笑）。

ＧＭ：ロッソは22が難易度となります。

ゼパ：【精神】を使って、フェイトを１点つぎ込こむのじゃ。（ダイスを振る）22ぴったりで成功（一同笑）。

ＧＭ：では、ロッソを捕縛できました。

ゼパ：足止めするのじゃ！　「罪つみを認みとめて、償つぐなうのじゃ！」

ナーシア：でも、クーデター起こしたんだから、死し刑けいになっちゃうんじゃ……？

アンソン：少なくとも、このままだと、連れん帯たい責せき任にんで一いち族ぞく郎ろう党とう裁さばかれることになるだろうな。

カテナ：ロッソが悔くい改あらためて、アンリ側の内ない情じようを暴ばく露ろすれば、一族の命くらいは助かるかもしれない。

ＧＭ：さて。ビアンコは28ですが、誰だれか挑戦しますか？

アンソン：僕は【精神】が19あるから、成功する可能性が高い。

カテナ：じゃあ、アンソン、がんばれ。

アンソン：フェイトを１点使って……（ダイスを振る）29で成功！

ナーシア：これは失敗する流れかと思っていたのに、成功するなんて……きくたけさんじゃないみたい（笑）。

アンソン：はっはっは。ビアンコは本陣に来てたから、そのまま兵士たちと一いつ緒しよに取り囲むぞ。「アンリ軍は敗走した。このまま戦いを続けても無意味だ！　投とう降こうするんだ！」

ＧＭ：ビアンコは「……若わか造ぞうが。言われなくとも、戦せん況きようくらい読めるわい」と言って、武ぶ器きを投なげ捨すてて投降します。

アンソン：アンリたちは？

ＧＭ：戦闘不能に追おい込こんだわけではないので、さすがにアンリたちは逃とう亡ぼうした、という扱あつかいになります。

ゼパ：さっきの演えん出しゆつもそんな感じじゃったしのぅ。

エルザ：ロッソさんとビアンコさんを捕つかまえられただけでもよしとしましょう！

ＧＭ：アンリたちは、残存兵一万と共に要塞に立て籠もることになります。では、シーンを終了します。







◆Middle 09◆怪あやしき女神官




　帝紀八一三年一〇月一六日　白竜神殿

　伝令から待ち望んでいた報を受け取ると、リシャールは自軍の兵に発はつ破ぱをかけた。

「アンソン率ひきいる南軍が、勝利を収めた。我々も神聖なる神殿を侵すふとどきなアンリ軍を蹴散らし、陛へい下かへの忠ちゆう誠せいを見せるぞ！」




ＧＭ：マスターシーンになります。リシャールがアンリ側の軍一万を蹴け散ちらし、それなりの数を捕ほ虜りよにし、神殿を押さえます。

アンソン：一応聞いておくけれど、タイミングは守ってくれたんだよね？

ＧＭ：はい。マスターシーンですが、ここにも読者キャラが登場します。




エリエ・アーミット


（20歳／女／ヒューリン　投稿者：千葉県　咲凪さん）



　グラスウェルズの名家出身。リシャールの副官として従軍している女騎士。グラスウェルズの多くの騎士がそうであるように、エリエもまたリシャールに憧れているもののひとり。だが、エリエは女性としてリシャールに恋心を抱いている。真面目な性格で、公私混同を嫌うため、秘めた想いと任務との間で思い悩むことがよくある。
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ナーシア：かーわいい（笑）。

エルザ：でも『無印』シリーズで採用されなくてよかったですよねぇ。

アンソン：どういう意味っ!?

エルザ：だって、鼻からリシャールですよ！（一同爆笑）




　副官のエリエがリシャールに告げる。

「フィリップ陛下の軍が、ソルトベリーにてアンリ軍を破りました」

「そうか、やっと動くことができるな」

　微笑むリシャールに、エリエは頰を染める。もちろん、誰にも悟られないように、あわててうつむくのを忘れなかった。

「全軍前へ！　アンリ軍を迎撃する」

　本気になったリシャールの前では、一万の軍勢など目ではない。

　さしたる時間もかけず、リシャールはアンリ軍を退け、〝名も無き古の神殿〟の前に立つ。

「私は幻竜騎士団団長、リシャール・クリフォード！　フィリップ陛下の命により、こちらへ参った。どうか、神官長殿にお目どおり願いたい」

　神殿内に、リシャールの凛りんとした声が響ひびき渡わたる。

　ややあって、若わかき女神官が出で迎むかえに出てきた。

「逆ぎやく賊ぞくを討うっていただき、ありがとうございます」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみをした女神官は、笑顔でリシャールに語りかける。

「どうぞ、フィリップ様に、グラスウェルズの王はあなた様しかございません、とお伝えくださいませ。それが、白竜神殿の総そう意いでございます」



















　　　　＊　　　＊　　　＊




ナーシア：……この女神官、バルムンクですね！

ＧＭ：はい（笑）。よく分かりましたね。

一同：やっぱりー！（笑）

ゼパ：ブランドル女じよ伯はく……アザゼルも、琥珀色の瞳じゃったしのぅ（笑）。

ＧＭ：えっと、魔法で違う人物になっているので、キャラクターは気がつきません。ただ、同じ役者が演えんじているので、視し聴ちよう者しやは気づく、みたいなシーンだと思っていただければ（笑）。

アンソン：ブランドル女伯とは面めん識しきがあっても、わからないのね？

ＧＭ：みなさんが会った時には、判定などしていただくことになるでしょう。まぁ、神官といっても何人もいますし、とりあえずいやな予感がするぐらいで（笑）。

アンソン：これは、アザゼルが神殿にいるってことを、プレイヤーに伝えるためのシーン？

ＧＭ：そうです。今回のシナリオでは、これ以上アザゼルさんは出てこないので。

一同：了解です。

ＧＭ：では、リシャールがベルクシーレに帰き還かんするところでシーンを終了いたします。







◆Middle 10◆要よう塞さいを落とす、ひとつの手法




　帝紀八一三年一〇月一八日　エグベルト要塞前

　アンリ軍を敗走に追いやってから二日後。

　アンソンたちはエグベルト要塞を目の前にして、軍議を繰くり広ひろげていた。

　もちろん、アンリが籠こもる、この要塞をどうやって落とすかだ。




ＧＭ：さて、次のシーン。ソルトベリーの戦いでアンリ軍に勝利した二日後です。ベルクシーレに帰還はしていません。そのままエグベルト要塞に向けて進軍し、要塞の前に布陣しました。明日には攻撃をしかけられるというところです。

アンソン：リシャール先輩は？

ＧＭ：率いていた五〇〇〇の軍勢は副官のエリエにまかせて、ひとりだけ合流しました。たぶん、ベルクシーレまで転送石かなんかで戻って、馬で駆けてきたとかでしょう。

アンソン：頼もしい！

エルザ：アンリは逃げちゃったんですよね？

ＧＭ：はい。要塞にこもってます。

アンソン：よし、次は要塞を落とすぞ。兵力が減った今ならなんとかなるんじゃないか？

カテナ：ただ、要塞を落とすと言っても、そう簡かん単たんにはいかなさそうだぞ？

ＧＭ：そこで、みなさんが戦せん闘とうで勝利した意味が出てくるのです。

一同：おっ？

ＧＭ：捕とらえた捕ほ虜りよたちから要塞内部の情じよう報ほうが手に入ります。この情報があれば内部に侵しん入にゆうすることができるでしょう。

カテナ：ロッソとビアンコを捕らえた甲か斐いがあったな。

ナーシア：……情なさけは人のためならず。




　　　　＊　　　＊　　　＊





アンソン：よーし、そういうことなら話が早い。また別部隊を立てて、陽動してもらおう。それで敵の目を逸そらしている間に、我々が侵しん入にゆうすればいいよ。

ゼパ：まぁ、もともと工作活動のために集められたメンバーじゃから、その方が上う手まくいきそうじゃな。

アンソン：ＧＭ、どうだろう？

ＧＭ：了解です。要塞の中央部は錬れん金きん術じゆつでできていて、全体がコントロールされているそうです。

アンソン：錬金術？

ＧＭ：さすがにそれ以上は分かりませんが（笑）。

ナーシア：……つまり、その心しん臓ぞう部ぶ的な場所を破は壊かいすればいいの？

ＧＭ：はい（笑）。

ゼパ：見取り図が欲ほしいのじゃ！　それさえあれば楽に……！（笑）

ＧＭ：では、ここで見取り図を持った読者投とう稿こうキャラがやってきます。

アンソン：なんて都合のいい、投稿キャラなんだ（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：ホロン・フリンジコルト、「自じ称しよう：ゼパの妹」キャラです（笑）。

ナーシア：ゼパ……妹、いたんだ？（笑）

ＧＭ：残念ながら血のつながりはありません。だって、こんなエクスマキナですよ（笑）。

一同：エクスマキナ？




ホロン・フリンジコルト


（？歳／女／エクスマキナ　投稿者：岐阜県　正義のロードの会・代表さん）



　ゼパの妹を自称する自爆缶型エクスマキナ。なんらかの理由で記憶を失っており、詳細は不明。ピュア少女の人格を宿しており、そのドラム缶のようなボディには、ゼパの故郷で愛を意味する文字が刻まれている。こうした経緯と、過去ゼパに助けられた経験から、彼を兄と慕うようになった。
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ＧＭ：えっと、ゼパがグラスウェルズで騎士をやっている時に、命を助けたら兄と慕したわれた義ぎ妹まいです（笑）。ゼパの記き憶おくについてはもう少し秘ひ密みつにしておきたいので、こういう設定にしました。

ゼパ：妹よ――――っ!!

ＧＭ：「兄上、会いたかったのじゃナリ～！」

ゼパ：存そん在ざい自体知らなかったけど、久ひさしぶりなのじゃ我わが妹よ～！（笑）

アンソン：ヒシッとふたりで抱だき合あうんだな（笑）。

エルザ：それにしても、いいタイミングで（笑）。

ＧＭ：体内に見取り図を隠かくされて砂さ漠ばくにでも墜つい落らくしたホロンを、どこかの冒ぼう険けん者しやたちが大冒険の末、ベルクシーレまで連れてきてくれました。

カテナ：『スターウォーズ』ですかっ！（爆笑）

ＧＭ：いつか、シナリオにできたらいいなぁ、と思っています（笑）。

カテナ：ええと……感動の再さい会かいを果たしたところで申もうし訳わけないが、見取り図を見せて欲しい。

ＧＭ：では、ホロンが地図を投とう影えいします。ホログラフのように空中に要塞の見取り図が浮うかび上あがります。

エルザ：すごい技ぎ術じゆつですね（笑）。

アンソン：アルディオンのエクスマキナに不可能はないっ!!

ＧＭ：「動どう力りよく炉ろへ繫がる排はい気き口こうがあるのじゃナリ～！　この通気口から爆ばく発はつ物ぶつを投なげ込こめば、きっと動力が停止するのじゃナリ♪」

ナーシア：爆ばく発はつ物って……。

アンソン：自じ爆ばく缶かんかっ!!（一同爆笑）

ナーシア：一巻で使ったツナ缶……また使うことになるなんて（笑）。

ゼパ：持って戦闘して、うっかり戦闘不能になると、ワシらが木こっ端ぱみじんに……（笑）。

カテナ：今回はさすがに、怖こわい機き能のうは停止させて使おうよ！（笑）




　ゲーム的には、爆破缶と自爆缶は別のものである。一巻に登場したツナ缶は、その両方のデータを同時に持つオリジナルのアイテムである。もちろん、今回は「自爆缶の機能は停止し、爆破缶として使用する」という選せん択たくをしてもかまわないのだ（笑）。




アンソン：きっと、ゴーダ伯はくの机つくえの引き出しを開けると、「有事の際はこれを使うといい」という添そえ書がきと共に置いてあるんだ……（笑）。
















ナーシア：……感動的なんだかそうじゃないんだか分からない！（笑）

エルザ：内部に侵入して、ツナ缶を置いてくればいいんですか？

ＧＭ：のちほどくわしく説明しますが、要塞内部に侵入して、ツナ缶を通気口に投げ入れてくることになります。ちなみに、ツナ缶の射しや程ていは五〇メートルです。

アンソン：なるほど。

エルザ：あの～、ひとつ気になることがあるんですが……。

ＧＭ：はい？

エルザ：錬金術でコントロールとか、動力炉とか、この要塞って……。

カテナ：うん、確かに気になる（笑）。

ゼパ：もしかして、この要塞は……。

アンソン：動くのかっ!?

ＧＭ：はい、正解でーすっ！

ゼパ：先に言われたのじゃーっ（涙）。

ナーシア：……おじいちゃん（笑）。

アンソン：やっぱりなー、イヤな予感は当たったな。巨大戦艦とか言われたから、そうじゃないかって思ったんだよ。

ＧＭ：見取り図から推測できますが、完成すると移動可能のようです。しかも、飛びます。

一同：飛ぶのかーっ！

ナーシア：ファリストル城よりすごい（笑）。

ＧＭ：全体がひとりのエクスマキナ、なんてことはないですが……（笑）。

カテナ：完成したら、ってことはまだ完成してない？

ＧＭ：まだ飛んでませんからね。まだ、修復中なのでしょう。

アンソン：うわー、またイヤな予感がして来た。

カテナ：エグベルト王って、これに乗って、アルディオン大陸を空から支配しようとか思ってたりして（笑）。

ＧＭ：そうかもしれませんね。まぁ、確かめることは、もはやできませんが。

カテナ：こんな山奥に要塞を作ってたのは、そういうわけだったのか。

アンソン：もしかして、アンリにもまだ逆転の目はあるってことかな？

ＧＭ：そうとも考えられますね（ニコニコ）。

ナーシア：……破壊しましょう。

アンソン：でも、侵入したら絶対飛ぶよ、これ。破壊したら、脱出できなくなるよー。

ナーシア：……アンソン、どこに落ちたい？

アンソン：落ちたくねぇー！（一同爆笑）

カテナ：《フライト》があるから。

アンソン：あ！　すごい、さすが軍師補佐!!　有能だなぁ、カテナ（笑）。

カテナ：お前も《テレポート》があるだろう!?

ＧＭ：《テレポート》は難しいですね。ああいう建造物はたいがい結界が張ってありますからねぇ。

アンソン：まぁいいや。《フライト》あるなら安心。

カテナ：さて。では、陽動部隊をどうするか、だが。

アンソン：戻ってきたリシャール先せん輩ぱいたちに軍を率いてもらって、要塞へ正面から攻せめ入いってもらえばいいんじゃないか？

ＧＭ：陽動であれば、十分でしょう。

アンソン：よし。じゃあ、僕からリシャール先輩にお願いしておこう！

カテナ：最後に、ハイＭＰポーション使って回かい復ふくをさせてくれ。（ダイスを振る）13点回復。

ＧＭ：では、この辺でシーンを切って、要塞に侵入するＦＳ判定をするシーンへ移りましょう。







◆Middle 11◆要よう塞さいに侵しん入にゆうせよ




　帝紀八一三年一〇月一九日　エグベルト要塞。

　怒ど号ごうと剣けん戟げきの嵐あらしを背後に聞きながら、アンソンたちは走っていた。

　少しでも早く要塞に侵入しなくてはならない。そして、一いつ刻こくも早く要塞を落とす。

　これ以上、無む益えきな血を流させないためにも……。




ＧＭ：では、ＰＣ全員で要塞に侵入します。これはＦＳ判定になります。

一同：はい！




●ＦＳ判定

名称：要塞に侵入

終了条件：なし

判定：【敏びん捷しよう】

難易度：10

完了値：14

支援判定：【感知】
















アンソン：何だ、終了条件はないのか。だったら、楽勝……。

ＧＭ：なお、２ラウンド目のクリンナッププロセスまでにクリアできないと、エゼルバルドが死し亡ぼうします。

アンソン・ゼパ：何だって!?

ＧＭ：さらに、３ラウンド目のクリンナッププロセスで、リシャールも死亡します。

ナーシア：そ、それはダメ！（笑）

エルザ：中ちゆう枢すう部ぶの人間がこれ以上いなくなったら、戦争が終わっても、グラスウェルズが成り立たなくなっちゃう！

ＧＭ：それよりは、ベルフトと対等に戦える人材がいなくなることの方が大きいんじゃないですかね？（笑）

ナーシア：でも、それってピアニィたちが困こまるだけでしょ？（笑）

アンソン：そうそう僕たちには関係ない……。

ＧＭ：だから、きっと、無印シリーズに多大なる影えい響きようを及およぼすんじゃないかと。

アンソン：本当だ～!?　……みんな、一秒でも早く要塞へ侵入するぞ！（一同笑）

カテナ：なんて勝手な！（笑）

ＧＭ：さらに、４ラウンド目のクリンナッププロセスでイベントが発生します。

カテナ：どんなイベント？

ＧＭ：アンリの目的を潰つぶすことができなくなり、クライマックスフェイズを飛ばし、いきなりエンディングフェイズに突とつ入にゆうします。どんな演出になるのかは、お楽しみ（一同笑）。

ゼパ：しかし、エゼルバルドはともかく、あれほど強いリシャールが、そんなに簡単に死ぬのかのう？

ＧＭ：（ニコニコしている）秘密です。

アンソン：やっぱ要塞に秘密兵器とかあるんじゃないの？

カテナ：まぁ、巨大な要塞が飛び上がって、体当たりしてきただけでも、大きな被害にはなるから……。

エルザ：そうですねぇ。

ゼパ：陽動部隊の人たちには、ワシらが侵入したら、離れて見ているように言うのじゃ。

ＧＭ：分かりました。

アンソン：ともかく、２ラウンド目のクリンナッププロセスになる前に、ＦＳ判定をクリアしろってことだ。

カテナ：とりあえず、【敏捷】が一番得意な人から判定していくのが良さそうだな。

ナーシア：私のことですね。分かりました。

ＧＭ：相談は終わりましたか？　では、リシャールが、本ほん陣じんで戦っていた一万五千の兵とみずからが率いていた五千人、合計二万人の兵を率い、アンリが籠こもる要塞へと攻せめ入いります。




「リシャール先輩、無む茶ちやなお願いをしてすいません」

「これくらいお安いご用さ。前の戦いではさして力になれなかったからね」

　申もうし訳わけなさそうなアンソンに対して、リシャールは悪戯いたずらっぽく笑う。

「だから、安心して務つとめを果たしてきてくれ。グラスウェルズ王国軍ぐん師し、アンソン伯？」

「……はい」

　アンソンがしっかりと頷うなずくのを確認してから、リシャールは声を上げる。

「かの要塞を、正面から攻めるのだ！　行くぞ！」

　兵を率い、要塞が誇ほこる錬れん金きん術じゆつ武ぶ装そうに真まっ向こうから挑いどんでいく。

　戦いくさの混こん乱らんに乗じ、アンソンたちはひそかに要塞へと近づいて行った。




●第一ラウンド

▼行動値（開始時）

　ナーシア　　　　38

　エルザ　　　　　24

　カテナ　　　　　16

　アンソン　　　　10

　ゼパ　　　　　　10




ＧＭ：まずはセットアッププロセスからになります。

ナーシア：今回は何もしなくていいですか？

アンソン：一応、僕は《コーデックス》を使っておこう。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。ナーシアのメインプロセスからどうぞ。

ナーシア：（ダイスを振る）出目が７だから、達成値は20。

ＧＭ：進行値が４になりました。イベントが発生し、以い降こうの判定が【感知】になります。




　ナーシアたちは素す早ばやく要塞へと近づいていく。

　アンリ側の兵士たちの目に見つからぬよう、神しん経けいを尖とがらせて進んでいく。




エルザ：【感知】は９ありますから、そこそこ得意ですよ！　ここはフェイトを１点使ってダイスを増ふやして、確実に進行値を伸のばしましょう。（ダイスを振る）16です。

ＧＭ：進行値が８になりました。以降の判定の難なん易い度どが12になります（笑）。

ナーシア：ちょっと難むずかしくなりましたね。




　要塞の出入り口に近づいたところで、エルザはそっとカテナに耳打ちした。

「カテナ隊長。ここから先は、監かん視しの兵が回っているみたいです」

「……監視の目が逸それるタイミングを計らって突入するしかないな」




カテナ：わたしの番か。アンソンとゼパは、【感知】判定は得意？　苦手？

アンソン：【感知】は３だから、苦手だな……。

ゼパ：ワシは２しかないのじゃ。全然ダメなのじゃ。

カテナ：了解。わたしががんばろう。《ドラゴンソウル》を使用。（ダイスを振る）クリティカル！　６が３つも出た！

アンソン：クリティカルの場合、進行値は１Ｄ＋［６が出たダイスの数］だから、最低でも４は進むぞ。

ナーシア：すごい！

カテナ：（ダイスを振る）出目は５なので、合計８進むのか。

エルザ：じゃあ、一気にＦＳ判定が完了ですね！

ＧＭ：ちょっと待ってください。イベントが一気にふたつ発生することになります。まずは進行値が10になった時。

カテナ：はい。何が起きますか？

ＧＭ：危き険けんな近道ルートを選せん択たくすることになります。道を踏ふみ外はずすと回り道になります。進行判定を行なったＰＣが、難易度16の【敏捷】判定を行なってください。失敗すると進行値が２下がります。

カテナ：《ドラゴンソウル》。（ダイスを振る）おお、15で成功。

ナーシア：さすがはカテナ！

ＧＭ：エゼルバルドが「カテナ！　俺おれのためにがんばってくれたんだな！」と笑うカットインが入ります（笑）。

カテナ：べ、別に、エゼルのためにがんばったんじゃないんだからね！（一同笑）

ナーシア：ツンデレのテンプレート台詞せりふだ！（笑）

アンソン：さて、もうひとつのイベントは何だ？

ＧＭ：進行値が12になると、砦とりでを警けい備びする騎き士し団だんの包ほう囲い網もうを強行突とつ破ぱできます。この際さい、ＰＣ全員に難易度16の回避判定を行なってもらいます。失敗したＰＣは３Ｄ＋15点のＨＰダメージを受けてもらいます。

アンソン：《プロテクション》を飛ばすことは可能？

ＧＭ：飛ばせます。なお、このあと、クライマックスフェイズに突入しますので、回復はＰＣひとりにつき１メインプロセス分しか取れないと思ってください。

アンソン：了解。（ダイスを振る）回避失敗。

ナーシア：（ダイスを振る）回避成功。

エルザ：（ダイスを振る）わたしも回避失敗です。

カテナ：（ダイスを振る）18で回避成功。

ゼパ：（ダイスを振る）回避失敗なのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは30点です。

アンソン：《プロテクション》を飛ばすぞ。（ダイスを振る）エルザには33点、ゼパには35点、自分には38点、ダメージ軽減だ。

ゼパ：全員ダメージは０じゃな（笑）。




「出入り口はすぐそこだ！　突破するぞ！」

　カテナの号令と共に、ナーシアたちは走り出す。

　出入り口付近で警けい備びを固めていた兵士たちが迎むかえ撃うたんと剣けんを振ふるった。




ＧＭ：さて、ここでみなさんの前に立ちふさがる、アンリ配下の幻竜騎士団員がひとり。読者キャラです。




リンガ・キモモ（25才／男／ヒューリン　投稿者：東京都　きゅれいさん）

　幻竜騎士団に所属している騎士。しかし、他の幻竜騎士と違って高い能力があるわけでもなく、コネと資金力によって入団が許可されたと噂されている。極端なナルシストで自分は美しく、世界は自分を中心に回っていると思っている。また、潜入任務中でも事あるごとに歌い出してしまうという厄介な癖の持ち主。
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ナーシア：なに、これ（笑）。

ＧＭ：「美し～い～♪」とか歌いながら攻撃して来ます（一同爆笑）。

アンソン：ダメだこいつ（爆笑）。

ゼパ：ダメージは０じゃ（爆笑）。

ナーシア：……あなたの相手をしている暇は、ない。

ＧＭ：みなさんはダメージを受けることなく包ほう囲い網もうを突とつ破ぱし、要塞に侵入します。……う～ん、１ラウンドで終わってしまったかぁ。

ナーシア：長引くと、重要なＮＰＣたちが死んじゃいますからね。

エルザ：少しでも早く終わらせたかったので、１ラウンドで終わって良かったです。

ＧＭ：では、クライマックスの前に回復をしたい人は、１メインプロセス分だけどうぞ。

カテナ：ハイＭＰポーションを使っておきます。（ダイスを振る）13点回復。ＭＰが５点削けずれた状態まで回復した。

ＧＭ：では、クライマックスフェイズに突入します。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆Fortress is broken down




　帝てい紀き八一三年一〇月一九日　エグベルト要よう塞さい

　要塞内部は蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになっていた。

　一いつ刻こくも早く内ない乱らんを終わらせる―――。

　決意を胸むねに、ナーシアたちは中央部を目指す。

　だが、この要塞に大きな異い変へんが起こり始めていた。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入ります。みなさんは、騒そう然ぜんとした要塞内部へ侵しん入にゆうしました。

アンソン：タッタッタッタッ（走っている音）。

ＧＭ：中央部へ向かって廊ろう下かを走っていると、急に要塞が揺ゆれ出します。

ゼパ：な、何じゃ!?

ナーシア：……もしかして、浮うき上あがったの？

アンソン：近くに窓まどはないか？　そこから外を見てみるぞ！

ＧＭ：では、アンソンが外を見ると、要塞が徐じよ々じよに浮き上がっていることが分かります。

アンソン：本当に浮いたのかよ、この要塞！（笑）

ＧＭ：はい、アンリが起動させました。ちょっとその様子を演えん出しゆつしましょう。




　リシャールの急きゆう襲しゆうにより、要塞内部では兵士たちが右う往おう左さ往おうしていた。

「アンリ様！　城じよう外がいで展てん開かいしている部隊が押おされ気味であります！」

「負ふ傷しよう者しや多数！　衛えい生せい兵へいが足りません！」

「このままでは、要塞内部にまで侵入されてしまいます！」

　上がってくるのは、自分にとって不利な報ほう告こくばかり。どれもこれも、アンリの自じ尊そん心しんを傷きずつけるようなものだった。

「くっ……リシャールめ。目にものを見せてくれる！」

　苛いら立だちが最さい高こう潮ちように達したアンリは、厳げん重じゆうに戒いましめが施ほどこされたスイッチを押おした。

　機械の鈍にぶい駆く動どう音おんが響ひびき出し、やがて……要塞は、少しずつ上じよう昇しようを始めた。
















アンソン：ポチッとなで浮き上がったのか……（笑）。

カテナ：情じよう報ほうどおりではあるけどね。

アンソン：……しかし、浮いてどうする気なんだ？

エルザ：少なくとも、後続の軍ぐん勢ぜいは入ってくることができなくなるんじゃない？

アンソン：ああ、確たしかに浮き上がってしまえば要塞の攻こう略りやくもできなくなるな（笑）。

ゼパ：きっと、外のリシャールたちもびっくりしておるじゃろう。

ＧＭ：ええ、窓からは浮ふ上じようを始めた要塞から離はなれようと退たい避ひする両軍の兵士たちを見ることができます。




　大きな地じ響ひびきを立てながら浮かび上がる要塞。

　巻まき添ぞえを食わないよう、兵士たちは慌あわてて退避している。

　地上に残されたアンリ軍の兵士たちは、置いていかれたと思ったのか次々とフィリップ軍へと投とう降こうを始める。

　混こん乱らんの収しゆう拾しゆうに当たるリシャールは、浮かび上がった要塞を見上げながら、ポツリと呟つぶやく。

「アンソン……あとは、任まかせたぞ」




アンソン：リシャール先せん輩ぱいの呟つぶやきが聞こえたような気がした。

ナーシア：こんなに離はなれているのに？

アンソン：離れていても聞こえてくるんだ。……はっ、リシャール先輩のご期待に、必ずや応こたえて見せましょう！（意い気き揚よう々よう）

ナーシア：……先を急ぐ。

ＧＭ：揺れる足下をものともせず、みなさんは進みます。やがて、爆ばく破は缶かんを投とう擲てきできるような通気口が見えてきましたが、そこで、「侵しん入にゆう者しやだ！」と発見されてしまいます。

ゼパ：発見されてしまったか。悔くやしいのぅ。

カテナ：まぁ、通気口が見えるくらいの位置まで発見されなかっただけマシだと考えよう。

エルザ：スムーズにことが進むとは思ってなかったですしね。

ＧＭ：みなさんを見て、アンリは眉まゆを跳はね上あげます。「貴き様さまら、よくも我わが要塞に入ってきたものだな！」

アンソン：何が我が要塞だ、盗人ぬすつと猛たけ々だけしい！　これは先々代のグラスウェルズ王が作り上げたもの。お前のものじゃない！

ＧＭ：「ぐっ、何を言うか！　私わたしとて王族だ。この要塞もこの国も、私が継けい承しようする権けん利りがあるのだ！」

ナーシア：……でも、そうはならなかった。それは、この国で決まったことでしょう？

ＧＭ：「黙だまれ、ゴーダ伯はくの使い走り風ふ情ぜいが！」と、理り屈くつにならない反はん論ろんをします。

アンソン：いい加か減げんに観念しろ。お前の敗北は火を見るよりも明らかだ！

ゼパ：その通り。この要塞を浮き上がらせたところで、ただの時間稼かせぎにしかならん。もう勝敗は決したのじゃ。

ＧＭ：ゼパがそう言うと「あっはっはっはっはっ！　だからお前たちはまだまだなのだ」と、アンリは高笑いをします。

ゼパ：何がおかしいのじゃ？

ＧＭ：「戦争の仕方をまだ分かっていないということさ。この国を正しく導みちびけるのは、フィリップのような子供でもなく、お前たちのような使い捨ての手て駒ごまでもない―――」

アンソン：むっ！

ＧＭ：「この私だ！　この私こそが、グラスウェルズを治めるのにもっともふさわしい男なのだ！」と、両りよう腕うでを広げながら力説します。

ナーシア：……なら、もう後がないことくらい分かるわね？　聡そう明めいな、あなたなら。

カテナ：そうだ、いくら強がったところでこの状況は覆くつがえりはしない。

ＧＭ：「そう思うのかね？　それは詰つめが甘あまいというものだ。……何のために、この要塞が空を飛んでいると思っている？」アンリは、ニヤリと狂きよう気きじみた笑えみを浮うかべます

アンソン：……何？

ＧＭ：「この要塞を落下させ、ベルクシーレ城じようを押おしつぶしてやる。そうすれば、あのフィリップもその側近も、ひとたまりもないだろう！」

一同：なんだって～!!（笑）

ゼパ：なんと、王都への要塞落としか!!

アンソン：おい待て！　それはただの破やぶれかぶれじゃないかっ！

ナーシア：……そんなことをしても、グラスウェルズはあなたのものにはならないわ。

ＧＭ：「ああ、そうとも！　だが、誰だれのものでもなくなる。そして、後の人々はこう思い出すことになるだろう。……あのとき、エダム公アンリさえ王になっていれば、とね！」

アンソン：こいつ、無茶苦茶だ！

ゼパ：もう、道理も通じなくなってしまわれたか……（笑）。

ＧＭ：「そうだ。私のものにならないというのなら、何もかも滅ほろびてしまえばいいんだ」

アンソン：もう説得できる状じよう態たいではないな。

ＧＭ：要塞は、浮上したままゴゴゴゴ……と、ベルクシーレへ進路を向けます。

アンソン：何としてでも、阻そ止ししないと！

ＧＭ：では、クライマックスの戦せん闘とうとなります。これから３ラウンド以内に通気口から動力装そう置ちに向かって爆破缶を投げ入れられれば、ベルクシーレへの特とつ攻こうは阻止できます。

ナーシア：このまま、通気口へ投擲できないの？

ＧＭ：もう少し近づかないとダメですね。それに、より近づいた方が命中精せい度どが上がります。

ナーシア：なるほど。

エルザ：もし、３ラウンドをオーバーして４ラウンドに突とつ入にゆうしたら？

ＧＭ：はい、４ラウンドのセットアップに突入していると、要塞はベルクシーレに落下。壊かい滅めつ的てきな被ひ害がいを与あたえることになります。

アンソン：なんてことだ。

ナーシア：……ようは３ラウンド以内に決着をつければいい。

ＧＭ：そういうことです。まず、配置を説明します。みなさんの後方には細長い通路がありまして、一〇〇メートル先に気風口があります。この細長い通路は、敵てき対たいするキャラクターとエンゲージすると自動的に封ふう鎖さ状じよう態たいになります。

ゼパ：まぁ、左右に展開できるようなスペースもなさそうじゃしのう。

ＧＭ：そして、前方にはアンリたちがいます。（コマを配置しながら）ＰＣ全員で１エンゲージ。そこから一〇メートル離れた位置に、白竜騎士団２グループと白はく竜りゆう魔ま法ほう騎き士し団だん１グループが１エンゲージとなって、左右に展てん開かいしています。さらに一〇メートル離れた位置に、アンリ、エラクタス、テウケケム、白竜騎士団２グループと白竜魔法騎士団が１エンゲージでいます。
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アンソン：かなりの数だな……。エンゲージだけで考えても三つある。

カテナ：シーン攻こう撃げきで何とかするしかない。

ナーシア：テウケケムって、誰？（笑）

ＧＭ：読者投とう稿こうキャラになります。〝クラスターボム〟のテウケケムと言いまして、体中を機械に置おき換かえたサイボーグのドラゴネットです。

アンソン：読者投稿キャラか！




〝クラスターボム〟のテウケケム


（？歳／男／ドラゴネット　投とう稿こう者しや：青森県　あきひろさん）



　とある戦争で瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負ったが、バルムンクの〝ファイアアロー〟のフォードによって全身を機械に改かい造ぞうされ、生きながらえたレパータルのドラゴネット。恩おん人じんのフォードと親友のキッドを倒たおしたファントムレイダーズに怨うらみを抱いだいている。その口からグレネードを発はつ射しやし、攻撃する。
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ＧＭ：「ついに見つけたぞ、ファントムレイダーズ！　俺おれの命の恩人であるフォードさん、マブダチのキッドの仇かたき、取らせてもらうぞ！」

ナーシア：……誰？（一同爆ばく笑しよう）

アンソン：二巻かんで戦った、〝ファイアアロー〟のフォードだよ。ほら、自じ爆ばくゴーレムの時の！（笑）

カテナ：そして、その時、御ぎよ者しやをやってたのがキッド（笑）。

ナーシア：ゼパが活かつ躍やくしたのは覚えてるの。でも、戦った敵てきのことなんて覚えてないっ！（笑）

エルザ：わたしは空気を読まず、「ナーシアさん、あの人の縁えん者じやと戦ったことが？」と聞きましょう（笑）。

ナーシア：（シリアスな声で）……弱すぎた相手のことなんか、覚えてない（一同笑）。

ゼパ：非ひ情じようよのぅ（笑）。

ＧＭ：「仇を取ると決めてから、改造に改造を重ね、今や28レベル！」

アンソン：恩人より強くなってるじゃないか！（笑）

カテナ：まあ、我われ々われのレベルが上がってしまったんだから、仕方ないかな（笑）。

ＧＭ：さて、レギュレーションを確かく認にんしましょう。




・通気口に爆破缶を投げ込むと、要塞の動力部が爆ばく発はつを起こし、要塞は停止する。

・爆破缶は、ＰＣひとりにつき、ひとつずつ持っている。

・爆破缶を通気口に投げ込むには【器用】による命中判はん定ていを行なう。判定の難なん易い度どは25。ただし、通気口から五メートル離れるごとに、達たつ成せい値ちにマイナス１のペナルティを受ける。

・爆破缶の種別は道具、射しや程ていは五〇メートルとする。




アンソン：爆破缶の投擲には、スキルの修しゆう正せいがないと考えた方がいいな。

エルザ：わたしやカテナ隊長は、投げてもほぼ命中しないです。

カテナ：我々は、アンリたちの足止め役だな。

ナーシア：（キャラクターシートを覗のぞき込こんで）私より、ゼパの方が【器用】の値あたいは高いみたいだけど……。

ゼパ：ううむ、ワシは移い動どう力りよくが低いから、通気口に近づくのにラウンド数がかかるのじゃ。

アンソン：難易度が素すで25あるから、ある程てい度ど近づいてから投擲しなければ入らない。移動力まで加味すると、このギルドの中では、ナーシアが適てき任にんだと思うぞ。

カテナ：セットアッププロセスで《陣じん形けい》、マイナーアクションで移動すると、ナーシアは八六メートル移動できるから……メジャーアクションで、難易度28の【器き用よう】判定に成功すれば、こっちの勝ちということだな。

ナーシア：《ダンシングヒーロー》を使ったりすれば、かなり成功確かく率りつが上がると思う。

アンソン：じゃあ、ナーシアに投擲を任まかせて、僕ぼくらはアンリたちの足止めをがんばろう。

エルザ：そうですね。




「さぁ、我が要塞の力を見るがいい！　お前たちはここで死ぬのだ！」

　狂きよう気きの笑えみを浮かべるアンリに、アンソンは静かに問いかける。

「……僕らを、誰だと思っている？」

　アンソンの視し線せんを受け、ナーシアはフッと笑みを浮かべた。

「私たちは、ファントムレイダーズ。……この要塞の動どう力りよく炉ろ、落とさせてもらうわ」




ＧＭ：「相変わらず、大たい層そうな口をきく。……ん？　ファントムレイダーズにしては、ひとり多いようだが？」とアンリは首を傾かしげます。

エルザ：こ、今回に限かぎり、ファントムレイダーズwith黄金の狼おおかみです！（胸を張はる）

ナーシア：じゃあ、ファントムレイダーズwith黄金の狼ということで！（笑）

ＧＭ：「まぁいい。邪じや魔ま者ものはすべて排はい除じよしてくれる！」　では、戦せん闘とうに入ります！




●第一ラウンド

▼行動値（開始時）

　ナーシア　　　　　　　　　　　　　38

　アンリ　　　　　　　　　　　　　　38

　エラクタス　　　　　　　　　　　　38

　エルザ　　　　　　　　　　　　　　24

　テウケケム　　　　　　　　　　　　21

　白竜騎士団Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ　20

　白竜魔法騎士団Ａ、Ｂ、Ｃ　　　　　19

　カテナ　　　　　　　　　　　　　　16

　アンソン　　　　　　　　　　　　　10

　ゼパ　　　　　　　　　　　　　　　10
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ＧＭ：まずはセットアッププロセス。ナーシアからどうぞ。

ナーシア：ギルドスキルの《陣じん形けい》を使用。私は、通気口に向かって四三メートル進みます。

アンソン：了りよう解かい。我々は、エンゲージしたまま、現げん在ざい地ちから一〇メートル進んで、敵を阻はばもう。

カテナ：下へ手たにばらけると、ゼパの《カバーリング》＋《カバームーブ》の範はん囲いから外れて大だい惨さん事じになるから、これくらいでいいだろう。

ナーシア：それから、《限げん界かい突とつ破ぱ》も使いたいです。

ＧＭ：了解しました。では、次はアンリ、エラクタスの番ですね。こちらも《陣形》を宣せん言げん。

カテナ：まぁ、使ってくるだろうとは思っていたよ。

ＧＭ：アンリたちはエンゲージの状態を崩くずさぬまま、みなさんの方へ一〇メートル近づきます。白竜魔法騎士団ＢとＣはそれぞれ別々のエンゲージのまま、みなさんの方へ五メートル、白竜騎士団Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆはアンソンたちのエンゲージに入ります。

アンソン：ここから先へは行かせん！

ＧＭ：そして、エラクタスは《二回行動》を使い、ここでメインプロセスを入れます。

ナーシア：ここで何かされると面めん倒どうですよね？　《インタラプト》で打ち消しましょう。

ＧＭ：では、エラクタスが《インタラプト》で、ナーシアの《インタラプト》を打ち消して、《二回行動》を生かします。

ナーシア：う～ん、これはしょうがないですね。

ＧＭ：では、改めて。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《キャストフォース》。アンリたちのエンゲージにいるキャラクター全員が、ナーシアのエンゲージに転送されます。「行かせはせんよ！」

一同：来た～!?（笑）

カテナ：封ふう鎖さされてるエリアだから……離り脱だつは【行動値】の対決か。この人数が相手だと、離脱は難むずかしそうだ。

ＧＭ：では、続いてアンリ。《コーデックス》＋《メンターワイズ》。アコライトを選せん択たくしますので、アンリが使うアコライトのスキルの射程が＋二五メートルされました。

エルザ：次はわたしの番ですが、理知の宝ほう玉ぎよくを使って行動値を上げても、相手を追おい抜ぬけないので使いません。特に何もなしです。

ＧＭ：テウケケムは《フォートレス》を使用。物理、魔法ともに防ぼう御ぎよ力りよくが上がります。

ゼパ：固くなった……厄やつ介かいじゃのう。

ＧＭ：白竜騎士団は、そろって《グランディア》。武ぶ器き攻こう撃げきのダメージを上げます。白竜魔法騎士団Ａ、Ｂ、Ｃは特になしです。

カテナ：さて、わたしか。エラクタスを《エンサイクロペディア》でエネミー識しき別べつ。（ダイスを振ふる）達成値は42。

ＧＭ：では、エラクタスのデータが判はん明めいします。
















カテナ：《妨ぼう害がい》持ってるのか！　エンゲージしてるナーシアは、判定のダイスにマイナス一個このペナルティが入るぞ。

ナーシア：えっ!?

アンソン：《ブレイクアトリビュート》で我々が対たい抗こう属ぞく性せいにされてしまうから、エラクタスからの魔法攻撃は、魔法防御力０で受けないといけない……と考えた方がよさそうだ。

ゼパ：《パトロナイズ》や《ガーディアン》も、地味に嫌いやじゃのぅ。

ＧＭ：では、次はゼパとアンソンのセットアッププロセス。

ゼパ：《プロヴォック》を白竜魔法騎士団Ｂにかけておくかのぅ。（ダイスを振る）31なのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）抵てい抗こう失敗。「ご老体よ、引いん導どうを渡わたしてやろう！　……ただ、範囲（選択）の攻撃をするがな！」（一同笑）

ゼパ：あんまり意味がなかったのじゃ！（笑）

アンソン：僕は、《インペレイティブ》で《シャインストライク》と《コーデックス》＋《メンターアーツ》。武器攻撃のダメージを上げて、アコライトのスキルのコストを下げたり、効こう果かを上げたりしたぞ。




[image: ]




ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移うつります。

カテナ：《カリキュレイト》で割わり込こみます。

ＧＭ：はい、どうぞ。

カテナ：マイナーアクションは《ランニングセット》で《アニマルパクト》と《リミットブレイク》、メジャーアクションは《ダブルキャスト》で《サモン・リヴァイアサン》を使う。効果を上げた無む属ぞく性せいの魔法攻撃を二回、場面（選択）に放つぞ。対象は、敵全員だ！

アンソン：呪じゆ文もんのように聞こえるカテナの攻撃が来た！（笑）

カテナ：《ドラゴンソウル》でダイスを増ふやして、（ダイスを振る）一発目の命中は43。

ＧＭ：（ダイスを振る）白竜騎士団Ａがクリティカルで回かい避ひ成功。他は回避失敗です。

カテナ：くっ、一体当て損そこねたか。でも、《ダブルキャスト》だから、一発目は見み逃のがそう。

ＧＭ：白竜騎士団Ａはアンリを《カバーリング》します。ダメージをどうぞ。

カテナ：８Ｄ＋50点ダメージが行くぞ？　（ダイスを振る）74点の無属性魔法ダメージ。《デモンズウェブ》によって、回かい復ふくにマイナーとメジャーが必要な転てん倒とうのバッドステータスつきだ。

ＧＭ：（計算して）白竜騎士団、白竜魔法騎士団は、全員転倒しました。

カテナ：では、二発目。（ダイスを振る）命中は35だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）全員回避失敗です。ダメージをください。

カテナ：《マジックフォージ》でダメージを上乗せ。（ダイスを振る）[image: 125]点の無属性、魔法ダメージ。

ＧＭ：（計算して）瀕死ですが、白竜騎士団は全員生き残った！　……白竜魔法騎士団は、全員戦せん闘とう不ふ能のうになりました。

カテナ：よし、白竜魔法騎士団は落とした！　エルザ、エンゲージしている白竜騎士団は任せた。

エルザ：はい！　期待しててください♪

ＧＭ：次はナーシア。

ナーシア：待機します。今は周りが敵だらけな上に、《妨害》も効きいてますから、離脱も容よう易いじゃない……。

カテナ：生命の呪符はまだ残ってるんだっけ？

ナーシア：はい。だから、まだ耐たえられるので心配ないです。

ＧＭ：了解しました。エラクタスが、アンソンたちがいるエンゲージに、マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションでオリジナルエネミー特とく技ぎの《ギャベル》。さらに、《ブレイクアトリビュート》も使用します。

カテナ：《ギャベル》って、どんなスキルですか？

ＧＭ：魔法攻撃です。射程は五〇メートル。命中判定は５Ｄ＋16、ダメージは10Ｄ＋50、〈光〉属性の魔法ダメージ。１点でもダメージを与えると、転倒のバッドステータスが入ります。




「この三〇年間、私が司法官などという地位に甘あまんじていたのは、すべてこの日のためだったのだ！　ファントムレイダーズという名の泥どろ棒ぼうよ、裁さばきの木槌ギヤベルを受けてみるがいい！」

　エラクタスの叫さけびと共に、巨きよ大だいな光の槌つちが、アンソンたちの頭上に降ふり注そそぐ！




ＧＭ：（ダイスを振る）命中は36です。

アンソン：（ダイスを振る）回避失敗。

エルザ：（ダイスを振る）回避失敗。でも、私は魔法防御力は１しかないので、《ブレイクアトリビュート》があってもなくても、大差ないんですけどね！（笑）

ゼパ：（ダイスを振る）出目が６と５……惜おしいが、回避失敗なのじゃ。

カテナ：ミスティックガーブを使用して、魔ま術じゆつ判定で回避を試みる。フェイトも１点使おう。（ダイスを振る）38で回避成功だ。

ゼパ：エルザを《カバーリング》するのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）88点の〈光〉属性の魔法ダメージです。１点でもダメージを与えると、転倒のバッドステータスが入りますよ。

エルザ：《サモン・アラクネ》。ケセドの杖つえも使います。（ダイスを振る）26点軽けい減げんです。

アンソン：自分とゼパへ、《プロテクション》。（ダイスを振る）僕自身は36点、ゼパは42点軽減だ。

ゼパ：《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》。（ダイスを振る）18点軽減。トータルで、90点ダメージを受けたのじゃ。転倒は《インデュア》で回復なのじゃ。

アンソン：24点ダメージを受けたぞ。転倒は、僕も《インデュア》で回復。

ＧＭ：けっこうがんばったと思うんですが、あんまりダメージがいってないようですね……。

ゼパ：そんなことはないと思うのじゃ（笑）。

ＧＭ：アンリは、マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションは《ホーリーアシスト》で《ホーリーアーマー》＋《ホーリーウェポン》を使用。対象は、同エンゲージのアンリの味方全員（笑）。（ダイスを振る）発動成功。ダメージと防御力が上がりました！

カテナ：……《ファストドロウ》とか使わないの？　使えば、エンゲージしてない白竜騎士団たちにも支し援えん飛ばせるんじゃない？

ＧＭ：「使ったとしても、どうせ、そこの〝炎のエ申ルし子ザ〟が、一いつ瞬しゆんで白竜騎士団を焼き尽つくして終わりだろ!?　支援する意味がないんだよ！」（一同爆笑）

アンソン：ぶっちゃけた～！（笑）

カテナ：さぁ、エルザ、存ぞん分ぶんに活躍してくれ（笑）。

エルザ：ご期待に添そえられるよう、がんばります♪　マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《フレイムクラック》。ケセドの杖、使います。対象はわたしたちにエンゲージしている白竜騎士団四グループです。（ダイスを振る）命中は41です。

ＧＭ：クリティカル以外は避さけられない値。しかし、こっちは転倒中なので、回避判定でダイスが一個しか振れないので、クリティカルは発生しません。ダメージをください（笑）。

エルザ：（ダイスを握にぎりながら）ダメージは、90＋16Ｄ点になります。

ＧＭ：えっと……ダイス振る必要はないと思うんですよね（一同笑）。

エルザ：そう言わないで♪　（ダイスを振る）[image: 138]点、〈火〉〈地〉属性の魔法ダメージ。１点でもダメージが通ると転倒！

ＧＭ：これで白竜騎士団Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆも戦闘不能です。あっという間に消し炭になりました（一同笑）。

ナーシア：……ちょっと、やりすぎ、かも？（笑）

エルザ：でも、まだ、ダメージを跳はね上あげられる《リゼントメント》は使ってませんよ？

ゼパ：今のダメージでも、手て加か減げんしていたというのか……恐おそろしい。敵には回したくないのぅ（笑）。

アンソン：次はテウケケムか。〝クラスターボム〟の異い名みようで、なんとなくどんな攻撃をしてくるか、推すい測そくがつくんだが……。

ＧＭ：マイナーアクションは《ハイスピード》で《バーストグレネード》と《ダイレクトグレネード》。メジャーアクションは《ハンドグレネード》。手しゆ榴りゆう弾だんを投げて、物理防御力無む効こうのダメージを与あたえます。対象は範囲（選択）なので、ナーシアを狙ねらいます（笑）。

カテナ：ああ、《ハンドグレネード》を単体で使うと自分たちにも被ひ害がいが出るから、《ダイレクトグレネード》で攻撃対象から自分たちを抜ぬいたわけね（笑）。

ＧＭ：テウケケムは「さぁ、死ね！」と、口から爆ばく弾だんをはき出します。（ダイスを振る）命中は35。ここに、アンリが《フォースドムーブ》を使用して、ナーシアの回避判定の達成値マイナス10します。

ナーシア：《ダンシングヒーロー》と、フェイトを３点使用します。（ダイスを振る）30で回避失敗です。ちょっと足りなかった！

ＧＭ：エラクタスが《チェックメイト》を使います。（ダイスを振る）[image: 106]点ダメージです。

ナーシア：[image: 106]点、直に受けました。まぁ、これも《レイジ》を使うための準じゆん備びです！（笑）

ＧＭ：白竜騎士団の番です。まず、白竜騎士団Ａがナーシアへ、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》。（ダイスを振る）命中は24です。

ナーシア：ファンブル以外は回避成功です。（ダイスを振る）うん、出目が７ですから、回避成功。

ＧＭ：では、同じ組み合わせで、白竜騎士団Ｂもナーシアへ攻撃。（ダイスを振る）クリティカル！　これでどうだ！（一同笑）

ナーシア：クリティカル以外は回避失敗だから、これは避けられないかなぁ……（ダイスを振る）あ、クリティカル。「ふ……私を誰だと思っているのかしら？」（一同爆笑）

エルザ：小暮さんって、本当にいいタイミングでクリティカル出すんですね！　生で見られて嬉うれしいです♪（笑）

ＧＭ：悔くやしい！　白竜騎士団のアンリへの忠ちゆう誠せい心しんが負けるとは！（笑）

カテナ：次はアンソンとゼパの番か。

アンソン：どうせこのラウンドで《再さい行こう動どう》使うだろ？　それなら、全力でナーシアに近づくのがいいんじゃないか？

ゼパ：しかし、がんばって移い動どうしても、ワシはナーシアへは届とどかないのじゃ。三メートルほど足りないんじゃ～（一同笑）。

ＧＭ：四三メートルというのは、絶ぜつ妙みような移動距きよ離りでした（笑）。

アンソン：でも、残り三メートルならば、《カバームーブ》を使えば、ナーシアを守れるんじゃないか？

カテナ：攻撃も届とどくようになるし、それなりに利点はある。

ゼパ：では、ワシは一刻も早くナーシアに近づくとするかのぅ。

エルザ：このままの距離だと、わたしは攻撃が届かないんで、アンソンに《テレポート》を使っていただきたいところです。

アンソン：じゃあ、ゼパは自力でナーシアに近づいてもらって、僕らは《テレポート》で一気に移動する、というプランがいいか？

ナーシア：一いち応おう、私ががんばってこのエンゲージを離脱して、通気口に近づくという手もありますよ。

ゼパ：まだ《限界突破》中じゃし、敵を減へらしておいてもいいかもしれんぞ？

アンソン：敵を一いつ掃そうしてからなら、ゆっくり投げ入れられるから、要塞の破は壊かいは確かく実じつだしな。

ナーシア：確たしかにそうですね。

ＧＭ：方ほう針しんは決まりましたか？　では、メインプロセスをどうぞ。

ゼパ：マイナーアクションとメジャーアクションを使って、ナーシアの方へと三〇メートル移動するのじゃ！　とことことこ（歩いている音）。

アンソン：僕は、メジャーアクションで、ナーシアのいるエンゲージへマーキング。

ＧＭ：では、最後に待機していたナーシアです。

ナーシア：敵を攻撃するとして、誰を狙ねらいましょう？

アンソン：《フォートレス》で頑がん丈じようになっているテウケケムを攻撃してほしいところかな。僕らの攻撃じゃ、ダメージが通らなさそうだ。

ナーシア：了解。テウケケムに攻撃。マイナーアクションで《ピンポイントアタック》。《ダンシングヒーロー》を使って、ダイスを増ふやします。（ダイスを振る）命中は47です。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。

ナーシア：《ボルテクスアタック》を封ふう印いん解かい除じよして、使用します。（ダイスを振る）[image: 125]点ダメージです。

ＧＭ：《ストライクダウン》で、ダメージを30点減らします。95点ダメージを受けましたが、まだまだ立ってますよ！

アンソン：まぁ、そうだろうなぁ。

ナーシア：ここで、《再行動》を宣せん言げんしたいんですけど。

ＧＭ：こちらも《再行動》を宣言します（一同笑）。……手順的には不利ですが、宣言せざるをえない！

アンソン：じゃあ、全員が未行動状態になって、また行動値順にメインプロセスか。

ＧＭ：はい。ナーシアからどうぞ。

ナーシア：待機します。エルザさんが敵を一いつ掃そうしそうな気がするので、ここは様子見（笑）。

ＧＭ：では、エラクタス。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ギャベル》。《ブレイクアトリビュート》も使用します。対象はアンソンたちのエンゲージ。（ダイスを振ふる）命中は28です。

カテナ：フェイトを２点使用。これで出目が10以上ならば回避成功。（ダイスを振る）９!?フェイトを１点使って振り直します。（ダイスを振る）回避成功。

エルザ：フェイトを２点使用。（ダイスを振る）32で回避成功♪

アンソン：フェイトを３点使用。（ダイスを振る）34で回避成功。

ＧＭ：誰にも命中しなかった……（がっくり）。フェイトを使用させただけよしとしよう。次は、アンリがテウケケムに《ダンスマカブル》。（ダイスを振る）発動成功。「エラクタスは役に立たん！　テウケケムよ、しっかりと働け！」

エルザ：わたしの番ですが、《テレポート》したあとに攻撃したいので、ここは待機します。

ＧＭ：テウケケムの番になります。「俺の真の力を見せてやる！」ナーシアへ、マイナーアクションで《マジックブレイド》、メジャーアクションで《フェイタルバースト》。属性なしの魔法大ダメージをプレゼントしますよ。（ダイスを振る）クリティカル！　さにらエラクタスが《シーリィ》。ダメージを上乗せします。

ナーシア：《ダンシングヒーロー》を使ってみましょう。（ダイスを振る）う～ん、回避失敗。

ゼパ：ワシがナーシアをかばうのじゃ。《カバーリング》＋《カバームーブ》。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 189]点、属性なしの魔法ダメージ！　「仇かたきを討うつため、鍛きたえに鍛え抜いたこの拳こぶし！　どうだ、耐たえられまい！」

ゼパ：（にこにこしながら）そのダメージは耐えられないのぅ。じゃから、《インヴァルネラブル》☆




　テウケケムの重たい拳が、ゼパに打うち込こまれる。

　巻まき起おこる爆ばく煙えん。勝利を確かく信しんし、テウケケムは笑みを浮かべる。

　だが……煙けむりの向こうから現あらわれたのは、少しも堪こたえていない表ひよう情じようの、ゼパだった。




アンソン：何だか、ゼパが悪役のようなシチュエーションだ（笑）。

ゼパ：ほっほっほ。まだまだ倒たおれるわけにはいかんからのぅ。

ＧＭ：白竜騎士団Ａ、Ｂは転倒を回復。立ち上がって、メインプロセスは終しゆう了りようです。

カテナ：わたしも待機。アンソン、頼たのむ。

アンソン：了解。カテナとエルザをつれて、さっきマーキングした、ナーシアのエンゲージへ《テレポート》。（ダイスを振る）発動成功。

ナーシア：（アンソンに押される仕草をして）……アンソン、近い（笑）。

アンソン：援えん護ごに来たんだから、それくらい我が慢まんしろっ！（笑）

ゼパ：ワシの番じゃな。マイナーアクションでナーシアたちにエンゲージ。メジャーアクションは、普ふ通つうに白はく兵へい攻こう撃げきなのじゃ♪　（ダイスを振る）命中は34なのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。テウケケムがエラクタスを《カバーリング》。

ゼパ：やった！　今なら、《ボルテクスアタック》が使えるのじゃ～♪　（ダイスを振る）[image: 119]点の物理ダメージなのじゃ。

ＧＭ：（計算して）41点ダメージが通りました。

カテナ：では、待機解除。マイナーアクションは、《ランニングセット》で《リミットブレイク》と《ファストドロウ》。メジャーアクションは《ホーリーウェポン》。（ダイスを振る）発動成功。アンソン、ナーシア、ゼパの武器ダメージが21点上昇だ。

ナーシア：カテナ、ありがとう。

エルザ：では、わたしですね。まずは《マジックケイジ》。この魔術に対して「他人をかばう」ができなくなります。マイナーアクションは《マジックブラスト》、メジャーアクションは《フレイムクラック》。対象はアンリたちです。

ＧＭ：アンリが《バッドムーブ》。達成値をマイナス10してください。

エルザ：分かりました。（ダイスを振る）命中は35です。

ＧＭ：（ダイスを振る）全員回避失敗です。ダメージをください。

エルザ：《リゼントメント》でダメージを[image: 151]点上乗せして、さらにフェイトを３点使用してダイスを増やします。19Ｄ６＋[image: 241]点ダメージですね。
















ナーシア：……怖こわい。何度も思ってるけど、敵に回したくない（笑）。

エルザ：（ダイスを振る）[image: 306]点の〈火〉〈地〉属性の魔法ダメージ。１点でもＨＰダメージを受けると転倒です。

ＧＭ：（計算して）アンリはまだ倒たおれません。エラクタスはテウケケムへ《ガーディアン》。白竜騎士団Ａ、Ｂは戦闘不能になりました。

アンソン：《ガーディアン》を張る相手は、アンリじゃなくてテウケケムなのか（笑）。

カテナ：アンリ、エラクタスから見み捨すてられた（笑）。

ＧＭ：アンリは[image: 276]点、エラクタスは[image: 266]点のダメージを受けるんですが、倒たおれないんですよ。でも、テウケケムは[image: 234]点のダメージを受けて、戦闘不能になっちゃうんで……《ガーディアン》でエルザからのダメージを打ち消すしかないじゃないですか！（笑）

カテナ：まぁ、アンリは支し援えんキャラだから、ひとりで残ってしまうと意味がないし（笑）。

ナーシア：待機解除。さて、誰を攻撃しましょう？

アンソン：アンリを落としてしまわないか？　ここらが決着のつけ時だろう。

ナーシア：分かった。マイナーアクションで《ピンポイントアタック》を使って、アンリへ攻撃。《ダンシングヒーロー》を使用します。（ダイスを振る）命中は41。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。

ナーシア：ここで《デスゲイル》も使用します！　（ダイスを振る）[image: 148]点の物理ダメージ。防御力無効です。

ＧＭ：アンリが「テウケケム、わたしをかばえ！」と叫さけぶのですが、テウケケムは冷たく一いち瞥べつして「あなたの役やく割わりはもう終わりだ。あとは我々に任せて、ゆっくり休んでください」と言います。




　ゆっくりと崩くずれ落おちながら、アンリはナーシアを睨にらみ上げた。

「わたしほどの人間が、こんな女にやられるとは……せめて、アンソンならば納なつ得とくがいくものを！」

「……そういう考えが、あなたを破は滅めつに導みちびいた」

　呟つぶやいて、ナーシアはアンソンに視し線せんを向けた。

　頷うなずいて、アンソンはアンリへ言葉をかける。

「新しん興こう派はだ守しゆ旧きゆう派はだとにらみ合うのは、もう止めにするんだ。

　我々は同じ〝グラスウェルズの国民〟。それで、いいじゃないか。

　国を作るのは選ばれた血ち筋すじなんかじゃない。その地に住まう民たみ、なのだから……」




エルザ：……アンリさんも、バルムンクに踊おどらされたかわいそうな人なんでしょうか？

アンソン：そうかもしれない。でも、我々の上司……ゴーダ伯はくを死に追いやる原げん因いんを作った人でもあるからな……。

ＧＭ：では、アンリが戦闘不能になったところで、第一ラウンドを終了します。




●第二ラウンド

▼行動値

　ナーシア　　　　38

　エラクタス　　　38

　エルザ　　　　　24

　テウケケム　　　21

　カテナ　　　　　16

　アンソン　　　　10

　ゼパ　　　　　　10




[image: ]




ＧＭ：第二ラウンドです。まずは、セットアッププロセス。ナーシアからどうぞ。

ナーシア：アンソン、コンボやる？

アンソン：敵を一掃できそうな雰ふん囲い気きだから、コンボをやる価か値ちはありそうだ。

ナーシア：分かった。じゃあ、《パワースマイト》。武器攻撃のダメージを上げます。

ＧＭ：次はエラクタス。《二回行動》でメインプロセスを行ないます。

アンソン：さぁ来い！

ＧＭ：《ラストジャッジメント》というオリジナルエネミー特技を使用します。




《ラストジャッジメント》

【ＨＰ】が[image: 600]以下になると使し用よう可か能のう。魔術による攻撃。場面（選択）。命中判定は５Ｄ＋16。ダメージは10Ｄ＋70点の〈光〉属性の魔法ダメージ。１ラウンド一回の回数制せい限げん有り。




ＧＭ：《ギャベル》の巨大な光の槌が、無数に飛び交って、全員の頭上に降ってくるという演出です。

カテナ：シーン攻撃はつらいな。

ＧＭ：《ブレイクアトリビュート》も使用します。対象はＰＣ全員。（ダイスを振る）命中は33です。「三〇年間も潜ひそんできた、その実力を見せてやろう！」

エルザ：（ダイスを振る）11で回避失敗。

アンソン：（ダイスを振る）13で回避失敗だ。

カテナ：（ダイスを振る）回避失敗。

ナーシア：（ダイスを振る）まぁ、回避できるわけがない。

ゼパ：（ダイスを振る）回避失敗なのじゃ。《カバーリング》＋《アラウンドカバー》で、みんなをかばうのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 102]点の〈光〉属性の魔法ダメージ。

アンソン：《プロテクション》。（ダイスを振る）48点軽減だ。

エルザ：《サモン・アラクネ》。ケセドの杖を使用します。（ダイスを振る）25点軽減です。

ゼパ：《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》。（ダイスを振る）15点軽減。[image: 117]点ダメージを受けると倒たおれてしまうのじゃ。

ＧＭ：おおっ!?　もしかして、ゼパを落とせるかもしれない!?

アンソン：ところが、我々はまだギルドスキルの《蘇そ生せい》が残っている（一同笑）。

ナーシア：《蘇生》を使用します。

ゼパ：ならば転倒は《インデュア》で回復するのじゃ。

ＧＭ：……何だか、絶ぜつ望ぼう感かんが漂ただよってきました（笑）。

カテナ：次はアンソン。

アンソン：僕は《インペレイティブ》で《シャインストライク》と《パワースマイト》。

ゼパ：《プロヴォック》してもあまり意味がなさそうじゃし、ワシは特になしじゃ。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。ナーシアからどうぞ。

ナーシア：待機。アンソンがコンボを発生させてくれるのを待ちます。

ＧＭ：では、エラクタスのメインプロセス。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ギャベル》。《ブレイクアトリビュート》も使用します。対象はナーシアたちのエンゲージ。（ダイスを振る）命中は30です。

ナーシア：（ダイスを振る）回避失敗。

カテナ：我々は、そもそもダイスが一個しか振れないから、回避が成功する目がない（笑）。

ゼパ：《カバーリング》＋《アラウンドカバー》でみんなをかばうのじゃ！

ＧＭ：（ダイスを振る）83点の〈光〉属性の魔法ダメージです。

ゼパ：これは、さすがに耐たえられそうにないのぅ……。

カテナ：それならば、ゼパ自身へのダメージはエルザの《ガーディアン》で打ち消してもらって、《カバーリング》分は《プロテクション》とかで軽減してもらえばいい。

エルザ：分かりました。では、《ガーディアン》を使います。あの、演出はこうさせてもらっていいですかね？




　要塞の小さな明かり取りの窓から一本の矢が飛来し、ゼパの頭上に落ちてくる光の槌をこなごなに砕く。

「助かったのじゃ。でも、この矢はいったい……」

　一方、飛行する要塞を見上げる岩場の一角で、ひとりのエルダナーンが弓を片手に呟つぶやく。

「カテナ隊長、ご無事で……」




カテナ：ユンガーか！

エルザ：いやぁ、ノーデンスの建前はともかく、本当は助けに来たかったと思うんですよ。だから、こっそりと演出で登場させてあげたくて。

アンソン：どんだけ長距離射撃なんだよっ！（笑）

エルザ：まさか、クライマックスの舞台が空飛ぶ要塞になるなんて思っていなかったから（笑）。

ＧＭ：いいんじゃないですかね。演出だし、ＮＰＣだし（笑）。

アンソン：ユンガーかっこいいなぁ。

カテナ：では矢を見て、「ありがとう、ユンガー」と呟いておく（笑）。

ゼパ：ありがとうなのじゃ☆

ＧＭ：はい、ではもう一方のダメージの方はどうですか？

アンソン：《プロテクション》。《フェイタルアーツ》も使用する。（ダイスを振る）64点軽減。

ゼパ：《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》。（ダイスを振る）29点軽減じゃから……ダメージは、０じゃ！（一同笑）

ＧＭ：「ふ……活かつ躍やくの場はこれまで、か。さぁ、全力で攻撃してくるがいい」（やり遂とげた男の顔）

エルザ：エラクタスさんがいきなりボスキャラっぽく見えてきた！（笑）

カテナ：次はエルザのメインプロセスだよ。

エルザ：はい。マイナーアクションは《マジックブラスト》、メジャーアクションは《フレイムクラック》。対象はエラクタスさんとテウケケムさん。フェイト３点使用します。（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：（ダイスを振る）テウケケムは普通に、エラクタスはファンブルで回避失敗です（笑）。テウケケムはエラクタスを《カバーリング》します。

エルザ：《リゼントメント》でダメージを上乗せ。（ダイスを振る）[image: 304]点の〈火〉〈地〉属性の魔法ダメージです。

ＧＭ：（計算して）仇かたきを取れぬまま、テウケケムは戦闘不能になりました。

カテナ：次はわたし。マイナーアクションで《ランニングセット》で、《エンハンスブレス：風》と《アーティラリィマジック》。メジャーアクションが《ダブルキャスト》で《サモン・リヴァイアサン》を二回使用。《ドラゴンソウル》も使用。（ダイスを振る）出目が低っ！　フェイトを１点使って振り直します。（ダイスを振る）一発目の命中は30です。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。

カテナ：（ダイスを振る）86点の属性のない魔法ダメージ。

ＧＭ：（計算して）累るい積せきダメージが[image: 300]点を超こえましたが、まだ立ってます。

カテナ：では、二発目。フェイトを１点使用してダイスを増ふやす。（ダイスを振る）命中は29だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）20で回避失敗。

カテナ：（ダイスを振る）88点の無属性の魔法ダメージ。

ＧＭ：まだまだ倒れませんよ？　アンリのかけた《ホーリーアーマー》がじわじわと効果を出しています（笑）。

ゼパ：しかし、いつまで持ちこたえられるかのう？　ワシは、マイナーアクションで《クローズショット》、メジャーアクションで《ダブルショット》。（ダイスを振る）一いち撃げき目の命中は41じゃ！

ＧＭ：ゼパは《スネイクビート》があるから、こちらのダイスがマイナス一個こなんですよね。クリティカルが発生しないので、振るまでもなく回避失敗です。

ゼパ：《ブルズアイ》でダメージを10Ｄ上乗せするのじゃ。（ダイスを振る）[image: 107]点の物理ダメージじゃ。

ＧＭ：71点ダメージを受けました。ＨＰがジリジリ減へっていく……。

ゼパ：二発目行くのじゃ。（ダイスを振る）命中は40なのじゃ。

ＧＭ：回避失敗なので、ダメージをください（笑）。

ゼパ：（ダイスを振る）77点の物理ダメージなのじゃ。

ナーシア：そろそろ倒れてくれるかな？

ＧＭ：累るい計けいダメージが[image: 450]を超えましたが、まだまだ倒れませんよ？　そんなに甘い敵ではないです。

アンソン：僕とナーシアのコンボでカタをつけるさ。マイナーアクションで《ブルヒット》、メジャーアクションで《タイダルウェイブ》。命中すればコンボが発生するぞ。フェイトを２点使用。（ダイスを振る）命中は40だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）22で回避失敗です。

アンソン：《ボルテクスアタック》と、フェイトを２点使用するぞ。（ダイスを振る）[image: 149]点ダメージ。

ＧＭ：とうとう、累積が[image: 580]点を超えました……でも、まだ、倒れない！（笑）

ナーシア：……私がいるから、平気。マイナーアクションで《レイジ》、メジャーアクションで《ダーククロス》。フェイトを３点使用。（ダイスを振る）一撃目の命中は47。

ＧＭ：（ダイスを振る）う～ん、出目は悪くないんですが、回避失敗です。

ナーシア：《デスゲイル》でダメージを上乗せします。フェイトも３点使用。（ダイスを振る）ちょっと出目が悪いかな？　[image: 262]点ダメージです。

ＧＭ：（計算して）累計ダメージが[image: 800]点を超えました。……で、でも、耐えられ……。

ナーシア：（遮さえぎって）二撃目いきます。《ダンシングヒーロー》とフェイトを３点使います。（ダイスを振る）命中は45です。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。ダメージをください。

ナーシア：《デスゲイル》。さらに、残っているフェイト、２点全部つぎ込こみます。（ダイスを振る）[image: 268]点ダメージです！

ＧＭ：（計算して）とうとうエラクタスも、戦闘不能になりました。……[image: 100]点分くらいオーバーキルです（笑）。
















一同：やった！（歓かん声せい）

ＧＭ：敵がすべて戦闘不能になりましたので、判定をするまでもなく、爆破缶の投擲は成功します。

アンソン：まぁ、邪じや魔まするやつがいないってことだからな（笑）。

ナーシア：じゃあ、爆破缶を通気口に投なげ込こみます。

ＧＭ：では、爆破缶が動力炉で爆発し、要塞は墜つい落らくします。

アンソン：……僕たち、落下に巻まき込こまれたりしないか？　《テレポート》で脱だつ出しゆつできないんでしょ？

カテナ：問題ない。わたしの《フライト》を使えば、安全に地上へ降おりられるさ。




　通気口から投げ込まれた爆破缶は、要塞内部に到とう達たつして起き爆ばくした。

　内部で発生した激はげしい爆発は、要塞の動力を巻まき込こみ、さらに大きな爆発となる。

　それまで、天空の王者のように大地を睥へい睨げいしていた要塞は、突とつ如じよ大きく揺ゆらめいた。

　連れん鎖さ的てきに爆発が発生し、いたる箇か所しよから炎が噴ふき出だしている。

　ぐらりと要塞が傾かたむき、その高度を徐々に失っていく。

　そして―――。

　要塞はベルクシーレにいたる前に、山の中ちゆう腹ふくに激げき突とつした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：要塞は火を噴ふきながら、ベルクシーレに向かう途と中ちゆうに、山脈に墜落します。激しい轟ごう音おんと共に山の地形が変わりますが……一般人への被害は出さずにすみました。

カテナ：では、落下する前にわたしたちは《フライト》でふよふよと着地する、と。

アンソン：すごい威い力りよくなんだろうな。

ＧＭ：要塞一個分ですからね。

ナーシア：……ともかく、みんな無事ね。

アンソン：ああ、終わったな……。

ナーシア：……そうね。

アンソン：大仕事が終わったばかりだが、早くベルクシーレへ戻もどらないといけないな。

ゼパ：そうじゃのぅ。

エルザ：みなさんが、カテナ隊長たちの帰りを待ってるはずですもんね！

ナーシア：それに、王国軍ぐん師しさんはまだまだやること、いっぱいあるものね（笑）。

アンソン：ああ、これからが大変だよ、まったく。

ＧＭ：こうしてアンリが倒たおれたことにより、グラスウェルズの内乱も鎮ちん圧あつに向かいます。というところで、エンディングに移りましょうか。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆鎮ちん圧あつ




　帝紀八一三年一〇月一九日　ウォールド山　北側

　巨きよ大だいな要よう塞さいが山さん腹ぷくに突つき刺ささるように落下し、崩ほう壊かいしている。

　ふもとからからその光景を見上げ、アンソンはため息を漏もらしながらつぶやいた。

「これでようやくひとつ終わった……か？」




ＧＭ：それでは、エンディングフェイズに入ります。まずはクライマックス直後のシーン。全員登場。みんなで墜おちたエグベルト要塞を見上げているところですね。

カテナ：要塞をまるごと爆ばく破はしたようなものだな。

アンソン：それで、アンリはどうなった？

ＧＭ：現げん場ばは崩壊した要塞やら、山火事やらで本ほん格かく的てきな捜そう索さくができるような状況ではないですね。ただ、アンリ軍から投降する兵士を受け入れたリシャールやエゼルバルドの軍勢が、その調ちよう査さをしています。

アンソン：この状況で捜索するのか。リシャール先せん輩ぱいたちも大変だな。

ＧＭ：では、そんなところにキミたちを見つけたエゼルバルドが駆かけ寄よってきます。「おお～い、カテナ～、無事か～～!!」

エルザ：おや、さっそくですね（笑）。

カテナ：ああ、エゼルバルドか。見てのとおりだ。

ＧＭ：「こいつは驚おどろいた、けろりとしていやがる！」

アンソン：けろりとしてるわけではないんですけどね、ええ。

ナーシア：……ご覧らんのとおり、役目は果たしました。

ＧＭ：ナーシアが事もなげに言うので、エゼルバルドはまた目を丸くしますよ。「まったく、たいしたものだ！　要塞が浮かび上がったときには、どうなるものかと思っていたが……」

ゼパ：まあ、事前に準じゆん備びがあったからのう。

アンソン：ところで、状じよう況きようはどうですか？

ＧＭ：「ああ、要塞の外にいたアンリ軍はすべて鎮ちん圧あつした。兵たちも置き去りにされたようなものだからな。ほとんどが投降したよ」

ナーシア：まあ、自分たちを置いて浮き上がられてはね（笑）。

アンソン：これで、内乱も鎮まりますか？

ＧＭ：「その方向に向かうだろう。なにせ、首しゆ謀ぼう者しやのエダム公こうアンリがあの有様だ」と、山さん脈みやくの中腹に墜つい落らくした要塞を指します。

アンソン：ああ、たしかに。

ナーシア：……アンリは死んだの？

ＧＭ：「いや、まだ死体は見つかっていない。ただ、逃にげ出だしたところを見たという報告もないので、死し亡ぼうしたと考えてよいだろう。この状況で、生きているとは思えん」

カテナ：たしかに、《テレポート》で要塞内外の行き来は不ふ可か能のうだった。そう判はん断だんするのは妥だ当とうなところだろう。

ナーシア：……首級を挙あげた方が良かった？

ゼパ：いや、十分じゃろう。万が一生いき延のびたとしても、身ひとつ。二度と国家転てん覆ぷくは望めまいて。

エルザ：そうですね……。これで、グラスウェルズの内乱は完全鎮圧ですか？

ＧＭ：「そうだな。最後に立たて籠こもった要塞は崩ほう壊かい、主力の兵もほとんどが投降した。まだエダム公についた貴き族ぞくたちもいるが、大きな勢せい力りよくではない。我々の勝利だ」

アンソン：そうですか。一時はどうなることかと思ったけど。

ゼパ：じゃが、これから戦後の処しよ理りが待っておるのじゃよなぁ……。

カテナ：首都の復ふつ興こうとか、空あいたポストへの人材補ほ充じゆうとか、戦せん犯ぱんの裁さい判ばんとか……考えるだけで頭が痛いたくなる。

ナーシア：……王おう威いの竜りゆう輝き石せきの件けんもある。絶ぜつ対たい、取とり戻もどさないと。

カテナ：マスターシーンで、アザゼルが国内にいることが描びよう写しやされていたから、まだまだバルムンクとの戦いは続きそうだしな。

エルザ：ともあれ、表向きクーデターは鎮圧できたんですから、ひとつの大きな山場は越えましたよ！　少しは喜びましょう！

アンソン：ところでＧＭ？

ＧＭ：はい、なんでしょう？

アンソン：ベルフトはどうなったんですか？




　その瞬しゆん間かん、ピシッという音が聞こえるかのように動きを止め、黙だまり込こむ一同。

　最後に触ふれるつもりだったが、さすがにプレイヤーたちは誤ご魔ま化かされなかったようだ。




ＧＭ：アンリ軍を合流前に打うち破やぶったので、とりあえず進軍は止まります。本シナリオでみなさんに攻撃してくることはありません。

一同：おおっ！

ＧＭ：単たん独どくでみなさんと戦争するのは、圧あつ倒とう的てきに不利ですからね。

カテナ：たしかに、相手の土地のど真ん中だし、戦争を続ける大たい義ぎ名めい分ぶんもない。

ゼパ：きっと、ゴーダ伯はくも草葉の陰かげで喜んでおるのじゃ。

アンソン：でも、ベルフトはこの後どうするつもりなんだ……？

カテナ：援えん軍ぐんに来たはずの首謀者が、もう倒れたわけだからな。

ＧＭ：それは菊池さんが考えることですよ（笑）。

アンソン：へっ？

ＧＭ：ベルフトは無印にお返しします、続きはお好きに（一同爆笑）。

一同：無む茶ちや振ぶりきた～～～～～～!!

エルザ：あはははは！　すごーい、本当に無茶振りするんだ（感心）。

ナーシア：ふたりは仲良しだから（笑）。

ＧＭ：ま、無茶振りってほどのことではないですよ。もともとベルフトは『無印』シリーズのＮＰＣじゃないですか（笑）。

アンソン：うぅむ、どうしたもんか（笑）。




　しばし考える、アンソンのプレイヤー菊池たけし。

　彼かれは、ピアニィが活かつ躍やくする無印シリーズのＧＭである。

　ちなみに、本書と同時発売となる無印最さい新しん巻かんにその結果が反はん映えいされるはずなのだ。




アンソン：……わかった、後でちょっとなんかやっておくよ。

ＧＭ：さすがは菊池さん、何か思いつきましたか。

アンソン：思いつかないよっ！（一同笑）

カテナ：まあ、この短い時間ではね。

アンソン：いやまあ、思いついたよ、少しはね（笑）。

ＧＭ：何を思いついたんですか？

アンソン：秘ひ密みつ（笑）。

ＧＭ：秘密にされてしまった（笑）。ではそうすると「俺おれはそろそろ戻もどらねばならん。負傷者の救出や、要塞墜落による二次災さい害がいを防ふせがねばならないからな」と、エゼルバルドは皆みなの無事が確認できたので現場に戻っていくようです。

ゼパ：なるほど、山火事とか起こるかもしれんしのう。

カテナ：ご苦労。

エルザ：じゃ、わたしたちもこの辺で。

ナーシア：そうね、帰りましょうか。

ＧＭ：それでは、要塞墜落現場から離れたところで、シーンを終了しましょう。







◆Ending 02◆取り戻し始めた平へい穏おん




　帝紀八一三年一〇月二〇日　ベルクシーレ

　要よう塞さい墜つい落らくから一夜明けて。

　ベルクシーレ城じように戻もどったカテナは、自分の執しつ務む室しつにエルザを招まねいた。

　彼かの女じよをねぎらおうと、熱い紅こう茶ちやを淹いれるのだった。




カテナ：ＧＭ、エルザに感かん謝しやを述のべるシーンをやりたいんだけれど？

ＧＭ：いいですよ。

アンソン：エルザには僕からもお礼を言っておきたい。今回、とても助かったし。

カテナ：では、ベルクシーレに戻ったあと、みんなをわたしの執務室に呼よぼうか。

エルザ：はい、登場します。

ＧＭ：では、要塞墜落の翌よく日じつ。みなさんがカテナの執務室に集まる前に、ユンガー、ツヴァイ、ダインといった昔むかしの仲間が訪たずねてきました。

エルザ：みんなが！

ＧＭ：ええ、ユンガーはエルザに依い頼らいしたことの首尾を確かく認にんし、ツヴァイたちはカテナとエルザの顔を見るなり挨あい拶さつもそこそこに去っていきましたが。

エルザ：あら、すぐに行っちゃうんですか。

ＧＭ：ええ、風のように現あらわれて風のように去っていきます。

カテナ：もしかしたら、バルムンクを追っているのかもしれないな（笑）。

エルザ：そうですね。

ナーシア：じゃあ、その挨拶が終わったところに私も登場したいです。

ゼパ：ワシもなのじゃ。

アンソン：同じく。

ＧＭ：それでは全員登場ですね。

カテナ：了りよう解かいです。……では、エルザに紅茶を淹れよう。「ささやかだが、感謝の気持ちだ」

エルザ：受け取って飲みます。「良い香かおり……美お味いしいです♪」

カテナ：戦いくさが終わったばかりで、ろくに物ぶつ資しが残っていなくて、今はこれくらいしか出せなくてすまない。後日改めて、ベルクシーレで指折りの美味い店に……。

エルザ：いえ、それにはおよびません。

カテナ：え？

エルザ：内乱が終わったばかりなんですから、物資はいくらあっても足りないでしょう？　わたしに回すより、少しでもグラスウェルズの国民のみなさんに行いき渡わたらせてください。

カテナ：……エルザがおごりを断ことわるとは、ちょっと意外だな（笑）。

エルザ：「今、これをおごっていただきましたから」とティーカップを持ち上げます。

カテナ：ありがとう、エルザ。情じよう報ほうを持ってきてくれただけでなく……。

エルザ：ストップ。昔、さんざんお世話になったのはわたしの方です。これは単なる恩おん返がえしですから、お気になさらず♪

アンソン：いやー、エルザのおかげで我々も助かった。グラスウェルズの王国軍ぐん師しとして、僕からもお礼を言わせてほしい。ありがとう。

エルザ：ふふ、どういたしまして！

ナーシア：……今後は、どうするの？

エルザ：一度、故こ郷きようのメルトランドに帰ってみようかと思っているのですが。

アンソン：だったら、ひとつ頼たのまれてはもらえないか？

エルザ：はあ、わたしにできることならば。

アンソン：いや、簡かん単たんなことだ。これをフェリタニア・メルトランド連合王国女王ピアニィ陛へい下かに渡わたしていただきたい……と、一通の手紙を差し出します（笑）。

エルザ：手紙ですか？

アンソン：そう、大事な手紙だ。

ナーシア：何が書いてあるの？

アンソン：それはまだ言えないな！

ナーシア：何、その言い方！（笑）

ゼパ：何かを思いついた悪い顔じゃ（笑）。

アンソン：引き受けてもらえるかな？

ＧＭ：菊池さん、これ無印に引ひき継つぐんですか？

アンソン：そのつもりだよ。




　というわけで、手紙の内ない容ようはここでは明かせません。

　無印最新巻『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑥　運命のダイナスト』をお楽しみに。




エルザ：わかりました、お引き受けします。手紙を受け取ります。

アンソン：ありがとう、エルザ。

カテナ：いろいろと面めん倒どうをかけるな。

エルザ：そんなことはありません。わたしも、カテナ隊長とご一いつ緒しよできて嬉うれしかったです。成長した姿すがたを見てもらえましたし！

カテナ：そうだな……エルザは、ずいぶんと強くなった（遠い目）。

アンソン：悠ゆう羅らさんの言葉、実感がこもってるなぁ（笑）。

ゼパ：『アクロス』シリーズのＧＭとして、ずっとエルザを見守ってきたわけじゃからのう（笑）。

エルザ：（ポンと手を打って）それはそれとして！　アンソンにはお願いがあるんですけど!!

アンソン：な、なにかな？

エルザ：首都ベルクシーレと大学都市イルシールに、ブルックス交こう易えき商しよう会かいの支し店てんを設もうけたいんです！

アンソン：……は？　ベルクシーレだけじゃなくて、イルシールまで？（きょとんとして）

エルザ：ええ！　イルシールも魅み力りよく的てきな街ですよ！　何しろ……と、延えん々えんとイルシールに支店を出す利点を述のべますよ。

アンソン：よ、よく研究してらっしゃいますね（笑）。

エルザ：ええ！　どうせ支店を出すなら立地条じよう件けんの良い場所にしたいと思って、本を読んで下調べしてきましたから！（一同笑）

ナーシア：[image: 吉]村さん、すごい（笑）。

エルザ：アンソンはグラスウェルズのお偉えらいさんですよね？　出店許きよ可か、よろしくお願いします♪

アンソン：そ、それは……まぁ、カテナに任まかせよう（笑）。

カテナ：……わたしに？　まあ、これだけ活躍したんだから、フィリップ陛へい下かもきっとお許ゆるしになるだろう（笑）。

エルザ：やった！

ゼパ：なまじ恩を受けている分、断るのは大変じゃのう（笑）。

アンソン：まったく。アンリよりもベルフトよりもブルックス商会の方が恐おそろしいかもしれないなあ（嘆たん息そく）。

エルザ：では、私はこれで失礼しようかと。

カテナ：おや、もう出発するのか。

エルザ：ええ。この手紙、早く届とどけた方がいいんですよね。

アンソン：いやまあ、そうだけど。いろいろすまないね。

ナーシア：じゃあ、旅立つエルザにこう手を差さし伸のべて。

エルザ：はい、ナーシアさんの手を取って、握あく手しゆします。

ナーシア：……アルのこと、よろしくね。

エルザ：もちろん！　わたし、姉ですから（笑）。

ＧＭ：では、そんなところでシーンを終了しましょうか。
















◆Ending 03◆内乱の終結




　帝紀八一三年一〇月二〇日　ベルクシーレ

　グラスウェルズ王国を二分する内乱は、こうして終わった。

　だが、それは平和の訪おとずれを意味するものではない。

　ファントムレイダーズには、果たすべき目的が残されていた。




ＧＭ：さて、こうしてエルザは去っていきました。最後に、ファントムレイダーズの今後について、どうするかを確認するためのシーンにしましょうか。

アンソン：了解。前のシーンの直後でいいかな。

カテナ：じゃあ、エルザとの別れの余よ韻いんに浸ひたりつつ、そういう話題に切きり替かえよう。

アンソン：では「……行ってしまったか」と、窓を見ながら呟つぶやくんだな（笑）。

ナーシア：……アンソン、別れの感かん傷しように浸っているときではない。

アンソン：いきなり話を振ふられてしまった（笑）。

カテナ：その通り。わたしたちにはまだやるべきことがある。

アンソン：うっ、そうだったな。

ゼパ：クーデターは鎮圧されたが……バルムンクの動向も気になるしのう。

ナーシア：……それに、ロッシュの魂たましいの宿った竜輝石を探さがし出だす。これが私の目的だから。

アンソン：そうだったな。

ＧＭ：では、想いを新たにしたところで、今回のシナリオは終了となります。




　帝紀八一三年一〇月

　白竜王国グラスウェルズで起きたクーデターは、ひとまず治まった。

　クーデターの首謀者であるエダム公アンリは、立て籠もったエグベルト要塞を浮上させベルクシーレへ激げき突とつさせることを試みるも、動力炉の爆発で高度を失い、ウォールド山腹に墜落した。攻め寄せたフィリップの軍は誰も要塞へ侵入してはいなかったので、人々はファントムレイダーズが要塞を破壊したと噂した。




　ファントムレイダーズ―――。

　しかし、アルディオン大陸の歴史書に、その記録はなにも残されてはいない。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』

第七話「グレートレベリオン」

―了―

















































あとがき






『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク④　グレートレベリオン』いかがでしたでしょうか？　著ちよ者しやの鈴吹太郎すずふき・たろうです。

　副題の「グレートレベリオン」ですが、これは大だい反はん乱らんという意味です。

　前回の三巻かんで起こったグラスウェルズを二分する内戦を描えがいたものとなっています。

　今回『ブレイク』の四巻を執しつ筆ぴつする経けい緯いについては、本ほん編ぺんでも述のべたとおりです。読者のみなさんからいただいた、投とう稿こうキャラクターを登場させる機会を少しでも増ふやしたい、というのが直ちよく接せつのきっかけですが、投稿も含ふくめたさまざまな応おう援えんに応こたえたいという気持ちが強かったからです。まずは、そのことについて改めてお礼を。

　みなさん、どうもありがとうございました。

　こうして急きゆう遽きよ発売が決まったため、『無印』六巻と同時発売となりました。

　わたしはＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やく社長をやっています。無印を担たん当とうする菊きく池ちたけしは取締役副社長です。通つう常じよう、わたしが執筆で忙いそがしいときは社長の業ぎよう務むを副社長にやってもらっています。また、副社長が執筆で忙しいときは社長がその業務を引き受けます。

　今回は同時発売のため、両方とも忙しいという稀まれな事じ態たいになりました。

　そのとばっちりを受けて、フル回転でバックアップしてくれた、社内外のスタッフのみなさんにも、深く感かん謝しやしたいと思います。

　本当にありがとうございました。




　さて、ここで注意事じ項こうをひとつ。

　本書『ブレイク』四巻と無印六巻は内ない容ようが連動しています。

　アルディオン大陸の時じ系けい列れつとしては、『ブレイク』四巻の方が先に起こった事じ件けんをあつかっていますので、両方を買っていただいた読者の方は、まずは『ブレイク』四巻からお読みになっていただけると、より楽しむことができるでしょう。




●シナリオについて

　では、ここから先は今回のシナリオについて書いていきたいと思います。

　本編未読の方はネタバレも含んでおりますので気をつけてください。




▼第七話　グレートレベリオン

　エダム公アンリのクーデターを発ほつ端たんとして、戦火は大陸全土に広がり、まさに世界大戦とも言うべき戦せん乱らんに発はつ展てんします。この〝竜りゆう輝き石せき戦争〟と呼よばれる大戦争の決着を描くのが、本書と『無印』六巻になります。本書はグラスウェルズ編、『無印』六巻はレイウォール編とでもいいましょうか。

　ですから、セッションの前に菊池たけしとは、いろいろ相談をしました。

　特に、大陸最強の武ぶ人じんであり、最強の軍ぐん勢ぜいを引き連れたベルフトの行動は、重要な問題です。ふたりの意見は「ベルフトはピアニィに従したがわないだろう」という点では一いつ致ちしました。そして、時間的に先に起こる本書のシナリオにおいては、ベルフトはわたしが自由に動かしていいということになったのです。

　そこで、わたしはベルフトにグラスウェルズにとどまってもらい、アンリとともにＰＣの脅きよう威いとなってもらうことにしました。

　アンリとベルフトが同どう盟めいを組んだ場合、それにＰＣたちフィリップ軍が単たん独どくで立ち向かえば、非ひ常じように苦しい戦いを強しいられることになります。そこをどのように切きり返かえすかが、今回のシナリオのポイントでした。

　ＧＭが想定していたＰＣの戦せん略りやくは大まかに分けると三つあります。




　まずは、ベルフト軍が到とう着ちやくする前にアンリ軍を叩たたくという戦略。

　アンリは堅けん牢ろうな要よう塞さいにこもって、ベルフトとの合流を待っていますので、なんとか外へおびき出さなければ、ＰＣたちが勝つ見み込こみはありません。

　本編では、ＰＣたちはこの戦略を選びました。

　実は、わたしは日本の戦国時代をあつかった戦記物が大好きです。今回の展てん開かいは、第四次川かわ中なか島じま合がつ戦せんを思い起こしたり（アンソンが取った策さくは、さらにその裏うらをかくものでしたが）、フィリップが出しゆつ陣じんにいたるまでの展開を大おお阪さか夏の陣じんでの豊とよ臣とみ秀ひで頼よりの状じよう況きようと重ねたりと、密ひそかに心の中で楽しんでおりました（笑）。




　もうひとつの戦略は、ピアニィの援えん軍ぐんが到着するまで時間稼かせぎをするというもの。

　本編中でも語っていますが、ベルフトとアンリ軍が合流した場合、フィリップ軍は単独で勝利することはほぼ絶ぜつ望ぼう的てきです。なんといっても戦場でのベルフトの強さは破は格かくですから。

　したがって、ピアニィの援軍と合流しなければ勝利は望めません。もし、この戦略を選んでいたら、援軍を待つ間ひたすら耐たえに耐えるという展開になったことでしょう。




　最後は、戦争を避さけてアンリだけを狙ねらうという戦略。

　戦争の原げん因いんとなっている反はん乱らんの首しゆ謀ぼう者しやアンリを暗あん殺さつするというものです。

　この戦略だと、大だい規き模ぼ戦せん闘とうは使わず、いつもの特とく殊しゆ部隊ファントムレイダーズの秘ひ密みつ任にん務むっぽい展開になる予定でした。後半の要塞攻こう略りやくはそれに近い状況ですが、これに加えて、敵てき陣じんの突とつ破ぱや要塞への侵しん入にゆうも、もっと厳きびしいものとなったでしょう。




●竜輝石戦争について

　さて、グラスウェルズの内戦はこれで終息に向かいますが、この内戦をきっかけとした戦争の流れは、まだ先があります。アンリ軍の援軍に向かっていたベルフトですが、この後のことは『無印』シリーズに任まかせることとなります。

　ちなみに、わたしもナヴァールのプレイヤーとして参加しているのですが、アンソンがエルザに渡わたした手紙に、まさかあんなことが書かれていようとは……。

　大陸全土にひろがった戦争の行方ゆくえが気になる方は、是ぜ非ひとも『無印』六巻をお読みになってください。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　次の第五巻で『ブレイク』シリーズは、決着する予定です。

　はたして、ナーシアたちファントムレイダーズに安あん寧ねいの日は訪おとずれるのか？

　では、また第五巻でお会いしましょう。





二〇一一年二月　吉きち日じつ

鈴吹太郎
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